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「長」の思い
� 品川萬里（福島県郡山市長）

遠隔自治体の連携による地域活性化
以前から行われてきた姉妹都市提携などによる親善・交流に加え、近年は遠隔地の複数の自治体がさまざまな分野で
連携・協力し、情報発信や課題解決に取り組むケースがある。今回は、こうした全国の取り組みについて特集する。
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表
紙

長
田
神
社
の
古
式
追
儺
式
神
事

（
兵
庫
県
神
戸
市
）

長
田
神
社
は
兵
庫
県
神
戸
市
長
田
区
に
位
置
す
る
神

社
で
す
。
地
元
の
人
々
に
「
長
田
さ
ん
」
の
愛
称
で
親

し
ま
れ
て
お
り
、
商
工
業
や
産
業
の
護
り
神
と
し
て
崇

敬
さ
れ
る
御
祭
神「
事こ

と

代し
ろ

主ぬ
し

神の
か
み

」を
お
祀ま

つ

り
し
て
い
ま
す
。

２
月
３
日
に
節
分
祭
と
古
式
追つ

い

儺な

式
神
事
を
行
っ
て

お
り
、
追
儺
式
神
事
は
前
日
よ
り
精
進
潔
斎
を
積
み
当

日
早
朝
に
は
須
磨
の
海
岸
で
身
を
清
め
た
７
名
の
鬼
役

に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。
神
々
に
か
わ
り
７
匹
の
鬼
が
、

た
い
ま
つ
の
炎
で
種
々
の
災
い
を
焼
き
尽
く
し
、
太
刀

で
寄
り
来
る
不
吉
を
切
り
捨
て
、
天
地
を
祓は

ら

い
国
土
を

清
め
、
一
年
の
無
病
息
災
を
願
う
と
同
時
に
、
一
陽
来

復
の
春
が
再
び
巡
り
来
る
こ
と
を
喜
び
祝
う
行
事
で

す
。
最
後
の
見
せ
場
の
餅
割
り
行
事
が
圧
巻
で
、
室
町

時
代
か
ら
続
く
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

参
拝
者
は
、
松た

い

明ま
つ

の
灰
を
か
ぶ
る
こ
と
に
よ
り
祓
を

受
け
、
松
明
の
燃
え
残
り
を
家
の
入
口
に
吊
し
て
除
災

招
福
を
願
い
、
ま
た
餅
花
を
食
べ
て
無
病
息
災
、
家
内

安
全
を
願
っ
て
、
こ
の
年
の
平
穏
を
祈
る
の
が
古
来
よ

り
の
風
習
と
な
っ
て
い
ま
す
。

神
戸
市
へ
来
た
際
は
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
＝
長
田
神
社

（
０
７
８
‐
６
９
１
‐
０
３
３
３
）

（
写
真
提
供
＝
長
田
神
社
）
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昨
年
４
月
に
大
分
県
知
事
に
就
任
し
ま
し
た
が
、
私
は
県
政
運

営
に
臨
む
に
あ
た
っ
て
、「
対
話
」「
継
承
・
発
展
」「
連
携
」
の

三
つ
の
基
本
姿
勢
を
徹
底
し
た
う
え
で
、「
安
心
元
気
」「
未
来
創

造
」
を
県
政
執
行
の
方
針
と
し
て
い
ま
す
。

「
安
心
元
気
」
に
つ
い
て
は
、
子
育
て
環
境
の
整
備
や
高
齢
者

の
い
き
が
い
づ
く
り
、
障
が
い
者
の
自
立
に
向
け
た
就
労
支
援
な

ど
に
注
力
す
る
と
と
も
に
、
多
様
性
を
受
け
入
れ
る
社
会
の
構
築

を
推
進
す
る
こ
と
で
、「
子
育
て
満
足
度
、
健
康
寿
命
、
障
が
い

者
活
躍
」
の
三
つ
の
日
本
一
を
目
指
し
ま
す
。
併
せ
て
、頻
発
化
・

激
甚
化
す
る
自
然
災
害
を
踏
ま
え
、
災
害
に
強
い
県
土
づ
く
り
を

一
層
促
進
し
ま
す
。

大
分
県
は
、
多
様
な
製
造
業
が
バ
ラ
ン
ス
良
く
集
積
し
て
い
る

「
も
の
づ
く
り
県
」
で
す
。
こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
企

業
誘
致
や
、
進
出
企
業
と
地
場
企
業
の
共
生
発
展
を
目
指
し
て
半

導
体
や
自
動
車
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
医
療
関
連
機
器
な
ど
の
分
野
で

産
学
官
が
連
携
し
て
き
た
成
果
と
言
え
ま
す
。
長
引
く
物
価
高
は

県
民
の
生
活
を
直
撃
し
、企
業
に
も
大
き
な
影
響
が
出
て
い
ま
す
。

物
価
高
騰
と
価
格
転
嫁
の
対
応
を
し
っ
か
り
と
行
い
、
中
小
企
業

等
も
賃
上
げ
に
踏
み
出
せ
る
「
賃
金
と
物
価
の
好
循
環
」
を
創
出

し
、
創
業
支
援
や
事
業
継
承
の
促
進
、
販
路
拡
大
等
の
支
援
を
し
、

県
内
経
済
の
活
性
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
日
本
一
の
お
ん
せ
ん
県
お
お
い
た
」
と
し
て
観
光
の

復
活
も
重
要
で
す
。
い
よ
い
よ
４
月
に
は
、「
福
岡
・
大
分
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」、来
年
は
「
大
阪
・
関
西
万
博
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
大
型
イ
ベ
ン
ト
を
好
機
と
捉
え
、

例
え
ば
、
関
西
か
ら
大
分
へ
の
瀬
戸
内
ル
ー
ト
に
よ
る
観
光
誘
客

な
ど
、
広
域
観
光
の
推
進
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。
加
え
て
、
11

月
に
開
催
さ
れ
る
「
第
43
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
」
で
も
、

大
分
県
の
豊
か
な
海
や
川
を
守
っ
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
と
と
も

に
、
四
季
折
々
の
「
味
力
」（
み
り
ょ
く
）
あ
ふ
れ
る
多
様
な
水

産
物
を
は
じ
め
、
本
県
の
新
た
な
魅
力
を
全
国
へ
広
く
発
信
し
て

い
き
ま
す
。

「
未
来
創
造
」
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
へ
の
挑
戦
で
す
。
特
に
、
九
州
唯
一
の
製
油
所
や
九
州
最
大

の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
火
力
発
電
所
な
ど
が
立
地
す
る
、
国
内
屈
指
の
大
分
コ

ン
ビ
ナ
ー
ト
の
脱
炭
素
化
と
持
続
的
発
展
の
両
立
は
大
き
な
課
題

で
す
。
こ
の
た
め
、
産
学
官
が
連
携
し
た
「
グ
リ
ー
ン
・
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
お
お
い
た
」
推
進
会
議
を
立
ち
上
げ
、
水
素
等
の
供
給
・

利
活
用
や
カ
ー
ボ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
を
軸
と
す
る
大
分
コ
ン

ビ
ナ
ー
ト
の
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
（
変
化
）
の
姿
を
、
関
係
者
共
有

の
「
構
想
」
と
し
て
策
定
し
ま
し
た
。
今
後
、
こ
の
構
想
の
実
現

に
向
け
、
官
民
の
Ｇ
Ｘ
投
資
を
呼
び
込
む
べ
く
、
対
応
を
重
ね
て

い
き
ま
す
。

産
業
活
動
の
抜
本
的
な
脱
炭
素
化
を
実
現
す
る
に
は
、
水
素
の

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
地
域
全
体
で
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
不
可

欠
で
す
。
本
県
で
は
、
豊
か
な
地
熱
等
を
生
か
し
た
グ
リ
ー
ン
水

素
の
製
造
に
関
す
る
実
証
事
業
等
が
進
ん
で
い
ま
す
。
水
素
の
需

要
と
供
給
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
立
ち
上
げ
、
大
分
県
版
水
素
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

次
に
、
豊ほ

う

予よ

海
峡
で
へ
だ
て
ら
れ
た
大
分
県
と
愛
媛
県
を
海
底

ト
ン
ネ
ル
や
橋
で
結
ぶ
豊
予
海
峡
ル
ー
ト
構
想
の
実
現
は
、
将
来

の
大
分
県
の
発
展
を
支
え
る
基
幹
交
通
体
系
と
し
て
大
変
重
要
と

考
え
て
い
ま
す
。
人
口
減
少
対
策
や
防
災
・
減
災
、
県
内
産
業
の

振
興
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
解
決
に
導
く
た
め
に
も
、
東
九

州
新
幹
線
や
中
九
州
横
断
道
路
等
の
広
域
交
通
網
を
整
備
し
、
そ

れ
ら
が
豊
予
海
峡
を
通
じ
て
四
国
や
関
西
と
つ
な
が
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

加
え
て
、
空
の
玄
関
口
で
あ
る
大
分
空
港
の
ア
ク
セ
ス
を
改
善

し
、
観
光
や
ビ
ジ
ネ
ス
等
に
お
け
る
利
便
性
を
高
め
る
た
め
、
ホ

ー
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
の
導
入
を
進
め
て
い
ま
す
。
運
航
事
業
者
に
お

い
て
別
府
湾
周
遊
な
ど
の
観
光
利
用
も
検
討
さ
れ
て
お
り
、
国
内

唯
一
と
な
る
ホ
ー
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
の
希
少
性
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

と
し
て
の
魅
力
を
生
か
し
た
新
た
な
観
光
需
要
の
取
り
組
み
に
向

け
て
、
県
と
し
て
も
柔
軟
な
活
用
を
後
押
し
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
通
じ
て
、「
誰
も
が
安
心
し
て
住
み

続
け
た
い
」「
知
恵
と
努
力
が
報
わ
れ
る
」「
誰
も
が
訪
れ
た
い
」

大
分
県
づ
く
り
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

佐藤　樹一郎大分県知事

「安心元気」「未来創造」の
大分県づくり
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特 集
基調論文地

理
的
に
一
体
性
の
あ
る
地
方
公
共
団
体
（
以
下
「
自

治
体
」）
同
士
の
広
域
連
携
と
異
な
り
、
地
理
的
に
遠
隔

な
団
体
同
士
の
広
域
連
携
は
、
一
般
に
遠
隔
型
広
域
連
携

（
以
下
「
遠
隔
型
連
携
」）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
従
来
、
遠

隔
地
の
自
治
体
同
士
の
交
流
は
、
姉
妹
都
市
交
流
等
の
形

で
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、近
年
の
人
口
減
少
や
危
機
管
理
、

デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応
な
ど
、
地
方
行
政
を
取
り
巻
く
新

た
な
ト
レ
ン
ド
の
中
で
、
遠
隔
型
連
携
は
、
こ
れ
ま
で
の

姉
妹
都
市
の
よ
う
な
親
睦
的
交
流
を
基
調
と
し
た
関
係
か

ら
、
明
確
な
目
的
を
設
定
す
る
関
係
へ
と
変
化
が
み
ら
れ

る
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
遠
隔
型
連
携
を
取

り
巻
く
状
況
、
そ
の
意
義
、
課
題
及
お
よ
び
展
望
に
つ
い

て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

広
域
連
携
の
時
代

広
域
連
携
手
法
の
有
効
活
用
は
自
治
体
の
行
政
機
能
を

補
う
上
で
伝
統
的
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
近
年
は
多
様

な
類
型
が
活
用
さ
れ
て
い
る
。
当
該
手
法
は
、
制
度
面
か

ら
み
る
と
、地
方
自
治
法
に
基
づ
く
事
務
の
共
同
処
理（
以

下
「
共
同
処
理
」）
と
自
治
体
間
の
協
定
そ
の
他
の
行
政

契
約
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

共
同
処
理
に
つ
い
て
は
、総
務
省
が
業
務
統
計
調
査（
注

１
）
を
通
じ
て
処
理
件
数
お
よ
び
処
理
団
体
数
を
定
量
的

に
把
握
し
て
い
る
。
平
成
の
市
町
村
合
併
期
間
（
１
９
９

９
年
～
２
０
１
０
年
）
に
は
、
市
町
村
数
は
３
２
３
２
か

ら
１
７
２
７
に
減
少
し
た
一
方
、
共
同
処
理
の
実
施
団
体

数
は
、
２
０
０
８
年
度
以
降
も
漸
増
を
続
け
て
い
る
。
内

訳
を
み
る
と
、
一
部
事
務
組
合
の
実
施
団
体
は
組
合
相
互

の
統
合
等
に
よ
り
減
少
し
て
い
る
が
、
事
務
の
委
託
や
連

携
協
約
等
の
契
約
型
共
同
処
理
の
実
施
団
体
が
増
加
し
、

合
計
数
が
増
加
し
て
い
る
（
図
１
）。

ま
た
、
行
政
契
約
の
数
に
つ
い
て
は
網
羅
的
な
デ
ー
タ

は
存
在
し
な
い
が
、
例
え
ば
、
市
町
村
の
災
害
時
広
域
応

援
協
定
の
締
結
団
体
数
は
１
７
０
８（
２
０
１
９
年
現
在
）

に
上
る
な
ど
、
特
定
の
行
政
分
野
で
は
顕
著
に
増
加
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
市
町
村
合
併
の
進
展
後
に
お
い
て
も

自
治
体
間
の
広
域
連
携
の
需
要
は
引
き
続
き
高
い
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。

遠
隔
自
治
体
の
連
携
に
よ
る
地
域
活
性
化

遠
隔
型
広
域
連
携
の
展
望
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遠
隔
型
連
携
の
メ
リ
ッ
ト

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
広
域
連
携
の
一
類
型
で
あ
る

遠
隔
型
連
携
は
、
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
を
有
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
の
事
例
を
集
約
し
て
み
る
と
、

遠
隔
型
連
携
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
①
相
互
補
完
性
の
活

用
②
異
質
性
の
活
用
お
よ
び
③
遠
隔
型
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
の
創
造
―
の
３
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
（
図
２
）。

①
相
互
補
完
性
の
活
用

例
え
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
連
携
手
法
の
中
で
、
災
害
時
広

域
応
援
協
定
は
、伝
統
的
な
遠
隔
型
連
携
の
手
法
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
１
９
９
５
年
の
阪
神
淡
路
大
震
災
以
降
、
災

害
発
生
時
に
、
被
災
団
体
か
ら
あ
る
程
度
の
遠
隔
の
地
に

あ
る
自
治
体
で
あ
れ
ば
同
時
被
災
の
確
率
が
低
く
、
相
互

補
完
性
を
生
か
し
て
支
援
を
行
う
こ
と
が
期
待
で
き
る
こ

と
か
ら
当
該
手
法
が
発
達
し
た
。
２
０
１
２
年
以
降
の
協

定
締
結
団
体
数
の
推
移
を
み
て
み
る
と
、
市
町
村
数
お
よ

び
市
町
村
間
協
定
締
結
団
体
数
の
全
体
は
横
ば
い
で
あ
る

の
に
対
し
、
他
都
道
府
県
の
市
町
村
と
協
定
を
締
結
す
る

市
町
村
の
数
は
、
９
５
９
団
体
（
２
０
１
２
年
４
月
１
日

現
在
）か
ら
１
２
９
８（
２

０
１
９
年
4
月
1
日
現

在
）
ま
で
顕
著
に
増
加
し

て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
い
わ
ば

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
に
伴
う
安

全
性
を
基
礎
と
し
て
、
遠

隔
型
連
携
は
、
自
治
体
の

相
互
補
完
性
と
し
て
の
メ

リ
ッ
ト
を
有
す
る
。
実
例

と
し
て
、
東
京
都
杉
並
区

と
南
相
馬
市
が
締
結
し
た

自
治
体
ス
ク
ラ
ム
支
援
会

議
（
注
２
）
を
挙
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。

②
異
質
性
の
活
用

自
治
体
間
に
は
、人
口
、

面
積
、
人
口
密
度
、
地
価
、

就
業
構
造
そ
の
他
の
社
会

的
要
素
を
巡
り
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
差
が
存
在
し
、
遠
隔
の

地
に
あ
る
自
治
体
相
互
で
は
、
そ
れ
ら
の
地
域
差
が
顕
著

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
地
域
の
異
質
性
を
正
面
か
ら
捉
え

直
し
、
協
定
や
設
備
整
備
等
の
継
続
性
の
あ
る
枠
組
み
を

整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
治
体
相
互
の
メ
リ
ッ
ト
を
生

み
出
し
得
る
場
合
が
あ
る
。
例
え
ば
福
祉
分
野
に
お
い
て

は
、
施
設
不
足
・
サ
ー
ビ
ス
不
足
を
解
消
し
た
い
杉
並
区

と
施
設
建
設
に
助
力
を
得
て
就
労
の
場
を
増
や
し
た
い
南

伊
豆
町
の
課
題
を
相
互
に
解
決
す
る
た
め
、
両
団
体
の
連

携
に
よ
り
、
住
所
地
特
例
を
活
用
し
て
同
区
の
施
設
を
同

町
に
設
置
す
る
等
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
若

者
に
係
る
農
業
の
就
労
支
援
を
行
っ
て
い
る
泉
佐
野
市
と

農
業
従
事
者
の
後
継
者
不
足
を
抱
え
る
弘
前
市
が
連
携
し

て
実
施
す
る
就
労
支
援
カ
レ
ッ
ジ
事
業
な
ど
、
就
業
構
造

の
異
質
性
に
着
目
し
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
遠
隔
の
地
で
あ
れ
ば
社
会
的
要
素
の
異
質
性
が

顕
著
で
あ
る
た
め
、
そ
の
活
用
は
遠
隔
型
連
携
の
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
遠
隔
型
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
創
造

遠
隔
型
連
携
は
、
特
に
観
光
、
産
業
、
歴
史
文
化
、
環

境
等
の
分
野
に
お
い
て
、
遠
隔
地
の
自
治
体
が
連
携
し
情

報
発
信
を
行
う
こ
と
を
通
じ
、
近
接
区
域
と
は
異
な
る
遠

隔
型
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
創
造
を
図
る
機
能
を
果
た

し
て
い
る
。
例
え
ば
、
横
須
賀
、
呉
、
佐
世
保
お
よ
び
舞

鶴
の
4
市
は
、
旧
軍
港
を
有
し
、
２
０
１
６
年
に
日
本
遺

産
と
し
て
認
定
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
相
互
に
連
携
し

産
業
遺
産
観
光
に
係
る
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、

木
曽
三
川
流
域
自
治
体
連
携
会
議
で
は
、
上
下
流
交
流
と

称
し
、
木
曽
三
川
流
域
自
治
体
が
一
体
と
な
っ
て
水
環
境

保
全
を
目
的
と
す
る
催
し
等
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
当
該
３
点
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
我
が
国
の
社

図３ 遠隔型連携のメリット

メリット 行政分野 取組例 具体事例

相互補完性の活用 災害時応援
他都道府県の市町村との協定締
結（1,298団体。協定締結団体の
74.6%; 2019年)。

自治体スクラム支援会議（東京都杉並区
等－南相馬市）

福祉施設
域外の特養施設を設置（住所地特
例）。

東京都杉並区ー南伊豆町

産業 若者の農業への就労を支援。 弘前市－泉佐野市

観光 産業遺産観光を実施。 横須賀市－舞鶴市－呉市－佐世保市

環境
一体性の強い水源地域において
共同のシンポジウム等を開催。

木曽三川流域自治体連携会議

異質性の活用

遠隔型アイデンティ
ティの創造

図 2　 遠隔型広域連携のメリット

【出典】筆者作成
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図 1　 事務の共同処理実施団体数の推移
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会
的
価
値
観
と
密
接
に
関
連
し
、
今
後
も
遠
隔
型
連
携
の

軸
と
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

遠
隔
型
連
携
を
取
り
巻
く
ト
レ
ン
ド

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
以
下
「
セ

ン
タ
ー
調
査
」、
注
３
）
に
よ
れ
ば
、
阪
神
淡
路
大
震
災

お
よ
び
東
日
本
大
震
災
に
係
る
広
域
的
対
応
が
契
機
と
な

り
、
遠
隔
型
連
携
は
、
２
０
０
５
年
以
降
、
顕
著
に
増
加

し
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
遠
隔
型
連
携
は
、

近
時
は
ど
の
よ
う
な
ト
レ
ン
ド
に
取
り
巻
か
れ
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
①
人
口
減
少
②
危
機
管
理
③

デ
ジ
タ
ル
化
―
の
３
点
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。

①
人
口
減
少

近
年
の
わ
が
国
の
内
政
上
の
最
大
の
課
題
と
し
て
挙
げ

る
こ
と
が
で
き
る
の
は
人
口
減
少
で
あ
る
。
国
勢
調
査
ベ

ー
ス
に
お
い
て
は
我
が
国
の
人
口
減
少
は
２
０
１
０
年
に

始
ま
り
顕
著
な
勢
い
で
進
ん
で
い
る
。

さ
ら
に
留
意
す
べ
き
は
、
人
口
規
模
が
大
き
な
自
治
体

（
首
都
圏
お
よ
び
中
部
圏
等
）
で
は
人
口
が
増
加
し
て
い

る
が
、
地
方
部
の
小
規
模
な
自
治
体
ほ
ど
人
口
減
少
率
が

高
く
、
人
口
規
模
と
人
口
増
減
率
は
正
の
相
関
関
係
（
相

関
係
数
は0.702

）
を
示
し
て
い
る
点
で
あ
る
（
図
３
）。

こ
の
よ
う
な
、
人
口
の
両
極
分
解
は
正
面
か
ら
向
き
合
う

べ
き
課
題
で
あ
り
、
人
口
減
少
率
が
高
い
地
方
部
が
、
ど

の
よ
う
な
地
域
社
会
を
築
い
て
い
く
か
と
い
う
点
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
の
状
況
を
踏
ま
え
、
第
32
次
地
方
制
度
調
査
会
答

申
（
２
０
２
０
年
６
月
26
日
。
以
下
「
32
次
答
申
」）
は
、

２
０
４
０
年
頃
か
ら
逆
算
し
て
諸
問
題
に
対
応
す
る
発
想

を
採
用
し
、
資
本
制
約
を
前
提
と
す
る
地
域
の
未
来
予
測

の
実
施
を
提
唱
し
た
。
次
い
で
、
同
調
査
会
第
33
次
答
申

（
２
０
２
３
年
12
月
21
日
。
以
下
「
33
次
答
申
」）
は
、
持

続
可
能
な
形
で
住
民
生
活
を
支
え
て
い
く
た
め
、
自
治
体

は
資
源
を
融
通
し
合
い
共
同
で
活
用
し
て
い
く
視
点
が
一

層
求
め
ら
れ
る
こ
と
お
よ
び
連
携
・
協
力
の
必
要
性
を
提

唱
し
た
。
こ
の
よ
う
に
自
治
体
は
、
人
口
減
少
に
よ
る
資

源
制
約
を
踏
ま
え
、
よ
り
切
迫
性
の
あ
る
広
域
連
携
の
要

請
に
直
面
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

②
危
機
管
理

危
機
管
理
の
分
野
に
お
い
て
も
自
治
体
に
係
る
広
域
連

携
の
要
請
は
高
ま
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、災
害
発
生
時
に
、

被
災
団
体
か
ら
遠
隔
の
地
に
あ
る
自
治
体
で
あ
れ
ば
、
同

時
被
災
の
確
率
が
低
く
、
相
互
補
完
性
を
生
か
し
て
支
援

を
行
う
こ
と
が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
災
害
時
広
域
応

援
協
定
は
、
伝
統
的
な
遠
隔
型
連
携
の
手
法
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
に
加
え
て
、
２
０
２
０
年
以
降
の
新
型
コ
ロ

ナ
ま
ん
延
に
際
し
、
自
治
体
は
広
域
連
携
に
相
当
す
る

様
々
な
措
置
を
講
じ
て
き
た
。
２
０
２
０
年
の
緊
急
事
態

宣
言
下
に
お
い
て
、
都
道
府
県
知
事
が
、
帰
省
の
自
重
や

外
出
抑
制
を
要
請
し
、さ
ら
に
は
複
数
の
府
県
が
連
携
し
、

自
治
体
の
区
域
を
超
え
る
人
の
往
来
の
自
粛
を
求
め
る
等

の
移
動
抑
制
施
策
を
講
じ
た
こ
と
は
、
そ
の
先
駆
的
な
事

例
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
32
次
答
申
は
、
感
染
症

対
策
の
た
め
、
都
道
府
県
が
、
日4

常4

的
に
人
の
往
来
が
あ

4

4

4

4

4

4

4

4

る
都
道
府
県
間
で
協
力
し
て
対
応
を
講
じ
る
こ
と
の
重
要

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

性4

が
明
ら
か
に
な
っ
た
旨
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
33

次
答
申
に
お
い
て
も
、
大
規
模
な
災
害
、
感
染
症
の
ま
ん

延
等
へ
の
対
応
に
当
た
り
、
都
府
県
個
々
の
対
応
で
は
な

く
、
圏
域
と
し
て
の
一
体
的
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
場
合

が
あ
る
旨
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
コ
ロ
ナ
禍
は
、

都
道
府
県
が
そ
の
区
域
を
超
え
た
連
携
（
以
下
「
超
広
域

連
携
」）
を
展
開
し
て
い
く
契
機
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、

こ
の
よ
う
な
超
広
域
連
携
の
政
策
的
需
要
は
、
第
一
義
的

に
は
都
道
府
県
行
政
と
の
関
連
性
が
強
い
も
の
で
あ
る
が

（
移
動
抑
制
、
交
通
事
業
者
と
の
調
整
、
都
道
府
県
を
超

え
た
医
療
機
関
の
受
け
入
れ
に
係
る
調
整
等
）、
市
町
村

間
の
遠
隔
型
連
携
に
つ
い
て
も
、
今
後
、
遠
隔
地
市
町
村

間
の
職
員
の
派
遣
、
医
療
機
関
の
受
入
れ
、
医
療
関
係
物

資
の
相
互
融
通
等
の
取
り
組
み
を
促
進
す
る
方
向
で
作
用

す
る
で
あ
ろ
う
。

③
デ
ジ
タ
ル
化

次
に
遠
隔
型
連
携
を
促
進
す
る
ツ
ー
ル
の
問
題
と
し

て
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
急
速
な
進
展
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き

る
。
33
次
答
申
は
、
よ
り
高
次
で
持
続
可
能
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
た
め
に
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用

東京
沖縄

神奈川
埼玉

愛知

福岡
千葉

-18.00

-16.00

-14.00

-12.00

-10.00

-8.00

-6.00

-4.00

-2.00

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000 14,000 16,000

都
道
府
県
別
人
口
増
減
率
（2022/2010)

（
％
）

都道府県別人口（千人）

全国平均 -
2.49

【出典】人口推計（総務省統計局）を基に筆者作成

図 3　 都道府県別 人口と人口増減率との関係（相関係数 0.702; 2022 年）
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し
、
地
方
公
共
団
体
と
住
民
と
の
接
点
等
に
お
け
る
業
務

改
革
を
飛
躍
的
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
旨
を
指
摘
し
て
い

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
特
に
学
校
教
育
の
分
野
は
、 

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
や
密
を
避
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
に
よ
り
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
展
し
た
こ
と
か
ら
、
デ
ジ
タ

ル
化
は
連
携
の
あ
り
方
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
く

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
例
え
ば
三
原
市
と
湯
河
原
町
は
、

小
学
校
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
通
じ
、
児
童
が
互
い
の
地

域
の
良
さ
と
課
題
を
発
表
し
、
改
め
て
自
分
た
ち
が
住
む

地
域
を
再
認
識
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
な
ど
、
教

育
分
野
で
の
遠
隔
型
連
携
を
展
開
し
て
い
る
。
ま
た
、
デ

ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
等
の
推
進
は
、
特
に
教
育
分

野
の
遠
隔
型
連
携
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
の
実
装
を
加
速
し

て
い
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
自
治
体
は
広
域
連
携
を
取
り
巻
く
こ
れ
ら

の
ト
レ
ン
ド
を
視
野
に
入
れ
て
遠
隔
型
連
携
の
あ
り
方
を

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
（
図
４
）。

課
題
と
展
望

セ
ン
タ
ー
調
査
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
遠
隔
型
連
携

が
今
後
必
要
と
さ
れ
る
分
野
と
し
て
、
防
災
、
観
光
、
産

業
、
教
育
等
が
多
く
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
図
５
）。

こ
れ
ら
の
行
政
分
野
は
、
遠
隔
型
連
携
の
前
述
の
３
点

の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
す
こ
と
が
で
き
、
遠
隔
型
連
携
の
有

効
活
用
を
期
待
し
得
る
分
野
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
自
治

体
は
、「
遠
隔
地
の
自
治
体
相
互
が
い
か
に
ウ
ィ
ン
︱

ウ
ィ

ン
の
関
係
を
構
築
で
き
る
か
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
遠
隔

型
連
携
の
効
果
的
な
取
り
組
み
の
検
討
を
続
け
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
遠
隔
型
連
携

を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
前
述
の

３
つ
の
ト
レ
ン
ド
を
踏
ま
え
、
人
口

減
少
に
対
応
し
、
危
機
管
理
に
資
す

る
施
策
と
な
り
、
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル

の
有
効
活
用
が
可
能
な
行
政
分
野
を

追
求
し
て
い
く
こ
と
が
有
効
で
あ
ろ

う
。ま

た
、
市
町
村
の
創
意
工
夫
に
よ

る
連
携
を
基
本
と
し
つ
つ
、
連
携
が

困
難
な
場
合
に
は
、
都
道
府
県
お
よ

び
国
が
、
市
町
村
の
求
め
に
応
じ
た

支
援
（
連
携
を
企
画
で
き
る
人
材
の

確
保
、
連
携
に
係
る
情
報
の
ス
ト
ッ

ク
と
共
有
等
）
を
実
践
的
に
行
っ
て

い
く
こ
と
が
何
よ
り
も
求
め
ら
れ
る

こ
と
で
あ
る
。

注
１　
「
地
方
公
共
団
体
間
の
事
務
の
共
同
処
理
の
状
況
調
」
と
し

て
隔
年
実
施
さ
れ
て
い
る
。

注
２　

２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
に
際
し
，
杉
並
区
が
中
心

と
な
り
、
区
と
災
害
時
の
相
互
援
助
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
て

い
た
北
海
道
名
寄
市
、
群
馬
県
東
吾
妻
町
、
新
潟
県
小
千
谷
市
に
，

自
治
体
間
で
連
携
し
て
ス
ク
ラ
ム
を
組
み
、
継
続
し
て
南
相
馬
市

を
支
援
し
て
い
こ
う
と
呼
び
か
け
て
当
該
会
議
を
設
立
し
，
避
難

者
受
入
れ
等
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
後
５
団
体
が
加
わ
り
，

２
０
２
４
年
現
在
，
９
団
体
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。

注
３　

調
査
結
果
に
つ
い
て
、「『
遠
隔
自
治
体
間
連
携
』
の
現
状

と
課
題
」『
都
市
に
お
け
る
広
域
連
携
の
あ
り
方
に
関
す
る
調
査
研

究
報
告
書
』　

都
市
行
政
問
題
研
究
会
２
０
１
８
年
２
月
３
３
８
頁

参
照
。

参
考
文
献

木
村
俊
介　
『
広
域
連
携
の
仕
組
み
（
改
訂
版
）』　

第
一
法
規
、
２

０
１
９
年
。

木
村
俊
介　
『
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
行
政
法
』　

信
山
社
、
２
０
２
３

年
。

榊
原
秀
訓
・
岡
田
知
弘
・
白
藤
博
行　
『「
公
共
私
」・「
広
域
」
の

連
携
と
自
治
の
課
題
』　

自
治
体
研
究
社
、
２
０
２
１
年
。

総
務
省
自
治
行
政
局
市
町
村
課　
『
地
方
公
共
団
体
間
の
事
務
の
共

同
処
理
の
状
況
調
』　

総
務
省
、
２
０
２
１
年
。

地
方
制
度
調
査
会　
「
２
０
４
０
年
頃
か
ら
逆
算
し
顕
在
化
す
る
諸

課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
必
要
な
地
方
行
政
体
制
の
あ
り
方
等
に

関
す
る
答
申
」　

総
務
省
、
２
０
２
０
年
。

地
方
制
度
調
査
会　
「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
経
済
社
会
に
対
応
す
る
地

方
制
度
の
あ
り
方
に
関
す
る
答
申
」　

総
務
省
、
２
０
２
３
年
。

都
市
行
政
問
題
研
究
会　
『
都
市
に
お
け
る
広
域
連
携
の
あ
り
方
に

関
す
る
調
査
研
究
報
告
書
』　

都
市
行
政
問
題
研
究
会
・
全
国
市
議

会
議
長
会
、
２
０
１
８
年
。

み
ず
ほ
情
報
総
研
株
式
会
社　
『
介
護
保
険
の
住
所
地
特
例
の
実
態

に
関
す
る
調
査
研
究
事
業
報
告
書
』　

厚
生
労
働
省
、２
０
２
０
年
。

横
道
清
孝
ほ
か　
『
自
治
体
の
遠
隔
型
連
携
の
課
題
と
展
望
』　

日

本
都
市
セ
ン
タ
ー
、
２
０
１
７
年
。

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

防
災

観
光

産
業
・
経
済

教
育
（
学
校
教
育
，
生
涯
学

習
）
，
子
ど
も
施
策

歴
史
・
文
化

行
政
管
理
（
人
事
交
流
，
事
業

評
価
等
の
研
究
）

食 福
祉
・
健
康

環
境

回
答
の
比
率
（
％
）

新たな遠隔型広域連携が必要な分野

【出典】センター調査を基に筆者作成

図 5　 新たな遠隔型広域連携が必要な分野

 ＜図７＞

 

危機管理の革新

（超広域行政） 

地域のデジタル化 

人口減少 

（資源制約） 

ディスタンスの有効活用 

・安全性 

・異質性（密度，文化） 

新たな広域行政の必要性 

遠隔型広域連携 

【出典】筆者作成

図 4　 遠隔型広域連携を巡る構造
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特 集
豊
島
区
と
秩
父
市
の
歩
み

昭
和
58
年
10
月
、
豊
島
区
は
区
制
施
行
50
周
年
記
念
事

業
の
一
つ
と
し
て
、
秩
父
市
と
姉
妹
都
市
の
提
携
を
結
び

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
移
住
体
験
や
文
化
交
流
（
観
光
物

産
展
、親
子
田
植
え
稲
刈
り
体
験
教
室
な
ど
）
を
通
し
て
、

数
多
く
の
交
流
事
業
を
積
み
重
ね
、
両
都
市
の
絆
を
深
め

て
き
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
平
成
31
年
３
月
に
「
森
林
環
境
税
及

び
森
林
環
境
譲
与
税
に
関
す
る
法
律
」が
成
立
し
ま
し
た
。

森
林
環
境
譲
与
税
は
、
市
町
村
に
お
い
て
は
、
間
伐
等
の

「
森
林
の
整
備
に
関
す
る
施
策
」
と
人
材
育
成
・
担
い
手

の
確
保
、
木
材
利
用
の
促
進
や
普
及
啓
発
等
の
「
森
林
の

整
備
の
促
進
に
関
す
る
施
策
」
に
充
て
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
豊
島
区
で
は
、
令
和
元
年
７
月
、
森
林
の
保
全

◆◆◆

及
び
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
、
自
然
体
験
を
伴
う
環
境

交
流
事
業
を
通
じ
た
自
治
体
間
交
流
の
促
進
を
目
的
と
し

た
、
森
林
整
備
の
実
施
に
関
す
る
協
定
を
秩
父
市
と
締
結

し
ま
し
た
。
森
林
環
境
譲
与
税
を
契
機
と
し
た
姉
妹
都
市

間
に
お
け
る
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
事
業
は
、
当
時
、

全
国
初
の
取
り
組
み
で
し
た
。

「
と
し
ま
の
森
」
と
事
業
概
要

豊
島
区
は
、
秩
父
市
の
市
有
林
を
「
と
し
ま
の
森
」
と

し
て
整
備
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
森
林
の
状
況
に

よ
っ
て
、
間
伐
や
除
伐
、
遊
歩
道
の
整
備
、
萌
芽
更
新
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
区
民
の
憩
い
の
森
と
し
て
整
備
す

る
だ
け
で
な
く
、
環
境
教
育
の
場
、
自
然
体
験
の
場
を
創

出
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、森
林
整
備
後
は
、

埼
玉
県
森
林
Ｃ
Ｏ
2
吸
収
量
認
証
制
度
を
活
用
し
、
二
酸

◆◆◆

化
炭
素
吸
収
量

を
得
る
こ
と
も

出
来
ま
す
。

令
和
５
年

は
、
８
月
と
10

月
に
日
帰
り
で

環
境
交
流
ツ
ア

ー
を
開
催
し
ま

し
た
。
ツ
ア
ー

は
、
秩
父
市
森

づ
く
り
課
、
秩

父
広
域
森
林
組
合
の
協
力
の
も
と
、「
と
し
ま
の
森
」で
の

自
然
散
策
や
、秩
父
産
材
を
使
っ
た「
丸
太
切
り
」「
木
の

宝
石
づ
く
り
」
な
ど
の
木
工
体
験
を
行
う
も
の
で
す
。
ツ

ア
ー
参
加
者
か
ら
は
、「
自
分
で
行
く
の
が
難
し
い
場
所

を
ま
と
め
て
ツ
ア
ー
に
な
っ
て
い
た
の
が
良
か
っ
た
し
、

内
容
が
充
実
し
て
い
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」「
素
敵
な
自

然
を
あ
り
が
と
う
」と
い
う
お
声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
に
向
け
て

令
和
３
年
２
月
、
豊
島
区
は
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向

け
て
、
２
０
５
０
（
令
和
３２
）
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
排

出
量
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
を

目
指
す
こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。
令
和
４
年
７
月
に
は
、

「
２
０
５
０
と
し
ま
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
戦
略
」
を
策
定
し
、

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
達
成
に
向
け
て
四
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
設

定
し
て
、
Ｃ
Ｏ
2
排
出
量
の
削
減
を
図
る
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。
今
後
も
「
と
し
ま
の
森
」
で
自
然
の
雄
大

さ
を
感
じ
、
生
き
た
環
境
教
育
の
場
と
し
て
大
切
に
し
な

が
ら
、区
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、「
と
し
ま
の
森
づ
く
り
」

◆◆◆

東
京
都
豊
島
区
、

埼
玉
県
秩
父
市

「
と
し
ま
の
森
」
と
秩
父
市
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ

―
姉
妹
都
市
交
流
40
年
の
歩
み
―

遠
隔
自
治
体
の
連
携
に
よ
る
地
域
活
性
化

伊
藤 

礼
佳

豊
島
区
役
所
環
境
清
掃
部

環
境
政
策
課
主
任

清
水 

基
夏

豊
島
区
役
所
文
化
商
工
部

文
化
観
光
課
主
任

「としまの森」
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を
通
し
て
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
の
取
り
組
み
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

生
涯
活
躍
の
ま
ち
づ
く
り
の
検
討

平
成
26
年
５
月
、
日
本
創
成
会
議
が
発
表
し
た
「
消
滅

可
能
性
都
市
」
に
東
京
２３
区
で
唯
一
、
豊
島
区
が
挙
げ
ら

れ
ま
し
た
。
時
の
区
長
で
あ
っ
た
高
野
之
夫
（
前
区
長
）

は
こ
れ
を
重
く
受
け
止
め
、「
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変

え
る
」
と
い
う
信
念
の
も
と
、
持
続
・
発
展
し
て
い
く
都

市
を
目
指
し
ま
す
。

そ
の
検
討
の
中
で
、
豊
島
区
を
含
む
都
心
部
は
日
々
の

暮
ら
し
を
全
国
各
地
の
農
林
水
産
業
に
支
え
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
各
地
域
が
衰
退
し
て
い
く
こ
と
は
、
ひ
い
て
は

区
民
の
生
活
基
盤
そ
の
も
の
の
沈
下
に
つ
な
が
る
と
考
え

ま
し
た
。

そ
こ
で
、「
豊
島
区
基
本
計
画
」
に
お
い
て
「
消
滅
可

能
性
都
市
か
ら
持
続
発
展
都
市
へ
の
戦
略
展
開
」を
掲
げ
、

そ
の
四
つ
の
柱
の
一
つ
と
し
て「
様
々
な
地
域
と
の
共
生
」

を
位
置
づ
け
、
そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
共
に
消
滅
可
能
性

◆◆◆

都
市
に
選
ば
れ
て
い
た
秩
父
市
と
「
豊
島
区
・
秩
父
市
が

進
め
る
生
涯
活
躍
の
ま
ち
づ
く
り
（
秩
父
市
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ

Ｃ
）」
を
協
働
し
て
進
め
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

秩
父
市
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
と
は

Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
と
は
高
齢
者
が
元
気
な
う
ち
に
地
方
に
移
住

し
、
社
会
活
動
に
参
加
し
な
が
ら
、
介
護
や
医
療
が
必
要

に
な
っ
た
場
合
は
ケ
ア
を
受
け
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
生
活
共
同
体
の
総
称
で
す
。

平
成
27
年
に
国
の
主
導
に
よ
り
、
中
高
年
を
対
象
と
し

た
「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
構
想
（
日
本
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
）」
を

全
国
で
進
め
る
方
針
を
示
し
ま
し
た
が
、「
秩
父
市
版
Ｃ

Ｃ
Ｒ
Ｃ
」
で
は
高
齢
者
の
み
な
ら
ず
、
若
い
世
代
も
含
む

多
世
代
を
対
象
に
し
た
総
合
的
な
政
策
を
検
討
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

令
和
元
年
10
月
に
「
秩
父
市
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
」
の
モ
デ
ル

事
業
と
し
て
「
花
の
木
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
秩
父
市
に
建
設
さ
れ
た
サ
ー

◆◆◆

ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
「
ゆ
い
ま
〜
る
花
の
木
」
の

主
な
入
居
対
象
者
を
豊
島
区
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
と

し
、
生
活
の
基
盤
を
秩
父
市
に
移
し
な
が
ら
豊
島
区
で
の

活
動
も
継
続
で
き
る
、
と
い
っ
た
二
地
域
居
住
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
当
初
に
は
３
組
４
名
の
方
が
入

居
し
秩
父
市
に
移
住
し
ま
し
た
。
移
住
者
か
ら
は
「
秩
父

市
は
豊
島
区
と
長
い
交
流
が
あ
り
、身
近
に
感
じ
て
い
る
」

「
環
境
の
違
う
場
所
に
行
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た
が
、
豊
島

区
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
継
続
す
る
た
め
に
二

地
域
居
住
を
決
断
し
た
」と
の
お
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
モ
デ
ル
事
業
と
並
行
し
た
総
合
事
業
と
し
て
多

世
代
を
対
象
と
し
た
事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。「
区
民
ひ

ろ
ば
交
流
事
業
」
で
は
豊
島
区
の
区
民
ひ
ろ
ば
で
子
ど
も

た
ち
を
対
象
に
秩
父
の
木
材
を
使
用
し
た
木
工
体
験
教
室

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
世
代
を
対
象
に
「
お
試

し
農
業
体
験
」
や
秩
父
市
で
の
移
住
生
活
を
体
験
で
き
る

「
移
住
体
験
ツ
ア
ー
」
を
開
催
し
、
そ
れ
ぞ
れ
好
評
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
の
事
業
展
開
に
つ
い
て

秩
父
市
と
姉
妹
都
市
と
な
り
40
年
間
、
着
実
に
関
係
人

口
は
増
加
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
拡
大
に
伴
い
多
く
の
事
業
が
中
止
や
延
期
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
停
滞
し
た
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
し
た
。

今
後
は
既
存
事
業
を
再
開
す
る
と
同
時
に
、
新
た
な
事

業
展
開
も
図
る
こ
と
で
さ
ら
に
多
く
の
方
々
が
交
流
で
き

る
方
法
を
秩
父
市
と
共
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
よ
り
多

面
的
に
関
係
人
口
を
創
出
し
て
い
く
こ
と
が
、
両
自
治
体

の
さ
ら
な
る
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
ま

す
。 ◆◆◆

「としまの森」での環境交流ツアー

秩父産の木材を使った木工体験教室

ゆいま～る花の木
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特 集
取
り
組
み
の
経
緯
と
背
景
、
ね
ら
い

中
国
山
地
の
山
々
に
囲
ま
れ
、
総
面
積
の
93
％
を
森
林

が
占
め
、
林
業
を
基
幹
産
業
と
す
る
中
山
間
地
域
で
あ
る

鳥
取
県
智
頭
町
と
、
天
城
山
系
と
駿
河
湾
に
囲
ま
れ
、
温

泉
や
海
水
浴
な
ど
豊
富
な
資
源
を
有
す
る
農
山
漁
村
地
域

で
あ
る
静
岡
県
松
崎
町
。
お
よ
そ
６
０
０
㌔
離
れ
た
両
地

域
が
、
な
ぜ
手
を
取
り
合
い
歩
調
を
合
わ
せ
て
連
携
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の
か
、そ
れ
は
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」

と
い
う
価
値
観
を
守
り
続
け
、
次
世
代
へ
継
承
し
て
い
く

と
い
う
共
通
の
目
的
を
持
っ
た
こ
と
に
端
を
発
し
ま
す
。

両
地
域
は
い
ず
れ
も
魅
力
的
な
地
域
資
源
と
そ
れ
を
守

り
続
け
る
た
め
の
住
民
活
動
が
評
価
さ
れ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
に
加
盟
し
て
い
ま
す
。

連
合
の
理
念
は
「
失
っ
た
ら
二
度
と
取
り
戻
せ
な
い
」
環

境
を
守
る
こ
と
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
連
合
に
加
盟
し
て
い
る
59
の
町

◆◆◆

村
・
地
域
に
お
い
て
は
、
人
口
減
少
と
そ
れ
に
伴
う
産
業

の
衰
退
、
行
政
の
人
的
リ
ソ
ー
ス
不
足
か
ら
く
る
Ｄ
Ｘ
化

の
遅
れ
な
ど
、
抱
え
る
地
域
課
題
を
あ
げ
れ
ば
枚
挙
に
い

と
ま
が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
ま
ま
で
は
美
し
い
村
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
る
と
い
う
、
か
つ
て
日
本
中
の
農
山
漁
村
が
抱
え
て

い
た
漠
然
と
し
た
不
安
は
、
現
在
目
の
前
に
大
き
な
脅
威

と
し
て
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
ま
す
。

連
合
に
加
盟
し
て
い
る
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
、

加
盟
町
村
・
地
域
が
連
鎖
的
に
つ
な
が
る
仕
組
み
を
つ
く

る
こ
と
で
、
そ
こ
に
つ
ぎ
込
ま
れ
る
労
力
の
最
適
化
と
効

果
の
最
大
化
を
狙
っ
た
事
業
が
「
美
し
い
村
Ｄ
Ａ
Ｏ
」
で

す
。

取
り
組
み
の
概
要
と
特
徴

本
事
業「
美
し
い
村
Ｄ
Ａ
Ｏ
」で
取
り
入
れ
た
の
は
、組

織
の
新
し
い
形
で
あ
る
Ｄ
Ａ
Ｏ（
ダ
オ
、分
散
型
自
律
組
織
＝

◆◆◆

D
ecentralized A

utonom
ous O

rganization

）で
す
。

Ｄ
Ａ
Ｏ
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
３
・
０
社
会
の
基
幹
技
術
で
あ
り
、

改
ざ
ん
が
で
き
な
い
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
の
技
術
を
活
用

し
て
投
票
を
行
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体
で
意
思
決
定
を

行
う
た
め
、
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
視
点
で
さ
ま

ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
資
産
を
管
理
す
る
こ
と
が
で
き

る
仕
組
み
で
す
。
日
本
中
に
点
在
す
る
「
美
し
い
村
」
と

そ
の
サ
ポ
ー
タ
ー
た
ち
が
「
美
し
い
村
の
世
界
観
」
を
守

ろ
う
と
し
て
い
る
連
合
の
仕
組
み
と
、
シ
ン
ク
ロ
し
て
い

る
よ
う
な
気
が
す
る
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

智
頭
町
と
松
崎
町
、美
し
い
村
サ
ポ
ー
タ
ー
企
業
の「
合

同
会
社
美
し
い
村
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、
ブ
ロ
ッ
ク

チ
ェ
ー
ン
と
Ｄ
Ａ
Ｏ
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
あ
る
「
株
式

会
社
ガ
イ
ア
ッ
ク
ス
」
を
中
心
と
し
て
「
美
し
い
村
Ｄ
Ａ

Ｏ
」
の
組
成
と
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
に
よ
る
Ｎ
Ｆ
Ｔ
（
非

代
替
性
ト
ー
ク
ン
）
発
行
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
を

行
い
ま
し
た
（
図
1
）。
財
源
は
内
閣
府
の
「
広
域
連
携

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
業
（
２
０
２
２
年
度
）」
を
活
用
し

て
い
ま
す
（
図
2
）。

発
行
さ
れ
る
Ｎ
Ｆ
Ｔ
に
は
、
次
の
特
徴
を
盛
り
込
ん
で

い
ま
す
。

○
購
入
者
は
「
デ
ジ
タ
ル
村
民
」
と
し
て
認
定
（
図
3
）

デ
ジ
タ
ル
村
民
は
、
こ
の
事
業
に
取
り
組
む
美
し
い
村

（
現
時
点
で
智
頭
町
、
松
崎
町
の
2
町
）
に
お
い
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
割
引
特
典
が
得
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
観
光
施
設

へ
の
無
料
入
館
権
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
や
民
泊
、
温
泉
入
湯

の
割
引
き
な
ど
で
す
。

○
美
し
い
村
独
自
の
地
域
資
源
型
Ｎ
Ｆ
Ｔ
の
開
発
（
図
4
）

美
し
い
村
に
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
魅
力
的
な
コ
ン
テ
ン

ツ
が
た
く
さ
ん
存
在
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
Ｎ
Ｆ
Ｔ
と
い

う
形
で
世
の
中
へ
発
信
し
て
い
く
の
が
地
域
資
源
型
Ｎ
Ｆ

鳥
取
県
智
頭
町
、

静
岡
県
松
崎
町

美
し
い
村
が
連
鎖
す
る
Ｄ
Ａ
Ｏ
の
可
能
性

―
デ
ジ
タ
ル
村
民
に
独
自
の
特
典
―

遠
隔
自
治
体
の
連
携
に
よ
る
地
域
活
性
化

松
村
　
陽
平

智
頭
町
企
画
課
課
長
補
佐
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Ｔ
で
す
。

○
ガ
バ
ナ
ン
ス
ト
ー
ク
ン
で
発
言
権
を
付
与

Ｎ
Ｆ
Ｔ
購
入
者
に
は
も
れ
な
く
「
ガ
バ
ナ
ン
ス
ト
ー
ク

ン
（
Ｕ
Ｇ
Ｔ
）」
が
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
に
書
き
込
ま
れ

ま
す
。
Ｕ
Ｇ
Ｔ
は
Ｄ
Ａ
Ｏ
に
お
け
る
投
票
権
で
あ
り
、
新

規
Ｎ
Ｆ
Ｔ
発
行
や
ル
ー
ル
変
更
の
是
非
を
投
票
で
決
定
し

ま
す
。

「
美
し
い
村
Ｄ
Ａ
Ｏ
」
内
で
、
デ
ジ
タ
ル
村
民
と
リ
ア

ル
村
民
が
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
交
換
し
な
が
ら
、
新

し
い
Ｎ
Ｆ
Ｔ
を
開
発
し
、
Ｄ
Ａ
Ｏ
参
加
者
全
員
が
美
し
い

村
の
世
界
観
を
損
ね
な
い
よ
う
監
視
す
る
仕
組
み
に
よ
っ

て
、
美
し
い
村
の
環
境
を
守
り
、
経
済
を
潤
し
、
さ
ら
な

る
美
し
い
村
を
生
み
出
す
新
し
い
社
会
構
造
の
構
築
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
展
望
と
課
題

Ｎ
Ｆ
Ｔ
を
購
入
し
て
デ
ジ
タ
ル
村
民
に
な
っ
た
ら
、
日

本
中
の
美
し
い
村
で
独
自
の
特
典
が
得
ら
れ
、
自
分
の
好

◆◆◆

き
な
美
し
い
村
の
活
動
に
Ｄ
Ａ
Ｏ
を
通
し
て
参
画
、
地
域

貢
献
で
き
ま
す
。

智
頭
町
と
松
崎
町
が
加
盟
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
日
本
で

最
も
美
し
い
村
」連
合
の
加
盟
地
域
は
現
時
点
で
59
あ
り
、

そ
の
社
会
的
意
義
と
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
極
め
て
高
い
は
ず

で
す
。

Ｄ
Ａ
Ｏ
は
、
過
疎
化
が
進
む
中
山
間
地
域
、
農
山
漁
村

地
域
の
モ
デ
ル
と
な
り
う
る
活
動
で
あ
る
と
今
で
も
信
じ

て
い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
そ
こ
ま
で
大
き
な
う
ね
り
に

な
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
原
因
と
し
て
は
、
地
域

住
民
や
地
域
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
巻
き
込
み
が
不
足
し
て
い

る
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
や
Ｎ
Ｆ
Ｔ
、
Ｄ
Ａ
Ｏ
に
つ
い
て

の
理
解
度
が
地
域
で
深
ま
っ
て
い
な
い
、
連
合
加
盟
町
村

の
参
画
促
進
が
不
足
し
て
い
る
、な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

全
国
的
に
Ｎ
Ｆ
Ｔ
発
行
は
広
が
り
を
見
せ
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
過
疎
地
域
に
と
っ
て
は
な
じ
み
の
な
い
仕

組
み
と
言
え
ま
す
。

一
方
で
、
地
域
の
若
者
か
ら
Ｄ
Ａ
Ｏ
と
Ｎ
Ｆ
Ｔ
に
つ
い

て
教
え
て
ほ
し
い
と
い
う
声
を
い
た
だ
い
た
り
、
お
祭
り

特
別
優
待
権
Ｎ
Ｆ
Ｔ
が
発
行
さ
れ
た
の
は
前
向
き
な
兆
し

だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
（
写
真
）。
引
き
続
き
こ
う
い
っ
た

取
り
組
み
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
、
地
域
内
で
も
Ｄ
Ａ
Ｏ
内

で
も
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合

に
お
い
て
も
、
事
業
委
員
会
に
お
い
て
こ
の
取
り
組
み
を

加
盟
町
村
全
体
へ
広
げ
、
推
進
し
て
い
く
方
向
性
が
示
さ

れ
ま
し
た
。「
美
し
い
村
Ｄ
Ａ
Ｏ
」
や
Ｎ
Ｆ
Ｔ
発
行
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
含
め
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
の
ノ

ウ
ハ
ウ
や
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
情
報
を
一
元
化
し
、
デ
ジ
タ

ル
村
民
や
サ
ポ
ー
タ
ー
企
業
、
地
域
に
暮
ら
す
住
民
や
プ

レ
イ
ヤ
ー
、
さ
ら
に
は
こ
れ
か
ら
美
し
い
村
を
知
る
人
々

に
と
っ
て
のW

ell-Being

を
実
現
す
る
「
美
し
い
村
ク

ラ
ウ
ド
構
想
」
が
こ
れ
か
ら
始
動
し
ま
す
。

智
頭
町
と
松
崎
町
が
投
じ
た
一
石
を
き
っ
か
け
に
、
59

の
地
域
が
一
斉
に
投
じ
れ
ば
、
水
面
に
波
が
立
ち
、
世
界

中
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
そ
の
波
に
乗
っ
て
一
大
ム
ー
ブ
メ
ン

ト
を
巻
き
起
こ
す
…
そ
ん
な
未
来
を
描
い
て
い
ま
す
。

Copyright © Gaiax Co.Ltd. All Rights Reserved.

地域資源NFT

美しい村DAOの加盟町村の
美しい地域資源を使った
地方創生を行うNFT

デジタル村民によって企画される

地域資源NFT

村民証期限：1年

美しい村が
独自に取り組む
コンテンツをNFTに

※地域資源NFTの購入者は
自動的にデジタル村民へ

図 4：地域資源型 NFT

お祭り NFT 購入者特典のひとつ、踊り子たちとの
記念写真

Copyright © Gaiax Co.Ltd. All Rights Reserved.

美しい村DAOとは

複数の自治体が参加し地域住民やデジタル村民が一緒に地方創生を行うDAO

内閣府地方創生推進事務局広域連携SDGsモデル事業

図 2：2022 年度広域連携 SDG ｓモデル事業に採択
された「美しい村 DAO」

Copyright © Gaiax Co.Ltd. All Rights Reserved.

デジタル村民証NFT

美しい村DAOの全加盟町村にて
リアル村民と同様の村民割が

受けられる

地域資源NFTの企画立案ができる

デジタル村民証NFT

期限：1年

・民泊体験料割引
・森林セラピー体験料割引
・重要文化財石谷家住宅入館料無料

・伊豆まつざき荘温泉入浴料割引
・依田の庄入浴料割引
・伊豆の長八美術館入館料無料
・重要文化財岩科学校入館料無料

美しい村が
増えれば増えるほど、
デジタル村民の
特典が増えていく

図 3：デジタル村民証 NFT

図 1:NFT 発行プラットフォーム「美しい村 DAO」
（https://beautiful-village.org/）
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体
と
の
間
で
「
姉
妹
都
市
協
定
」
等
が
締
結
さ
れ
、
文
化

交
流
や
相
互
訪
問
な
ど
が
行
わ
れ
て
き
た
。
た
だ
し
、
姉

妹
都
市
の
多
く
は
相
互
の
友
好
関
係
の
構
築
や
維
持
が
目

的
で
あ
り
、
連
携
に
よ
る
具
体
的
な
成
果
が
期
待
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。

ま
た
、
都
市
農
山
村
交
流
も
以
前
か
ら
行
わ
れ
て
き
た

遠
隔
型
連
携
の
取
り
組
み
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
区
民
健

康
村
相
互
協
力
に
関
す
る
協
定
」（
縁
組
協
定
。
１
９
８

１
年
）
に
基
づ
く
東
京
都
世
田
谷
区
と
群
馬
県
川
場
村
と

の
連
携
・
交
流
は
、
世
田
谷
区
民
に
「
第
２
の
ふ
る
さ
と
」

を
つ
く
る
と
と
も
に
、
交
流
人
口
の
増
加
等
を
通
じ
た
川

場
村
の
振
興
を
図
る
と
い
う
、
一
般
的
な
姉
妹
都
市
交
流

を
超
え
た
効
果
が
期
待
さ
れ
て
き
た
。

さ
ら
に
、
災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援
を
目
的
と
し
た

連
携
も
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
。
巨
大
地
震
・
津
波
な
ど

の
大
規
模
災
害
に
お
い
て
は
被
災
地
域
が
広
域
に
わ
た
る

こ
と
か
ら
、近
隣
自
治
体
か
ら
の
支
援
は
期
待
で
き
な
い
。

こ
の
た
め
、
特
に
東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
、
同
時
に
被

害
が
及
ば
な
い
と
想
定
さ
れ
る
遠
隔
地
の
自
治
体
と
の
間

で
相
互
応
援
協
定
を
締
結
す
る
動
き
が
拡
が
っ
て
い
る
。

総
務
省
消
防
庁
が
公
表
し
て
い
る
『
令
和
２
年
版
消
防
白

書
』
に
よ
る
と
、
２
０
２
０
年
４
月
１
日
現
在
、
自
治
体

間
の
相
互
応
援
協
定
を
締
結
し
て
い
る
市
町
村
は
１
７
０

８
（
全
市
町
村
の
98
・
１
％
）
に
上
り
、
こ
の
う
ち
１
３

２
３
市
町
村
（
全
市
町
村
の
76
・
０
％
）
が
他
の
都
道
府

県
内
の
市
町
村
と
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。

そ
し
て
近
年
、
前
述
の
よ
う
な
姉
妹
都
市
交
流
や
都
市

山
村
交
流
を
発
展
さ
せ
、
あ
る
い
は
新
た
に
協
定
な
ど
の

手
法
を
用
い
る
こ
と
で
、
地
域
の
活
性
化
や
課
題
解
決
を

目
的
と
し
た
遠
隔
型
連
携
の
試
み
が
、
全
国
各
地
で
展
開

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

は
じ
め
に

自
治
体
間
連
携
が
模
索
さ
れ
る
背
景
に
は
、
人
口
減
少

社
会
に
お
い
て
限
ら
れ
た
資
源
の
有
効
活
用
が
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
人
口
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
く
一

方
で
、
今
後
も
高
齢
化
や
少
子
化
へ
の
対
応
、
イ
ン
フ
ラ

の
維
持
・
更
新
な
ど
、
行
政
ニ
ー
ズ
は
増
大
・
多
様
化
し

続
け
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
中
で
、
住
民
が

地
域
で
安
心
し
て
生
活
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
自
治
体

は
自
ら
が
持
つ
資
源
を
フ
ル
活
用
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
し
か
し
、
一
つ
の
自
治
体
で
対
応
で
き
る
範
囲

に
は
お
の
ず
と
限
界
が
あ
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
組
織

や
地
域
の
枠
を
超
え
て
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
と
連
携
・
協
力

す
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

こ
う
し
た
「
組
織
や
地
域
の
枠
を
超
え
た
連
携
」
の
一

つ
と
し
て
、
近
年
注
目
を
集
め
て
い
る
の
が
自
治
体
間
の

遠
隔
型
連
携
で
あ
る
。

遠
隔
型
連
携
と
は
な
に
か

遠
隔
型
連
携
と
は
、
地
理
的
に
離
れ
た
複
数
の
自
治
体

間
の
連
携
を
意
味
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
特
に
都
道
府

県
域
を
超
え
る
よ
う
な
遠
方
の
基
礎
自
治
体
同
士
の
連
携

を
念
頭
に
置
い
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
一
般
的
な
自
治
体

間
連
携
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
も
っ
ぱ
ら
日
常
生
活
圏
を
一
に

す
る
近
隣
の
自
治
体
や
所
在
地
域
の
都
道
府
県
と
の
連
携

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
う
し
た
「
隣
接
型
」
の
連
携
と

対
比
す
る
意
味
で
「
遠
隔
型
」
と
呼
称
し
て
い
る
。

⑴
こ
れ
ま
で
の
遠
隔
型
連
携

遠
隔
型
連
携
そ
れ
自
体
は
必
ず
し
も
新
し
い
現
象
で
は

な
い
。

ま
ず
、
１
９
６
０
年
代
か
ら
普
及
し
て
き
た
「
姉
妹
都

市
」「
親
善
都
市
」
等
の
自
治
体
間
連
携
・
交
流
が
あ
る
。

多
く
の
場
合
、（
国
内
外
を
問
わ
ず
）
遠
く
離
れ
た
自
治

特 集
副基調論文

遠
隔
自
治
体
の
連
携
に
よ
る

地
域
活
性
化

自
治
体
の
遠
隔
型
連
携
の
可
能
性
と
課
題

加
藤
　
祐
介

公
益
財
団
法
人
日
本
都
市
セ
ン
タ
ー
研
究
室 

主
任
研
究
員

田
井
　
浩
人

公
益
財
団
法
人
日
本
都
市
セ
ン
タ
ー
研
究
室 

研
究
員
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⑵
隣
接
型
連
携
と
の
違
い

遠
隔
型
連
携
に
は
、
隣
接
型
連
携
と
比
べ
た
場
合
に
ど

の
よ
う
な
相
違
が
み
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

第
１
に
、
連
携
自
治
体
同
士
が
地
理
的
に
隣
接
・
近
接

し
て
い
る
隣
接
型
の
連
携
の
場
合
、
日
常
生
活
圏
や
経
済

圏
が
一
体
的
で
あ
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
他
方
、
遠
隔
型

連
携
で
は
連
携
主
体
で
あ
る
自
治
体
が
地
理
的
に
離
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
構
成
自
治
体
間
で
人
口
規
模
・
構
成
や

自
然
環
境
、
経
済
、
文
化
な
ど
の
環
境
条
件
が
異
な
っ
て

い
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
後
述
す
る
よ
う

に
、
こ
の
環
境
条
件
が
う
ま
く
マ
ッ
チ
す
れ
ば
、
相
互
に

補
完
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
機
能
補
完
型
）。

第
２
に
、
隣
接
型
・
圏
域
型
で
は
文
字
通
り
「
隣
接
・

近
接
す
る
自
治
体
間
で
」
共
通
す
る
政
策
課
題
に
つ
い
て

連
携
す
る
の
に
対
し
、
遠
隔
型
で
は
地
理
的
な
制
約
が
な

く
、
政
策
課
題
が
共
通
し
さ
え
す
れ
ば
よ
い
。
一
部
事
務

組
合
や
広
域
連
合
等
の
「
機
構
ベ
ー
ス
」
の
連
携
と
比
べ

る
と
、
よ
り
「
政
策
ベ
ー
ス
」
の
連
携
で
あ
る
と
言
う
こ

と
が
で
き
る
（
共
通
課
題
型
）。

遠
隔
型
連
携
を
通
じ
た
地
域
の
活
性
化

そ
れ
で
は
、
具
体
的
に
遠
隔
型
連
携
は
地
域
活
性
化
や

地
方
創
生
の
観
点
か
ら
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
で
事
例
を
交
え
な
が
ら
考
え
て

み
た
い
。

ま
ず
、「
機
能
補
完
型
」
の
遠
隔
型
連
携
で
は
、
前
述

の
と
お
り
互
い
の
環
境
条
件
が
異
な
る
が
ゆ
え
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
資
源
を
融
通
し
合
っ
た
り
、
異
な
る
特
性
を

生
か
し
補
い
合
っ
た
り
す
る
相
互
補
完
関
係
を
構
築
す
る

こ
と
が
期
待
で
き
る
。
こ
の
機
能
補
完
型
の
連
携
は
、
先

の
世
田
谷
区
と
川
場
村
の
連
携
・
交
流
の
よ
う
に
、
人

材
育
成
・
移
住
や
地
域
産
業
等
の
分
野
で
比
較
的
多
く

み
ら
れ
る
（
図
１
）。

就
農
支
援
を
め
ぐ
る
青
森
県
弘
前
市
、
石
川
県
加
賀

市
、
大
阪
府
泉
佐
野
市
の
取
り
組
み
も
機
能
補
完
型
連

携
の
好
例
で
あ
る
。
泉
佐
野
市
で
は
若
年
層
の
就
労
支

援
・
雇
用
創
出
が
、
弘
前
市
・
加
賀
市
で
は
人
口
減
少

と
こ
れ
に
伴
う
地
域
活
力
の
低
下
、
さ
ら
に
は
社
会
経

済
環
境
の
維
持
が
困
難
に
な
る
こ
と
が
そ
れ
ぞ
れ
課
題

と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
泉
佐
野
市
の
働

き
た
い
若
者
と
弘
前
市
・
加
賀
市
の
担
い
手
不
足
の
農

家
を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
て
農
業
体
験
や
就
労
支
援
を
行
う

こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
課
題
解
決
に
つ
な
げ
よ

う
と
い
う
の
が
こ
の
試
み
で
あ
る
（
現
在
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
お
お
さ
か
若
者
就
労
支
援
機
構
な
ど
３
法
人
に
よ

る
共
同
企
業
体
「
泉
佐
野
ア
グ
リ
カ
レ
ッ
ジ
」
を
中
心

に
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
）（
図
２
）。

こ
の
機
能
補
完
型
、
特
に
人
材
育
成
・
移
住
分
野
の
連

携
で
は
、
一
見
す
る
と
地
方
圏
の
自
治
体
側
に
メ
リ
ッ
ト

が
大
き
い
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
大
都
市
圏
の
自
治

体
に
も
メ
リ
ッ
ト
は
少
な
く
な
い
。
就
農
支
援
を
め
ぐ
る

３
市
連
携
に
お
い
て
も
、
も
ち
ろ
ん
地
方
圏
２
市
の
農
業

振
興
や
泉
佐
野
市
か
ら
の
移
住
・
多
地
域
居
住
に
つ
な
が

る
ケ
ー
ス
も
あ
る
が
、
同
時
に
、
都
市
農
業
が
盛
ん
な
泉

佐
野
市
で
の
農
業
の
担
い
手
確
保
や
育
成
を
促
し
、
高
齢

化
や
耕
作
放
棄
地
の
増
加
と
い
っ
た
泉
佐
野
市
の
地
域
課

題
の
解
決
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。

他
方
、「
共
通
課
題
型
」
の
遠
隔
型
連
携
に
お
い
て
目

指
さ
れ
る
の
は
、
単
一
の
自
治
体
で
は
解
決
が
困
難
な
政

策
課
題
に
対
し
て
、
同
様
の
課
題
を
持
つ
複
数
の
自
治
体

図 1　�地方創生関係交付金で採択された遠隔型連携事業の分野別の割合（上）と 
連携タイプ別の割合（下）

出典：小川・戸田（2019）323 頁
　（図中の「機能集積型」は本稿における「共通課題型」と同様）

図 2　泉佐野アグリカレッジ HP
出典：https://www.agri-col.com/

特 集
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で
協
力
し
て
取
り
組
む
こ
と
で
あ
る
。
地
方
創
生
や
地
域

活
性
化
を
目
的
と
し
た
例
と
し
て
は
、
観
光
分
野
に
お
け

る
連
携
が
そ
の
典
型
で
あ
ろ
う
。

神
奈
川
県
横
須
賀
市
、
広
島
県
呉
市
、
長
崎
県
佐
世
保

市
、
京
都
府
舞
鶴
市
（
旧
軍
港
４
市
）
は
、
戦
後
間
も
な

く
か
ら
旧
軍
用
財
産
の
転
活
用
等
の
課
題
に
対
処
す
る
た

め
に
連
携
し
て
き
た
。
こ
の
旧
軍
港
４
市
が
日
本
遺
産
に

共
同
申
請
し
、
２
０
１
６
年
に
「
鎮
守
府 

横
須
賀
・
呉
・

佐
世
保
・
舞
鶴
」
と
し
て
認
定
さ
れ
た
。
軍
港
・
鎮
守
府

が
置
か
れ
た
都
市
と
し
て
日
本
の
近
代
化
を
担
い
、
独
自

の
海
軍
文
化
を
育
ん
だ
と
い
う
４
市
に
共
通
し
た
歴
史

を
、
一
つ
の
「
ス
ト
ー
リ
ー
」
と
し
て
再
構
築
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
歴
史
遺
産
の
活
用
・
整
備
や
情
報
発
信
、
ま

ち
の
に
ぎ
わ
い
創
出
等
が
期
待
さ
れ
て
い
る
（
図
３
）。

こ
の
共
同
で
の
日
本
遺
産
申
請
・
認
定
と
そ
の
後
の
取
り

組
み
は
、
従
来
の
旧
軍
財
産
の
転
活
用
と
い
う
政
策
課
題

に
と
ど
ま
ら
ず
、
歴
史
や
遺
産
と
い
っ
た
共
通
の
地
域
資

源
を
活
用
し
た
観
光
振
興
と
い
う
新
た
な
取
り
組
み
に
連

携
を
深
化
さ
せ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

遠
隔
型
連
携
の
課
題
と
対
処
方
策

だ
が
、
効
果
的
な
遠
隔
型
連
携
を
実
現
す
る
う
え
で
は

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
も
あ
る
。
そ
の
中
に
は
、「
意
思
決
定

の
ス
ピ
ー
ド
が
低
下
す
る
」「
責
任
の
所
在
が
不
明
確
に

な
る
」「
個
々
の
自
治
体
の
自
己
決
定
権
が
損
な
わ
れ
る
」

と
い
っ
た
自
治
体
間
連
携
一
般
に
共
通
す
る
課
題
も
あ
る

が
、
こ
こ
で
は
遠
隔
型
連
携
の
場
合
に
よ
り
特
徴
的
な
課

題
と
し
て
、
次
の
２
点
を
と
り
あ
げ
る
。

⑴
連
携
の
構
築
段
階
に
お
け
る
マ
ッ
チ
ン
グ

現
在
の
遠
隔
型
連
携
は
、
姉
妹
都
市
交
流
な
ど
従
前
か

ら
の
関
係
が
発
展
し
た
も
の
が
多
い
が
、
そ
う
し
た
何
ら

か
の
「
縁
」
が
な
い
場
合
に
、
ゼ
ロ
か
ら
連
携
体
制
を
構

築
し
て
い
く
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
地
域
活
性
化
セ
ン

タ
ー
が
２
０
１
４
年
に
実
施
し
た
調
査
に
よ
る
と
、
事
業

の
内
容
や
条
件
に
つ
い
て
交
渉
す
る
と

い
っ
た
こ
と
以
前
に
、
そ
も
そ
も
連
携

を
行
う
相
手
方
を
ど
の
よ
う
に
探
せ
ば

よ
い
の
か
に
悩
む
自
治
体
が
多
い
よ
う

で
あ
る
。
特
に
、
自
治
体
間
の
資
源
や

課
題
が
共
通
し
て
い
る「
共
通
課
題
型
」

の
連
携
よ
り
も
、
相
互
に
異
な
る
資
源

や
課
題
を
補
完
し
合
う「
機
能
補
完
型
」

の
連
携
に
お
い
て
、
こ
の
問
題
は
よ
り

顕
在
化
し
や
す
い
。

マ
ッ
チ
ン
グ
を
成
功
に
導
く
た
め
に

は
、
境
界
連
結
者
（
バ
ウ
ン
ダ
リ
ー
ス

パ
ナ
ー
）
の
存
在
が
重
要
に
な
る
。
境

界
連
結
者
と
は
、
組
織
外
部
の
情
報
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

保
有
し
、
異
な
る
組
織
同
士
を
結
び
つ
け
る
力
量
を
有
し

た
連
携
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
な
る
よ
う
な
人
材
で
あ
る
。

そ
う
し
た
役
割
を
担
う
の
は
、
組
織
内
部
の
職
員
（「
越

境
す
る
人
材
」
や
「
飛
び
出
す
公
務
員
」
な
ど
）
の
場
合

も
あ
る
が
、
大
学
教
員
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど
外
部
の
仲

介
者
に
協
力
を
求
め
る
こ
と
も
有
効
な
手
段
で
あ
る
。

⑵
調
整
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
コ
ス
ト

遠
隔
型
連
携
を
行
う
自
治
体
の
間
で
は
、
人
口
規
模
や

産
業
構
造
、
自
然
環
境
等
が
異
な
る
こ
と
に
加
え
て
、
自

治
体
間
の
組
織
体
制
や
財
政
状
況
、
事
務
の
執
行
方
法
等

に
関
し
て
も
、
隣
接
型
連
携
と
比
べ
て
よ
り
相
違
が
大
き

い
こ
と
が
通
常
で
あ
る
。そ
の
た
め
、遠
隔
型
連
携
の
構
築
・

維
持
に
要
す
る
調
整
コ
ス
ト
は
高
く
な
る
傾
向
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
地
理
的
・
空
間
的
な
隔
た
り
は
、
各
自
治
体
の

担
当
者
同
士
の
日
常
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
困
難

に
す
る
。
担
当
者
の
異
動
や
首
長
の
交
代
に
よ
る
事
業
の

停
止
や
中
断
の
リ
ス
ク
も
相
対
的
に
高
い
と
言
え
る
。

こ
う
し
た
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
は
連
携

自
治
体
間
で
「
顔
の
み
え
る
関
係
づ
く
り
」
を
行
う
た
め

に
、
こ
ま
め
な
打
ち
合
わ
せ
や
協
議
を
は
じ
め
と
し
た
実

務
レ
ベ
ル
で
の
調
整
と
交
流
が
不
可
欠
で
あ
る
（
こ
の
部

分
は
、
近
年
の
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
ツ
ー
ル
等
の
普
及
に
よ

っ
て
、
コ
ス
ト
は
以
前
よ
り
も
大
幅
に
低
下
し
て
い
る
）。

加
え
て
、
職
員
の
相
互
派
遣
な
ど
恒
常
的
な
人
的
交
流
の

仕
組
み
を
設
け
る
こ
と
も
検
討
さ
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

そ
れ
以
外
に
も
、
コ
ス
ト
を
抑
制
す
る
と
い
う
方
向
で

の
対
応
も
考
え
ら
れ
る
。
一
般
に
連
携
の
維
持
・
構
築
に

か
か
る
コ
ス
ト
は
、
連
携
の
相
手
方
や
対
象
分
野
が
広
が

る
ほ
ど
増
加
し
て
い
く
た
め
、
連
携
の
対
象
を
戦
略
的
に

図 3　日本遺産「鎮守府　横須賀・呉・佐世保・舞鶴」ポスター
出典：https://www.kyugun.jp/nihon_isan/index.html
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ま
た
、
連
携
す
る
行
政
分
野
に
つ
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な

も
の
が
考
え
ら
れ
る
。
先
に
挙
げ
た
人
材
育
成
・
移
住
や

地
域
産
業
、
観
光
以
外
に
も
、
例
え
ば
地
球
温
暖
化
対
策

の
よ
う
な
国
際
的
な
重
要
課
題
に
も
遠
隔
型
連
携
は
活
用

で
き
る
。
東
京
都
新
宿
区
で
は
、
長
野
県
伊
那
市
、
群
馬

県
沼
田
市
、
東
京
都
あ
き
る
野
市
と
連
携
し
て
区
外
の
公

有
の
森
林
を
整
備
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
増
加
し
た
Ｃ
Ｏ
２

の
吸
収
量
を
区
内
の
排
出
量
の
一
部
と
相
殺
さ
せ
る
カ
ー

ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た
意

欲
的
・
挑
戦
的
な
取
り
組
み
を
行
う
場
合
に
、
地
理
的
な

制
約
に
縛
ら
れ
ず
に
連
携
先
を
戦
略
的
に
選
択
で
き
る
こ

と
は
遠
隔
型
連
携
の
持
つ
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。

一
方
で
、
自
治
体
間
連
携
は
、
あ
く
ま
で
お
互
い
の

w
in-w

in

関
係
の
実
現
を
目
指
し
て
行
わ
れ
る
べ
き
も
の

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
仮
に
活
動
が
停
滞
し
た
り
事
業

が
う
ま
く
い
か
な
く
な
っ
た
り
し
た
場
合
に
は
、
連
携
を

解
消
す
る
と
い
う
あ
る
意
味
シ
ビ
ア
な
決
断
も
時
に
は
必

要
に
な
る
。
こ
の
点
で
も
、
隣
接
型
連
携
と
比
べ
て
相
対

的
に
し
が
ら
み
が
少
な
い
こ
と
は
遠
隔
型
連
携
の
強
み
で

あ
る
と
言
え
よ
う
。

日
本
が
本
格
的
な
人
口
減
少
社
会
に
突
入
し
て
い
く
中

で
、
限
り
あ
る
資
源
を
融
通
し
合
い
、
新
た
な
ア
イ
デ
ア

を
創
発
し
て
い
く
う
え
で
自
治
体
間
の
遠
隔
型
連
携
の
果

た
す
役
割
は
大
き
い
。
今
後
の
さ
ら
な
る
展
開
に
期
待
し

た
い
。

（
注
記
）

本
稿
は
、
公
益
財
団
法
人
日
本
都
市
セ
ン
タ
ー
が
２
０

１
７
年
３
月
に
発
行
し
た
報
告
書
『
自
治
体
の
遠
隔
型
連

携
の
課
題
と
展
望
―
新
た
な
広
域
連
携
の
可
能
性
―
』
の

内
容
を
基
に
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
理
論
面
の
記
述
に
つ

設
定
す
る
（
一
定
の
範
囲
内
に
限
定
す
る
）
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
逆
に
言
え
ば
、
多
数
の
自
治
体
が
参
加
す
る
遠

隔
型
連
携
の
場
合
、
調
整
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
か

な
り
丁
寧
に
行
わ
な
け
れ
ば
、合
意
形
成
が
難
航
し
た
り
、

合
意
は
で
き
た
と
し
て
も
肝
心
の
中
身
が
形
骸
化
し
て
し

ま
っ
た
り
す
る
危
険
は
大
き
い
。

ま
た
、
連
携
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
都
道
府
県
と
の
調

整
が
別
途
必
要
に
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
そ
の
際
に
は
、

事
務
処
理
特
例
に
よ
る
権
限
移
譲
の
状
況
の
差
異
や
、
遠

隔
型
連
携
に
対
す
る
各
都
道
府
県
の
態
度
の
相
違
な
ど

が
、連
携
を
進
め
る
上
で
の
障
壁
と
な
る
可
能
性
も
あ
る
。

最
終
的
に
は
地
方
分
権
改
革
な
ど
国
レ
ベ
ル
で
の
対
応
が

必
要
に
な
っ
て
く
る
場
合
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

今
後
の
展
望

以
上
の
よ
う
な
課
題
は
あ
る
も
の
の
、
自
治
体
間
の
遠

隔
型
連
携
は
今
後
も
拡
大
し
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
近
年
の
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の

普
及
に
よ
っ
て
、
連
携
を
実
質
化
・
円
滑
化
す
る
た
め
に

必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
壁
は
か
な
り
の
程
度
解

消
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
発
達
は
、

遠
隔
地
の
自
治
体
間
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
／
サ
ー

ビ
ス
の
共
同
利
用
や
共
同
実
験
の
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ

て
い
る
ほ
か
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
バ
ー
チ
ャ
ル
空
間
に
お

け
る
連
携
事
業
と
い
っ
た
新
た
な
連
携
の
形
を
生
み
出
し

て
い
く
可
能
性
も
あ
る
。
品
川
区
が
２
０
２
２
年
に
オ
ン

ラ
イ
ン
上
で
開
催
し
た「
交
流
都
市
地
方
物
産
展
」や
、「
恋

人
の
聖
地
」
を
有
す
る
14
市
町
村
の
連
携
に
よ
る
バ
ー
チ

ャ
ル
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
事
業
（「
恋
人
の
聖
地
Ｃ
Ｉ
Ｔ

Ｙ
」
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
）
な
ど
は
そ
の
萌
芽
で
あ
ろ
う
。

い
て
は
、
横
道
清
孝
論
文
（
第
１
章
）
及
び
伊
藤
正
次
論

文
（
第
２
章
）
に
多
く
を
負
っ
て
い
る
。
こ
の
テ
ー
マ
に

関
心
を
持
た
れ
た
読
者
は
、
ぜ
ひ
同
報
告
書
も
ご
参
照
い

た
だ
き
た
い
。
な
お
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
誤
解
や
誤

り
も
含
め
て
本
稿
に
関
す
る
一
切
の
責
任
は
筆
者
に
あ

る
。参

考
文
献

・
井
上
晶
子
（
２
０
２
２
）「
新
た
な
課
題
に
向
け
て
の

遠
隔
自
治
体
間
連
携
」『
地
方
財
務
』
２
０
２
２
年
８

月
号
。

・
小
川
勇
樹
・
戸
田
敏
行
（
２
０
１
９
）「
地
方
創
生
関

係
交
付
金
を
活
用
し
た
遠
隔
自
治
体
間
の
連
携
事
業
」

『
日
本
建
築
学
会
技
術
報
告
集
』
25
巻
59
号
。

・
嶋
田
暁
文
（
２
０
１
７
）「
自
治
体
間
連
携
の
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
力
」『
月
刊
ガ
バ
ナ
ン
ス
』
２
０
１
７
年
７

月
号
。

・
一
般
財
団
法
人
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
（
２
０
１
５
）

『「
遠
隔
自
治
体
間
連
携
」
の
現
状
と
課
題　

調
査
報
告

書
』
一
般
財
団
法
人
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
。

・
公
益
財
団
法
人
日
本
都
市
セ
ン
タ
ー
編
（
２
０
１
７
）

『
自
治
体
の
遠
隔
型
連
携
の
課
題
と
展
望
―
新
た
な
広

域
連
携
の
可
能
性
―
』
公
益
財
団
法
人
日
本
都
市
セ
ン

タ
ー
。

・「
農
業
の
間
口
広
げ
若
者
の
就
農
機
会
を
創
出
、
地
方

農
家
の
助
け
に
も
な
る
『
ア
グ
リ
ヘ
ル
パ
ー
』
は
農
業

の
新
た
な
形
と
な
る
か
？
泉
佐
野
ア
グ
リ
カ
レ
ッ
ジ

（

前

編

）」W
ireless W

ire N
ew

s

、https://
w

irelessw
ire.jp/2021/03/79200/

（
２
０
２
３
年

11
月
30
日
最
終
閲
覧
）。

特 集
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み
や
ま
市
で
は
人
口
減
少
お
よ
び
少
子

高
齢
化
が
加
速
す
る
中
、
地
域
内
の
経
済

循
環
創
出
に
つ
な
が
る
バ
イ
オ
マ
ス
施
設

に
よ
る
ゴ
ミ
の
分
別
・
資
源
化
、
農
業
が

基
幹
産
業
と
い
う
特
色
を
生
か
し
た
道
の

駅
で
の
販
売
促
進
、
太
陽
光
発
電
所
に
よ

る
電
力
小
売
事
業
等
を
実
施
し
、
１
次
産

業
は
も
と
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
含
め
た
地

産
地
消
の
取
り
組
み
を
地
域
と
一
体
と

な
っ
て
進
め
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
一
方
で
、
後
継
者
不
足
に
よ
る

中
小
企
業
の
廃
業
、
農
産
物
の
減
少
に
よ

る
食
品
加
工
業
等
の
規
模
縮
小
等
、
地
域

経
済
の
衰
退
は
加
速
し
て
お
り
、
深
刻
な

状
況
で
す
。

発
端
は
市
内
事
業
者
の
問
題
提
起

今
回
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
事
業
は
、
あ
る
市
内
事
業
者
か

ら
「
事
業
者
は
み
や
ま
市
の
魅
力
あ
る
地

域
資
源
を
有
効
活
用
し
、
事
業
者
同
士
が

同
じ
方
向
性
を
向
い
て
地
域
を
盛
り
上
げ

て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」
と

強
い
問
題
提
起
を
受
け
た
こ
と
が
契
機
で

し
た
。

現
状
を
見
る
と
、
市
場
で
は
魅
力
的
な

高
付
加
価
値
の
商
品
が
あ
ふ
れ
同
質
化
が

進
ん
で
お
り
、
本
市
に
お
い
て
も
同
様
、

商
品
の
差
別
化
に
苦
慮
し
て
い
る
事
業
者

は
多
い
も
の
の
、
地
域
資
源
を
活
用
す
る

こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
を
認
識
し
て
い
る
事
業

者
は
少
な
い
状
況
で
し
た
。

ま
た
、
事
業
者
も
行
政
も
、
み
や
ま
市

の
魅
力
的
な
地
域
資
源
に
つ
い
て
の
捉
え

方
は
お
の
お
の
異
な
っ
て
お
り
、
同
じ
方

向
を
向
い
て
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
く
た

め
の
統
一
的
な
視
点
が
欠
け
て
い
る
こ
と

を
認
識
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
皆
で
共
感

で
き
る
地
域
資
源
を
改
め
て
見
つ
め
直

し
、
そ
れ
を
事
業
に
生
か
す
こ
と
で
差
別

化
や
高
付
加
価
値
化
に
つ
な
が
る
意
識
付

け
に
重
点
を
当
て
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し

た
。そ

し
て
さ
ら
に
、
地
域
の
資
源
や
特
性

を
生
か
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
性
に
よ
り
差
別

化
を
図
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
を
行
政
と
事

業
者
で
共
有
し
、
実
際
に
事
業
に
活
用
す

る
ま
で
の
支
援
を
行
政
が
行
い
、
み
や
ま

市
の
世
界
観
を
打
ち
出
し
て
い
く
地
域
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
取
り
組
み
（
地
域
の
可

能
性
の
最
大
化
）
を
行
な
っ
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

資
源
調
査
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

優
位
な
地
域
資
源
が
明
ら
か
に

具
体
的
に
は
ま
ず
、
全
国
で
地
域
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
を
招

し
ょ
う

聘へ
い

し
、
市
内
の
さ
ま
ざ
ま

な
場
所
を
訪
問
し
て
い
た
だ
き
地
域
資
源

の
調
査
・
発
掘
を
丁
寧
に
行
い
ま
し
た
。

そ
し
て
そ
の
結
果
を
基
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
し
、「
み
や
ま
市
の
魅
力
あ
る

地
域
資
源
」
に
対
す
る
市
内
事
業
者
や
市

民
の
目
線
に
よ
る
捉
え
方
を
反
映
さ
せ
な

が
ら
、
優
位
な
地
域
資
源
を
探
っ
て
き
ま

し
た
。
プ
ロ
の
目
を
取
り
入
れ
つ
つ
、
地

域
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
で
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
事
業
の
持
続
性
を
担
保
し
て
い

く
取
り
組
み
で
す
。

こ
の
地
域
資
源
調
査
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
に
よ
り
、
地
域
が
有
す
る
地
形
、
自
然

環
境
、
人
的
資
源
、
伝
統
文
化
、
歴
史
・

文
化
・
風
土
等
に
お
け
る
優
位
な
地
域
資

源
が
徐
々
に
明
ら
か
に
な
り
、
そ
れ
を
地

域
の
皆
さ
ん
と
行
政
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で

共
感
し
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
令
和
４
年
７
月
に
外
部
団
体

と
市
役
所
内
の
関
係
部
署
で
組
織
し
た

「
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
推
進
委
員
会
」
を
設

立
し
、
そ
れ
ま
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
で

共
有
し
て
き
た
内
容
を
基
に
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
の
五
つ
の
方
向
性
を
示
し
、
そ
れ
に

基
づ
い
て
具
体
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
委
員
会
の
役

割
と
し
て
は
、
①
優
位
な
地
域
資
源
と
そ

の
活
用
の
メ
リ
ッ
ト
を
周
知
し
て
い
く

（
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催
）
②
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
の
意
義
お
よ
び
効
果
に
つ
い
て
共
に

学
び
語
り
合
う
場
を
設
け
、
官
民
お
よ
び

民
民
連
携
で
の
事
業
展
開
を
促
し
て
い
く

（
つ
な
が
る
場
の
開
催
）
③
地
域
資
源
活

用
の
メ
リ
ッ
ト
を
認
識
し
た
事
業
者
が
事

地
方
創
生
に
向
け
て
〝
が
ん
ば
る
地
域
〟
応
援
事
業

（
福
岡
県
み
や
ま
市
）

市
民
と
と
も
に
市
を
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

―
魅
力
あ
る
地
域
資
源
を
有
効
活
用
―

中
島
　
舞
子

み
や
ま
市
環
境
経
済
部
商
工
観
光
課
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業
展
開
す
る
上
で
必
要
な
商
品
の
「
コ
ン

セ
プ
ト
、
ス
ト
ー
リ
ー
」
の
設
定
等
、
市

場
を
見
据
え
た
個
別
支
援
を
行
う
（
個
別

の
事
業
者
支
援
）
―
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。セ

ミ
ナ
ー
で
事
業
者
意
識
付
け

ま
ず
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
に

つ
い
て
は
、
市
内
の
事
業
者
お
よ
び
起
業

予
定
者
等
に
対
し
て
、
本
市
の
歴
史
・
文

化
・
風
土
等
を
背
景
と
し
て
培
わ
れ
て
き

た
優
位
な
地
域
資
源
や
、
そ
の
特
性
を
生

か
し
た
地
域
づ
く
り
の
視
点
を
持
っ
て
事

業
に
取
り
組
む
こ
と
で
付
加
価
値
を
見
出

し
、
事
業
に
お
け
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
ひ

い
て
は
経
営
力
の
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と

の
意
識
付
け
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。次

に
「
つ
な
が
る
場
」
の
開
催
で
は
、

優
位
な
地
域
資
源
を
テ
ー
マ
に
、
そ
の
資

源
に
関
わ
り
の
あ
る
事
業
者
、
農
産
物
生

産
者
お
よ
び
地
域
住
民
が
参
加
し
、
自
分

ご
と
と
し
て
意
見
を
出
し
合
う
こ
と
で
、

客
観
視
し
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
意
見
等
を

参
考
に
、
実
際
に
主
体
と
な
っ
て
事
業
展

開
を
検
討
す
る
事
業
者
に
対
し
て
個
別
指

導
を
行
い
ま
し
た
。

商
品
に
市
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
載
せ
る

こ
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
取
り
組
み
を

進
め
る
中
で
、
現
地
に
住
ん
で
い
る
者
が

気
づ
か
な
か
っ
た
新
た
な
魅
力
的
な
地
域

資
源
が
第
三
者
の
視
点
で
明
ら
か
に
な

り
、
そ
の
資
源
を
活
用
し
た
ス
ト
ー
リ
ー

性
を
商
品
に
加
え
る
こ
と
で
消
費
者
に
魅

力
的
な
世
界
観
が
伝
わ
り
、
結
果
的
に
付

加
価
値
を
も
た
ら
す
、
と
い
う
認
識
を
地

域
の
皆
さ
ん
と
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
の
中
で
最
も
重

要
な
こ
と
は
、
行
政
・
事
業
者
・
市
民
が

本
市
の
魅
力
あ
る
優
位
な
地
域
資
源
を
共

有
し
、
そ
れ
を
誇
り
と
す
る
「
イ
ン
ナ
ー

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
（
郷
土
愛
の
醸
成
）」

で
す
。

推
進
委
員
会
で
は
、
イ
ン
ナ
ー
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
取
り
組
み
を
継
続
し
な
が

ら
、
ま
だ
本
事
業
に
賛
同
さ
れ
て
い
な
い

事
業
者
に
は
、「
商
品
の
世
界
観
を
創
り

上
げ
て
い
く
た
め
に
は
地
域
資
源
を
活
用

し
た
ス
ト
ー
リ
ー
性
が
必
要
不
可
欠
で
あ

る
」
と
、
伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
長
期
的
な
視
点
で
、
各
事
業
者

の
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
を
育
て
、
商
品
の

ス
ペ
ッ
ク
だ
け
で
売

り
出
し
て
い
く
の
で

は
な
く
、市
の
歴
史
・

文
化
等
を
背
景
と
し

た
ス
ト
ー
リ
ー
性
を

載
せ
て
周
知
し
て
い

く
こ
と
で
市
全
体
の

世
界
観
が
統
一
さ

れ
、将
来
的
に
は「
み

や
ま
市
と
言
え
ば
○

○
」
と
い
っ
た
魅
力

的
な
イ
メ
ー
ジ
が
思

い
浮
か
ぶ
よ
う
な
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
成

功
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

ブランディングセミナーの様子
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神
山
町
の
概
要

　

神
山
町
は
、
徳
島
県
の
中
央
付
近
に
あ

り
、
人
口
は
１
９
５
０
年
の
約
２
万
人
を

ピ
ー
ク
に
減
少
し
、
２
０
２
３
年
４
月
時

点
で
は
４
８
１
５
人
と
な
っ
て
い
る
。

　

総
面
積
の
86
％
を
占
め
る
急
峻
な
山
々

を
輪
郭
に
、
中
央
に
は
鮎あ

喰く
い

川が
わ

が
流
れ
る
。

山
の
姿
に
は
林
業
が
盛
ん
だ
っ
た
頃
の
名

残
が
あ
り
、
山
の
中
腹
か
ら
鮎
喰
川
沿
い

の
平
地
に
か
け
て
集
落
が
存
在
す
る
。

　

そ
ん
な
、
山
あ
い
の
ま
ち
神
山
町
は
、

ま
ち
づ
く
り
の
好
事
例
と
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
全
国
的
に
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
ち
の
移
住
交
流
支

援
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
る
移
住
希
望
相

談
は
、
現
在
、
年
間
１
５
０
件
を
超
え
て

い
て
、
住
宅
不
足
で
受
け
入
れ
が
困
難
な

状
態
が
あ
る
。

　

神
山
町
が
全
国
的
に
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
き
っ
か
け
に
、
現
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー
が
１
９
９
９
年
か
ら

行
っ
て
い
る「
神
山
ア
ー
テ
ィ
ス
ト・イ
ン・

レ
ジ
デ
ン
ス
」
と
い
う
活
動
が
あ
る
。
こ

れ
は
、
国
内
外
か
ら
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
招

き
、
作
品
制
作
を
ま
ち
の
人
た
ち
が
支
援

す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
今
も
続
い
て
い
る
。

ほ
か
に
も
、
ま
ち
に
必
要
な
仕
事
を
持
っ

た
人
を
指
名
し
て
誘
致
す
る
「
ワ
ー
ク
・

イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
」
な
ど
が
行
わ
れ
て

き
た
。
こ
れ
ら
活
動
の
積
み
重
ね
に
よ
り
、

ま
ち
に
新
し
い
人
の
流
れ
が
生
ま
れ
、
そ

れ
を
、
緩
や
か
に
受
け
入
れ
て
い
く
こ
と

が
、
後
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
開
設

や
、
宿
や
飲
食
店
な
ど
の
新
た
な
開
業
、

２
０
２
３
年
に
開
校
し
た
「
神
山
ま
る
ご

と
高
専
」
な
ど
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。

ま
ち
を
将
来
世
代
に
つ
な
ぐ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

ま
ち
の
様
子
に
は
変
化
が
生
ま
れ

て
き
て
い
る
も
の
の
、
一
方
で
、
現
在

５
０
０
０
人
弱
い
る
人
口
は
、
約
40
年
後

の
２
０
６
０
年
に
１
４
０
０
人
程
度
に
な

る
と
い
う
推
計
が
あ
る
。
２
０
６
０
年
の

人
口
の
う
ち
、
子
ど
も
は
１
学
年
に
換
算

す
る
と
５
人
と
い
う
数
字
だ
。

　

推
計
の
通
り
に
減
少
す
る
と
、
今
あ
る

さ
ま
ざ
ま
な
商
店
や
イ
ン
フ
ラ
が
維
持
で

き
な
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
、

子
ど
も
の
数
が
減
っ
て
い
く
中
で
、
い
ず

れ
学
校
が
存
続
で
き
な
く
な
る
と
、
子
育

て
世
代
は
住
む
こ
と
を
選
択
し
に
く
く
な

り
、
将
来
世
代
の
い
な
い
ま
ち
は
、
次
第

に
閉
じ
て
行
か
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
状

況
が
予
想
さ
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
２
０
１
５
年
か
ら
国
の
地
方

創
生
の
流
れ
の
中
で
、
神
山
町
も
地
方
版

総
合
戦
略
の
策
定
に
取
り
掛
か
っ
た
。
当

時
、
私
は
役
場
職
員
と
し
て
、
そ
の
検
討

メ
ン
バ
ー
に
参
画
し
た
。

　

計
画
を
つ
く
る
上
で
重
視
さ
れ
た
の
は

「
実
現
す
る
た
め
の
計
画
を
つ
く
る
」
こ

と
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
の
試
み
と
し
て
、

戦
略
策
定
の
会
議
体
の
見
直
し
が
行
わ
れ

た
。
従
来
の
会
議
体
は
、
ま
ち
に
存
在
す

る
団
体
の
長
な
ど
を
中
心
に
構
成
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
。
会
議
の
メ
ン
バ
ー
は
、
男

性
や
、
年
齢
の
高
い
人
が
集
ま
り
や
す
く
、

考
え
方
が
偏
り
が
ち
だ
。
ま
た
、
会
議
で

は
、
事
務
局
が
提
示
す
る
素
案
を
基
に
意

見
を
述
べ
る
形
が
よ
く
と
ら
れ
る
が
、
こ

れ
で
は
、
所
属
す
る
団
体
に
関
連
す
る
こ

と
以
外
に
関
心
が
向
き
に
く
く
、
せ
っ
か

く
集
ま
っ
た
参
加
者
同
士
の
有
機
的
な
意

見
交
換
が
生
ま
れ
づ
ら
い
。
神
山
町
で
は
、

49
歳
以
下
の
将
来
の
ま
ち
の
こ
と
を
自
分

ご
と
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
世
代
の
、
官
・

民
、
男
・
女
、
移
住
・
地
元
が
混
ざ
り
合

う
メ
ン
バ
ー
で
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式

を
と
り
な
が
ら
、
将
来
に
必
要
な
こ
と
を

考
え
た
。

会
議
の
中
で
は
、
メ
ン
バ
ー
個
人
の
発

話
を
増
や
す
こ
と
が
意
図
的
に
行
わ
れ

た
。
２
〜
３
人
か
ら
な
る
グ
ル
ー
プ
を
つ

く
り
、
20
分
ほ
ど
レ
ク
チ
ャ
ー
を
聞
い
た

あ
と
「
今
の
話
を
ど
う
聞
い
た
？
」
と
、

グ
ル
ー
プ
で
話
を
交
わ
す
。
こ
れ
を
２
時

間
程
度
の
会
議
の
中
で
何
度
か
グ
ル
ー
プ

の
メ
ン
バ
ー
を
入
れ
替
え
な
が
ら
繰
り
返

す
。
話
し
て
み
る
こ
と
で
自
分
の
中
に
あ

る
考
え
が
よ
り
は
っ
き
り
と
し
た
形
を

と
っ
て
い
き
、
ま
た
、
話
を
交
わ
す
こ
と

で
お
互
い
の
考
え
や
関
心
の
わ
か
る
関
係

が
増
え
て
い
っ
た
。「
ア
イ
デ
ア
は
、既
存

の
要
素
の
新
し
い
組
み
合
わ
せ
」（
ジ
ェ
ー

ム
ス
・
Ｗ
・
ヤ
ン
グ
「
ア
イ
デ
ア
の
つ
く

り
方
」）
と
い
う
考
え
が
あ
る
が
、
こ
の

プ
ロ
セ
ス
は
、そ
う
し
た
組
み
合
わ
せ
が
、

ま
ち
の
中
に
生
ま
れ
や
す
く
な
る
こ
と
に

も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
で
き
た

神
山
町
創
生
戦
略
「
ま
ち
を
将
来
世
代
に

つ
な
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、「
将
来
世

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、
地
方
創
生
の
担
い
手
と
な
る
人
材
の
養
成
を
目
的
に

「
地
方
創
生
実
践
塾
」を
実
施
し
て
い
る
。
２
０
２
３
年
10
月
13
日（
金
）～
14
日（
土
）

に
徳
島
県
神
山
町
で
開
催
さ
れ
た
実
践
塾
に
つ
い
て
、
主
任
講
師
の
馬
場
達
郎
氏
に

ご
報
告
い
た
だ
い
た
。　
（
企
画
・
人
材
育
成
グ
ル
ー
プ
）

ま
ち
を
将
来
世
代
に
つ
な
ぐ

―
内
外
の
関
係
を
育
ん
で
き
た
ま
ち
の�

�

体
験
を
共
有
す
る
２
日
間
―

馬
場
　
達
郎

●

一
般
社
団
法
人
神
山
つ
な
ぐ
公
社
代
表
理
事

地
方
創
生
実
践
塾

徳
島
県
神
山
町
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代
が
可
能
性
を
感
じ
ら
れ
る
ま
ち
」
を
目

指
す
こ
と
を
方
針
と
し
て
い
て
、
次
の
よ

う
な
状
況
を
つ
く
っ
て
い
く
と
書
い
て
い

る
。
そ
れ
は
、「
ま
ち
に
、
人
が
い
る
・

い
い
住
居
が
あ
る
・
よ
い
学
校
と
教
育
が

あ
る
・
多
様
な
働
き
方
と
仕
事
が
あ
る
・

富
や
資
源
が
流
出
し
て
い
な
い
・
安
心
な

暮
ら
し
が
あ
る
・
関
係
が
豊
か
で
開
か
れ

て
い
る
」
こ
と
で
、
こ
の
要
素
を
掛
け
合

わ
せ
な
が
ら
日
々
発
信
し
、
ま
た
「
人
が

い
る
」
と
い
う
ま
ち
の
好
循
環
を
生
ん
で

い
こ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
状
況
を
つ
く
る
い
く
つ
か
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
て
い
る
。

　

地
方
創
生
実
践
塾
の
２
日
間

　

地
方
創
生
実
践
塾
で
は
、
こ
の
「
ま
ち

を
将
来
世
代
に
つ
な
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
つ
い
て
、
先
に
述
べ
た
プ
ロ
セ
ス
や
方

針
と
、
そ
の
中
で
行
わ
れ
た
施
策
を
事
例

と
し
て
紹
介
し
た
。加
え
て
、認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ

グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー
か
ら
神
山
の
こ
れ
ま
で

の
歩
み
、
神
山
ま
る
ご
と
高
専
か
ら
設
立

の
経
緯
や
今
ま
さ
に
と
り
か
か
っ
て
い
る

こ
と
を
聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
。
長
い
時
間

の
中
で
、
神
山
町
に
何
が
ど
ん
な
ふ
う
に

起
こ
っ
て
き
た
か
を
感
じ
て
も
ら
え
る
仕

立
て
と
し
た
。
そ
し
て
、
参
加
者
に
は
、

２
日
間
を
通
じ
て
、
神
山
町
が
や
っ
て
き

た
よ
う
に
、
各
事
例
紹
介
を
聞
い
た
あ
と
、

「
今
の
話
ど
う
き
い
た
？
」
と
小
グ
ル
ー

プ
で
自
分
自
身
が
考
え
た
こ
と
を
た
っ
ぷ

り
と
話
し
た
り
、
聞
く
と
い
う
こ
と
を
体

験
し
て
も
ら
っ
た
。

　
「
ま
ち
を
将
来
世
代
に
つ
な
ぐ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取

り
組
み
な
が
ら
、
同
時
に
、
将
来
へ
の
準

備
と
し
て
「
ま
ち
の
中
に
多
様
な
人
の
よ

い
関
係
性
が
あ
り
、
そ
の
と
き
ど
き
に
必

要
な
活
動
や
仕
事
が
程
よ
く
生
ま
れ
て
い

る
状
態
」

を
育
も
う

と
し
て
い

る
。
各
プ

ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
プ
ロ

セ
ス
を
通

じ
て
「
多

様
な
人
の

よ
い
関
係

性
」
を
ま

ち
の
中
に

増
や
し
て

い
く
こ
と

を
意
識
し

て
い
て
、

各
事
例
紹

介
で
そ
れ

を
伝
え
た
。
グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー
や
神
山
ま

る
ご
と
高
専
の
話
も
合
わ
せ
て
、
神
山
に

は
、
長
い
年
月
を
か
け
、
多
様
な
活
動
が

生
ま
れ
や
す
い
土
壌
が
培
わ
れ
て
い
て
、

そ
の
よ
う
な
環
境
を
将
来
に
つ
な
い
で
い

こ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
た
な
ら

う
れ
し
い
。

　

最
後
に
、
参
加
者
同
士
が
話
を
交
わ
す

機
会
を
増
や
し
た
の
は
、
神
山
に
集
ま
っ

た
こ
と
が
縁
と
な
り
、
日
本
の
地
域
同
士

の
つ
な
が
り
の
数
が
増
え
れ
ば
、
と
思
っ

た
か
ら
で
、
お
互
い
が
行
き
来
で
き
る
そ

の
後
の
関
係
が
い
く
つ
か
で
き
て
い
た
ら

幸
い
で
あ
る
。

２日間で考えたことなどを参加者で共有する参加者同士の小グループで話を交わす

事例紹介での質疑

地方創生実践塾（徳島県神山町）の概要

テーマ：まちを将来世代につなぐプロジェクト

～将来世代が可能性を感じられるまちを目指して～

主任講師：一般社団法人神山つなぐ公社代表理事　馬場 達郎 氏

1 日目　10 月 13 日 ( 金 )
講義①「まちを将来世代につなぐプロジェクト」概要

講師：神山つなぐ公社代表理事　馬場 達郎 氏
講義②「まちを将来世代につなぐプロジェクト～地域によい学校と
教育がある状況をつくる“ひとづくり”のとり組み～」

講師：神山つなぐ公社理事・ひとづくり担当　梅田 學 氏
フィールドワーク
①鮎喰川コモン～大埜地の集合住宅について～

講師：神山つなぐ公社理事・すまいづくり担当　高田 友美 氏
② DX ラボ～地域アプリ「さあ・くる」について～

講師：さあ・くる KAMIYAMA LABO　駒形 良介 氏
2 日目　10 月 14 日 ( 土 )

講義③「創造的過疎のまちづくりについて」
講師：認定 NPO 法人グリーンバレー事務局長　作田 祥介 氏

講義④「ふるさと納税を活用した学校支援」
講師：神山町役場総務課係長　坂井 義隆 氏

講義⑤「神山まるごと高専の挑戦～人口５０００人の町から未来を
変える～」

講師：神山まるごと高専事務局長　松坂 孝紀 氏
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は
じ
め
に

東
川
町
で
の
地
方
創
生
実
践
塾
は
、

２
０
１
９
年
に
続
き
２
回
目
の
開
催
で
あ

る
。
こ
の
間
、
世
界
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
の
ま
ん
延
と
い
う
未
曾
有
な
事
態
を

迎
え
た
。
社
会
経
済
が
大
き
く
混
乱
す
る

中
で
、
我
々
の
日
常
生
活
も
さ
ま
ざ
ま
な

変
化
が
生
じ
て
い
る
。
東
川
町
も

２
０
２
１
年
度
は
一
時
人
口
減
と
な
っ
た

も
の
の
、
２
０
２
２
年
度
か
ら
は
再
び
人

口
増
加
。
働
き
方
の
多
様
化
や
価
値
観
の

変
化
の
影
響
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と

で
、
町
内
の
住
宅
供
給
不
足
や
多
様
な
価

値
観
を
持
つ
住
民
の
増
加
に
よ
り
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
も
影
響
が
生
じ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
東
川
町
が

目
指
す
「
適
疎
」
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
こ

れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
上
で
ヒ

ン
ト
に
な
る
と
考
え
る
。

四
半
世
紀
で 

定
住
人
口
が
23
％
増
加

東
川
町
は
、
北
海
道
上
川
管
内
の
中
核

都
市
・
旭
川
市
に
隣
接
す
る
一
方
、
北
海

道
の
自
然
を
代
表
す
る
大
雪
山
の
麓
に
位

置
し
、
豊
か
な
自
然
と
田
園
的
景
観
に
恵

ま
れ
た
地
域
で
あ
る
。
広
域
的
な
観
光
拠

点
の
旭
川
空
港
か
ら
は
10
分
の
好
立
地
に

あ
る
。

町
は
、
１
８
９
５
（
明
治
28
）
年
に
開

拓
が
始
ま
り
、
水
稲
栽
培
を
中
心
と
し
た

農
業
を
基
幹
産
業
と
し
て「
お
米
と
工
芸
、

観
光
の
町
」
を
掲
げ
て
発
展
し
て
き
た
。

１
９
８
５
年
、
大
分
県
の
平
松
知
事
が
提

唱
し
た
一
品
一
村
運
動
の
影
響
を
受
け
、

世
界
で
初
め
て
「
写
真
の
町
」
を
宣
言
し

た
。
そ
れ
以
降
、
毎
年
夏
に
「
国
際
写
真

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」、
１
９
９
４
年
か
ら

は
「
写
真
甲
子
園
」
を
開
催
、
現
在
で
は

世
界
的
に
そ
の
名
が
知
ら
れ
る
。

近
年
で
は
、「
写
真
文
化
」
に
加
え
、

豊
か
な
自
然
と
人
と
の
共
生
が
生
み
出
す

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
「
大
雪
山
文
化
」
と

し
て
発
信
、
家
具
ク
ラ
フ
ト
産
業
に
従
事

す
る
人
た
ち
と
共
に
「
家
具
デ
ザ
イ
ン
文

化
」
を
形
成
す
る
な
ど
、
三
つ
の
文
化
が

織
り
な
す
町
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
。

一
方
で
、２
０
０
３
年
か
ら
景
観
住
宅
、

民
間
ア
パ
ー
ト
建
設
支
援
、
起
業
支
援
な

ど
の
移
住
施
策
を
継
続
的
に
実
施
し
て
き

た
。
文
化
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
と
継
続
的

な
移
住
・
定
住
施
策
の
両
輪
を
進
め
た
結

果
、
全
国
で
も
ま
れ
に
見
る
人
口
増
の
町

と
な
っ
た
。

こ
こ
で
東
川
町
の
人
口
推
移
を
見
て
み

よ
う
。
１
９
５
０
年
の
1
万
７
５
４
人
を

ピ
ー
ク
に
減
少
が
続
き
、
１
９
９
３
年
度

に
７
０
０
０
人
を
割
っ
た
が
、
１
９
９
４

年
度
以
降
の
「
写
真
の
町
」
事
業
や
住
宅

関
連
施
策
の
実
施
に
よ
り
２
０
１
４
年
に

目
標
と
し
て
き
た
８
０
０
０
人
を
突
破
、

２
０
２
２
年
３
月
末
現
在
８
６
０
１
人
と

な
る
。
整
理
す
る
と
、30
年
間（
１
９
９
３

年
か
ら
２
０
２
２
年
）
で
人
口
は

１
６
２
８
人
、
23
・
３
％
増
、
こ
の
５
年

（
２
０
１
８
か
ら
22
年
）で
は
、２
１
９
人
、

２
・
６
％
増
加
し
て
い
る
。

筆
者
は
、
２
０
１
１
年
か
ら
東
川
町
の

ま
ち
づ
く
り
に
興
味
を
持
ち
、
慶
應
義
塾

大
学
総
合
政
策
学
部
玉
村
雅
敏
教
授
と
共

に
調
査
研
究
を
実
施
し
て
い
る
。
そ
の
成

果
と
し
て『
東
川
ス
タ
イ
ル
』（
玉
村
雅
敏
、

小
島
敏
明
編
著
、
２
０
１
６
、
産
学
社
）、

『
東
川
ス
タ
イ
ル
マ
ガ
ジ
ン（
２
０
１
９
）』

と
し
て
出
版
。
東
川
の
人
た
ち
が
永
年
に

わ
た
り
培
っ
て
き
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、

そ
の
独
自
の
価
値
基
準
を
「
東
川
ス
タ
イ

ル
」
と
し
て
紹
介
し
た
。

「
共
に
学
ぶ
」
東
川
の
実
践
塾

今
回
の
実
践
塾
は
、
東
川
町
の
こ
れ
ま

で
の
ま
ち
づ
く
り
を
理
解
し
な
が
ら
、
人

口
が
増
加
す
る
地
域
に
お
い
て
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
の
必
要
な
視
点
を
考
え
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
。
ま
た
、
受
講
者
の
学
び

を
深
め
る
た
め
、
①
東
川
町
の
ま
ち
づ
く

り
の
特
徴
を
理
解
す
る
②
町
の
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る

③
人
口
増
の
理
由
を
考
え
る
と
共
に
、
人

口
増
に
よ
っ
て
生
じ
て
い
る
課
題
を
抽
出

す
る
―
と
い
う
目
標
を
設
定
し
た
。
さ
ら

に
、
新
し
い
試
み
と
し
て
、
町
の
概
要
や

行
政
施
策
の
説
明
を
事
前
レ
ク
チ
ャ
ー
と

し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
し
、
視
察
資
料

の
提
供
、
レ
ク
チ
ャ
ー
を
も
と
に
事
前
質

問
の
提
出
、
東
川
町
の
若
手
職
員
が
全
て

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に

参
加
す
る
な
ど
、
深
く
相
互
に
学
び
あ
う

環
境
を
形
成
し
た
。

実
践
塾
の
１
日
目
は
、
開
校
式
、
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
参
加
者
と
東
川

の
若
手
職
員
で
構
成
す
る
５
グ
ル
ー
プ
に

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、
地
方
創
生
の
担
い
手
と
な
る
人
材
の
養
成
を
目
的
に

「
地
方
創
生
実
践
塾
」を
実
施
し
て
い
る
。
２
０
２
３
年
10
月
26
日（
金
）～
27
日（
土
）

に
北
海
道
東
川
町
で
開
催
さ
れ
た
実
践
塾
に
つ
い
て
、
主
任
講
師
の
小
島
敏
明
氏
に

ご
報
告
い
た
だ
い
た
。（
企
画
・
人
材
育
成
グ
ル
ー
プ
）

東
川
町
が
目
指
す

�

「
適
疎
」
の
ま
ち
づ
く
り

―
定
住
人
口
増
の
町
が
〝
選
ば
れ
る
理
由
〟
探
る
―小

島
　
敏
明

●

横
浜
商
科
大
学
商
学
部
長
・
教
授

地
方
創
生
実
践
塾

北
海
道
東
川
町
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分
け
、
前
述
の
学
び
の
三
つ
の
目
標
を
共

有
、
そ
し
て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
目
的

に
つ
い
て
説
明
す
る
。

雨
天
の
中
で
ス
タ
ー
ト
し
た
町
内
を
バ

ス
・
徒
歩
で
巡
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

通
じ
、
グ
ル
ー
プ
で
行
動
し
な
が
ら
、
事

前
講
習
等
を
通
じ
て
生
じ
た
「
疑
問
」「
質

問
事
項
」
に
加
え
、
現
地
で
の
「
新
た
な

疑
問
」「
気
づ
き
」
な
ど
の
リ
ス
ト
ア
ッ

プ
を
行
っ
た
。

調
査
先
は
、
町
民
の
新
し
い
居
場
所
と

し
て
機
能
す
る
複
合
文
化
交
流
施
設
「
せ

ん
と
ぴ
ゅ
あ
Ⅰ
・
Ⅱ
」、
丘
陵
か
ら
ま
ち

の
全
景
が
見
渡
せ
る
森
林
公
園
、
森
林
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
「
キ
ト
ウ
シ
の

森
」、
１
９
８
５
年
か
ら
廃
校
を
工
場
と

し
て
利
活
用
し
、
製
作
す
る
家
具
、
生
活

雑
貨
の
販
売
と
カ
フ
ェ
を
通
じ
、
暮
ら
す

こ
と
の
意
味
を
問
い
か
け
る
「
北
の
住
ま

い
の
設
計
社
」、
独
自
性
の
高
い
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
「
東
川
小
学
校
」、

隈
研
吾
氏
と
の
連
携
で
開
設
さ
れ
た
共
生

プ
ラ
ザ
「
そ
ら
い
ろ
」「
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ｕ
の
家
」

と
し
、
移
動
中
の
車
内
、
各
ポ
イ
ン
ト
で

解
説
と
質
疑
応
答
を
受
け
る
。

そ
の
後
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
実
施
し
、

事
前
学
習
や
視
察
を
通
じ
た
「
東
川
の
な

ぜ
」
を
抽
出
す
る
。
受
講
者
か
ら
の
な
ぜ

＝
質
問
は
、「
東
川
が
移
住
者
に
選
ば
れ

る
理
由
」「
移
住
者
の
増
加
と
住
民
の

ギ
ャ
ッ
プ
」「
地
域
活
性
化
起
業
人
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
用
」「
公
共
事
業

の
財
源
確
保
」「
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
」
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
た
。
こ
の
質

問
を
事
前
質
問
と
合
わ
せ
て
整
理
し
、
翌

日
の
菊
地
伸
町
長
の
講
演
、
ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
学
び
を
深
め

る
と
い
う
方
法
を
と
っ
た
。

地
域
の
資
源
を
生
か
し
た
暮
ら
し

２
日
目
は
、
菊
地
町
長
の
講
演
「
適
疎

の
ま
ち
づ
く
り
と
町
の
抱
え
る
課
題
」
か

ら
ス
タ
ー
ト
。
菊
地
町
長
は「
写
真
の
町
」

宣
言
か
ら
始
ま
る
文
化
を
核
と
し
た
地
域

づ
く
り
に
つ
い
て
説
明
。
今
後
の
課
題
と

し
て
、
緩
や
か
に
増
加
し
て
き
た
定
住
人

口
を
増
や
す
の
で
な
く
、
移
住
者
を
含
め

た
す
べ
て
の
住
民
が
幸
福
に
暮
ら
せ
る

「
適
疎
」
の
ま
ち
づ
く
り
を
常
態
化
す
る

こ
と
を
あ
げ
た
。「
適
疎
」
は
、
国
内
の

地
域
が
「
過
疎
」
と
「
過
密
」
に
二
極
化

す
る
流
れ
の
中
で
、
過
密
で
も
な
く
過
疎

で
も
な
い
「
適
当
な
疎
空
間
」
を
意
味
す

る
。
大
雪
山
の
麓
で
文
化
に
触
れ
な
が
ら

共
生
す
る
暮
ら
し
を
表
現
す
る
も
の
で
あ

る
。次

に
、
菊
地
町
長
と
若
手
職
員
に
よ
る

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
始
。テ
ー
マ
は
、

受
講
者
の
質
問
を
整
理
し
て「
つ
な
が
り
」

「
選
ば
れ
る
理
由
」「
ギ
ャ
ッ
プ
の
改
善
」

「
財
政
・
財
源
」「
職
員
」「
居
場
所
と
交
流
」

「
町
内
経
済
循
環
」
と
し
、
町
長
、
若
手

が
コ
メ
ン
ト
し
た
。
立
場
や
役
割
を

超
え
た
本
音
の
ト
ー
ク
に
、
東
川
の

特
徴
で
あ
る
役
場
内
の
風
通
し
の
良

さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

午
後
か
ら
は
、
二
つ
の
テ
ー
マ
で
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
実
施
。
第
１
に
、「
東

川
町
の
移
住
・
定
住
者
が
増
加
す
る
要
因

を
整
理
し
、
実
践
塾
で
学
ん
だ
東
川
町
の

移
住
定
住
施
策
を
、
自
分
の
地
域
に
活
か

す
方
法
」に
つ
い
て
議
論
を
し
、次
に
、「
東

川
町
の
抱
え
て
い
る
課
題
を
考
察
し
、
こ

れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
が
直
面
す
る
課
題

と
し
て
位
置
付
け
、解
決
策
を
提
言
す
る
」

と
い
う
も
の
。

今
回
の
実
践
塾
で
は
、
東
川
町
が
実
施

し
て
き
た
ユ
ニ
ー
ク
な
施
策
を
理
解
す
る

に
留
ま
ら
ず
、
永
年
に
わ
た
っ
て
培
っ
て

き
た
東
川
町
の
行
政
ス
タ
イ
ル
の
真
髄
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
受
講
生
に
と
っ

て
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

良
き
機
会
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

フィールドワークの様子

地方創生実践塾（北海道東川町）の概要

テーマ：東川町が目指す「適疎」のまちづくり

主任講師：横浜商科大学商学部長・教授　小島 敏明 氏
事前オンライン講義：10 月５日（木）

　　　　『写真文化首都「写真の町」東川町』

1 日目　10 月 26 日（金）
フィールドワーク、グループワーク①

2 日目　10 月 27 日（土）
　1 日目の振り返り 
　特別講義・トークセッション　
　　登壇者 主任講師　小島 敏明 氏
　　登壇者 東川町町長　菊地 伸 氏
　グループワーク②
　　登壇者 東川町町長 菊地 伸 氏

集合写真

グループワークの様子
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性
で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
力
や
思
考
力
、
企
画
力
等
を
伸

ば
す
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
自
己
肯
定
感
の

向
上
や
地
域
へ
の
愛
着
形
成
に
も
つ
な
が

り
、
何
よ
り
冒
頭
で
示
し
た
自
分
自
身
が

関
わ
っ
て
地
域
を
良
く
し
て
い
こ
う
と
す

る
当
事
者
意
識
を
芽
生
え
さ
せ
る
き
っ
か

け
に
な
る
と
考
え
る
。

前
・
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
副
参
事

●
中
村 

行
博 （
京
都
府
木
津
川
市 

�

マ
チ
オ
モ
イ
部
観
光
商
工
課
係
長
）

を
得
る
た
め
の
試
験
に
合
格
す
る
こ
と

で
、
仮
想
都
市
で
生
活
す
る
た
め
の
パ
ス

ポ
ー
ト
を
得
る
。
次
に
、
働
き
、
勉
強
す

る
こ
と
で
生
活
費
（「
ミ
ミ
ュ
」
と
い
う

仮
想
通
貨
）
を
稼
ぎ
、
そ
れ
を
消
費
す
る

こ
と
で
経
済
を
回
し
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を

確
保
す
る
た
め
に
納
税
す
る
。
仮
想
都
市

に
は
複
数
の
職
業
や
学
習
の
場
が
同
時
に

集
積
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
仕
事
と
定
義

さ
れ
、
入
職
も
退
職
も
子
ど
も
の
自
由
意

志
で
行
わ
れ
、
自
ら
起
業
す
る
こ
と
も
で

き
る
。
架
空
都
市
で
生
活
す
る
た
め

の
決
ま
り
事
は
政
治
に
よ
り
決
定
さ

れ
、
政
治
家
を
選
出
す
る
た
め
の
選

挙
も
実
施
さ
れ
る
。

楽
し
み
な
が
ら
学
べ
る 

優
位
性

社
会
や
ま
ち
の
仕
組
み
を
子
ど
も

の
う
ち
に
楽
し
み
な
が
ら
学
べ
る
こ

と
は
、
ミ
ニ
・
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
優
位

労
働
体
験
や
納
税
、
選
挙
も

調
査
先
を
模
索
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
ド

イ
ツ
連
邦
共
和
国
で
行
わ
れ
て
い
る

M
ini-M

ünchen

（
以
下
「
ミ
ニ
・
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
」）
の
取
り
組
み
を
知
り
、
関
心

を
抱
い
た
。

ミ
ニ
・
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
と
は
、
遊
び
な
が

ら
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
「
小
さ
な
都
市
」

を
創
り
あ
げ
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。
子
ど

も
た
ち
が
実
在
す
る
都
市
を
舞
台
に
仮
想

の
小
さ
な
都
市
を
形
成
し
、
そ
の
都
市
が

機
能
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
機
関
や
活

動
等
を
自
由
な
発
想
で
自
ら
創
り
運
営
す

る
。
対
象
年
齢
は
7
歳
か
ら
15
歳
で
、
夏

休
み
期
間
を
活
用
し
、
隔
年
で
8
月
の
平

日
10
時
か
ら
17
時
の
時
間
帯
に
3
週
間
開

催
さ
れ
る
。

当
事
業
の

大
ま
か
な
流

れ
は
次
の
と

お
り
で
あ

る
。
ま
ず
、

仮
想
都
市
の

市
民
に
な
る

た
め
の
事
前

学
習
や
労
働

体
験
の
予
行

演
習
を
4
時

間
ず
つ
こ
な

し
、
市
民
権

海
外
調
査
報
告

ド
イ
ツ
③

― Mini-München が育むシビックプライド ―
子どもたちが創る「小さな都市」

現在、我が国では少子高齢化と人口減少が進行しており、地域コミュニティを取り巻く環境が大きく変化している。
かつて、地域コミュニティには多くの住民が関わり、地域全体でまちの課題解決や発展のためさまざまな取り組みを行っ
てきたが、近年は社会保障制度の充実やメディアの発達、ライフスタイルの多様化等により、地域のきずなが弱まり、
地域コミュニティへの意識が希薄化している。このため、特に地方では、地域づくりの担い手が不足するという大きな
課題に直面しており、地域社会全体でこの課題を克服するための仕組みを再構築することが求められている。

今回の海外調査研究では、子どもたちのシビックプライド構築につながる取り組みのノウハウを調査した。

Labyrinth Kindermuseum München
（こどもミュージアム）にて

Mini-München の様子（子供市議会）
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講
義
Ⅰ　

多
様
な
価
値
認
め
る 

新
し
い
社
会
を

一
般
社
団
法
人N

ext Com
m

ons 
Lab

フ
ァ
ウ
ン
ダ
ー
の
林
篤
志
氏
が
、
地

域
資
源
を
活
用
し
た
起
業
を
通
し
て
地
域

全
体
を
活
性
化
す
る
取
り
組
み
で
あ
る
ロ

ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
呼
び
込
む
ま
ち
づ

く
り
を
テ
ー
マ
に
講
義
し
ま
し
た
。

林
氏
は
、
地
域
で
起
業
家
を
生
み
出
し

て
街
に
活
気
を
も
た
ら
す
た
め
に
自
治
体

や
地
域
が
取
り
組
む
べ
き
こ
と
を
解
説
。

生
産
性
や
効
率
だ
け
を
追
い
か
け
る
の
で

は
な
く
、
多
様
な
物
差
し
に
よ
る
価
値
を

認
め
る
「
ポ
ス
ト
資
本
主
義
社
会
」
が
必

要
だ
と
強
調
し
ま
し
た
。
地
域
お
こ
し
協

力
隊
制
度
の
活
用
と
い
う
点
で
は
、
起
業

を
目
指
す
隊
員
に
寄
り
添
っ
た
支
援
の
在

り
方
に
触
れ
、
事
前
の
リ
サ
ー
チ
や
合
意

形
成
、
環
境
づ
く
り
が
必
要
で
あ
り
、
関

係
者
間
で
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
、
し
っ
か

り
と
し
た
協
力
体
制
を
作
っ
て
ロ
ー
カ
ル

ベ
ン
チ
ャ
ー
を
始
動
す
る
こ
と
が
大
切
だ

と
指
摘
。
ま
た
、
住
民
主
体
の
新
し
い
自

治
の
仕
組
み
で
あ
る
「Local 

Coop

」
に
よ
り
、
住
民
が
地

域
自
治
に
参
画
し
や
す
く
な

る
と
述
べ
ま
し
た
。

　

講
義
Ⅱ　

官
民
連
携
の 

　

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

横
瀬
町
ま
ち
経
営
課
の
田

端
将
伸
氏
は
「
よ
こ
ら
ぼ
」

の
取
り
組
み
と
そ
こ
で
採
択

さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事

例
を
紹
介
し
ま
し
た
。

田
端
氏
に
よ
れ
ば
、「
よ
こ
ら
ぼ
」
は

官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
、

ま
ち
づ
く
り
の
実
践
や
実
証
実
験
が
で
き

る
フ
ィ
ー
ル
ド
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
柔

軟
性
を
持
っ
た
ア
イ
デ
ア
で
新
た
な
チ
ャ

レ
ン
ジ
が
し
た
い
事
業
者
と
、
既
存
資
源

の
活
用
方
法
の
発
掘
や
外
部
か
ら
ヒ
ト
・

モ
ノ
・
カ
ネ
・
情
報
を
継
続
的
に
流
入
さ

せ
て
地
域
の
活
性
化
を
目
指
す
横
瀬
町
の

両
者
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
取
り
組

み
で
す
。
田
端
氏
は
、
横
瀬
町
が
チ
ャ
レ

ン
ジ
の
土
俵
を
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新

た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ア
イ
デ
ア
が
集
ま

る
と
と
も
に
町
の
知
名
度
が
上
が
り
、
関

係
人
口
が
増
え
る
と
い
う
好
循
環
を
生
み

出
す
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
と
紹
介
。
7

年
間
で
２
３
４
件
の
提
案
が
あ
り
、
そ
の

う
ち
１
４
１
件
が
採
択
さ
れ
て
い
る
と
述

べ
ま
し
た
。

講
義
Ⅲ　

震
災
後
を
支
え
た
の
は

地
元
企
業

株
式
会
社
小
高
ワ
ー
カ
ー
ズ
ベ
ー
ス
代

表
取
締
役
の
和
田
智
行
氏
が
、「
地
域
の

１
０
０
の
課
題
か
ら
１
０
０
の
ビ
ジ
ネ
ス

を
創
出
す
る
」
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
た
、

仕
事
や
生
き
が
い
づ
く
り
、
生
活
環
境
整

備
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
講
義
し
ま
し

た
。和

田
氏
に
よ
る
と
、
東
日
本
大
震
災
で

大
手
企
業
や
チ
ェ
ー
ン
店
が
撤
退
し
て
い

く
中
、
地
元
の
福
島
県
南
相
馬
市
の
事
業

者
が
町
を
支
え
続
け
た
経
験
か
ら
生
ま
れ

た
取
り
組
み
で
す
。
特
定
の
企
業
に
依
存

せ
ず
、
生
業
を
持
つ
人
々
が
集
ま
る
こ
と

で
地
域
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
生
ま
れ
て
活
発
化
し
、
そ
の
環

境
が
続
く
こ
と
に
よ
っ
て
次
の
世
代
に
も

起
業
と
い
う
選
択
肢
が
当
た
り
前
と
な
る

よ
う
な
未
来
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
和
田
氏
は
「
課
題
が
あ
る
と
い
う
こ

と
は
裏
を
返
せ
ば
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
種
に
な

り
得
る
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

事
前
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
参

加
者
同
士
で
講
義
の
感
想
や
疑
問
点
、
自

身
の
地
域
の
現
状
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
出
た
質
問
に
沿
っ
て
ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
を
実
施
。
行
政
、
民
間
企
業
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
か
ら
考
え
る
今
後
の
立
ち
位

置
や
相
互
関
係
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
ま

し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
し
て

支
援
者
と
行
政
と
事
業
者
の
三
者
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
か
ら
の
講
義
に
よ
り
、
支
援

者
と
行
政
が
地
域
社
会
と
の
連
携
や
地
域

資
源
の
活
用
等
に
よ
っ
て
事
業
者
を
支
え

る
こ
と
、
そ
し
て
事
業
者
は
地
域
課
題
を

逆
手
に
取
っ
て
柔
軟
な
ア
イ
デ
ア
を
発
揮

す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
副
参
事

●
池
下
愼
太
郎

�

（
長
崎
県
諫
早
市
よ
り
派
遣
）

２
０
２
３
年
度　

新
た
な
知
と
方
法
を
生
む
地
方
創
生
セ
ミ
ナ
ー

２
０
２
３
年
度
新
た
な
知
と
方
法
を
生
む
地
方
創
生
セ
ミ
ナ
ー
「
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン

チ
ャ
ー
を
呼
び
込
む
ま
ち
づ
く
り
～
新
し
い
社
会
は
地
方
か
ら
創
る
～
」
を
、

２
０
２
３
年
11
月
2
日
（
金
）
に
オ
ン
ラ
イ
ン
を
併
用
し
て
開
催
し
ま
し
た
。
地
方

自
治
体
な
ど
か
ら
20
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

～
新
し
い
社
会
は
地
方
か
ら
創
る
～

ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
呼
び
込
む
ま
ち
づ
く
り

講義の様子

集合写真
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TOPICS
トピックス「

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」
は
、
地
域
に
生

ま
れ
た
す
べ
て
の
赤
ち
ゃ
ん
を
対
象
に
、

絵
本
を
ひ
ら
く
楽
し
い
「
体
験
」
と
「
絵

本
」
を
セ
ッ
ト
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
活
動

で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
の
幸
せ
を
願
い
、
行
政

と
市
民
が
協
働
す
る
自
治
体
の
事
業
と
し

て
、
全
国
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
２
３
年
４
月
１
日
の
「
こ
ど
も
基

本
法
」
施
行
か
ら
ま
も
な
く
１
年
。
す
べ

て
の
子
ど
も
が
、
将
来
に
わ
た
っ
て
幸
福

な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実

現
を
目
指
す
気
運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
社
会
動
向
を
ふ
ま
え
、
当
Ｎ
Ｐ

Ｏ
で
は
２
０
２
３
年
10
月
、「『
赤
ち
ゃ
ん

に
と
っ
て
の
最
善
』
の
た
め
に
私
た
ち
が

で
き
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
「
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
全
国
研
修
会
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

開
催
し
ま
し
た
。

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
に
は
、「
一
人
ひ
と

り
の
赤
ち
ゃ
ん
の
存
在
を
尊
重
す
る
」
と

い
う
考
え
が
根
底
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
こ

と
に
改
め
て
立
ち
返
る
た
め
、 

研
修
会
で

は
、
児
童
精
神
科
医
で
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

Ｐ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
Ｓ
代
表
理
事
の
小
澤
い
ぶ
き

さ
ん
に
「
子
ど
も
の
声
を
聴
く
～
子
ど
も

の
権
利
に
根
ざ
し
た
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

な
社
会
に
向
け
て
～
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

次
の
よ
う
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

子
ど
も
の
声
を
「
聴
く
」
と
は

「
こ
の
遊
具
が
ほ
し
い
と
、
先
生
た
ち

と
話
し
て
意
見
が
通
っ
た
の
。
ど
ん
な
遊

具
を
置
く
か
み
ん
な
で
話
し
合
っ
て
決
め

た
ん
だ
よ
」

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
学
校
を
訪
問
し
た
と

き
、
子
ど
も
た
ち
が
校
庭
の
遊
具
を
指
さ

し
、
そ
う
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
子
ど
も

の
声
や
気
持
ち
、
感
じ
た
こ
と
、
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
を
大
人
が
受
け
止
め
て
、
一
緒

に
考
え
る
。
子
ど
も
に
関
わ
る
こ
と
を
決

め
る
場
に
、
子
ど
も
が
当
た
り
前
に
存
在

す
る
や
り
取
り
が
、
日
常
の
中
で
繰
り
返

さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

子
ど
も
の
声
を
「
聴
く
」
と
い
う
こ
と

は
、
こ
の
よ
う
に
大
人
が
子
ど
も
の
言
葉

に
耳
を
傾
け
て
、
真し

ん

摯し

に
向
き
合
い
な
が

ら
一
緒
に
考
え
て
い
く
こ
と
、
そ
し
て
聴

い
た
声
が
ど
う
な
っ
た
か
を
子
ど
も
に
共

有
し
て
い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
子
ど

も
自
身
が
「
ち
ゃ
ん
と
聴
か
れ
た
」
と
感

じ
る
よ
う
な
関
わ
り
を
、養
育
者
や
先
生
、

地
域
の
人
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
大
人

が
繰
り
返
し
営
む
こ
と
が
、
子
ど
も
の
権

利
が
尊
重
さ
れ
、
本
当
に
「
声
が
聴
か
れ

る
」
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。ま

だ
言
葉
が
話
せ
な
い
赤
ち
ゃ
ん
は
、

泣
い
た
り
笑
っ
た
り
、
言
葉
以
外
の
方
法

で
自
分
を
表
現
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

大
人
が
「
う
れ
し
い
ね
」「
お
な
か
が
す

い
た
か
な
」
と
言
葉
に
し
、
欲
求
に
応
え

た
り
、
例
え
ば
オ
ム
ツ
を
替
え
る
時
、
丁

寧
に
何
を
す
る
か
を
伝
え
て
い
く
。
こ
れ

も
、
赤
ち
ゃ
ん
の
声
を
「
聴
く
」
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
で
は
、
絵
本
を
楽
し

む
赤
ち
ゃ
ん
の
様
子
に
、
大
人
が
応
答
す

る
と
い
う
時
間
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
赤
ち
ゃ
ん
の
権
利
に
根
ざ
し
た
大
切

な
取
り
組
み
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
を
尊
重
す
る 

社
会
と
市
民
の
役
割

「
声
を
聴
き
や
す
い
環
境
」
を
つ
く
る

こ
と
も
大
切
で
す
。
例
え
ば
バ
ス
の
中
で

赤
ち
ゃ
ん
が
泣
い
て
い
て
、
そ
れ
を
し
か

め
面
で
見
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
る

と
、養
育
者
は
「
泣
き
止
ま
せ
な
け
れ
ば
」

と
焦
っ
て
し
ま
い
、
赤
ち
ゃ
ん
の
表
現
を

尊
重
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま

う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、「
泣
い
て

も
大
丈
夫
だ
よ
」
と
い
う
ま
な
ざ
し
が
あ

宗
友
　
史
織

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
自
治
体
支
援
担
当

―
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
全
国
研
修
会
２
０
２
３
―

「
赤
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
の
最
善
」
の
た
め
に

オンラインで実施した全国研修会には自治体職員など約 740人が参加した
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る
こ
と
で
、
安
心
し
て
赤
ち
ゃ
ん
に
言
葉

を
か
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

つ
ま
り
、
養
育
者
が
子
ど
も
を
尊
重
で

き
る
安
心
安
全
な
環
境
を
つ
く
っ
て
い
け

る
の
は
、
そ
の
周
り
に
い
る
私
た
ち
市
民

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

大
変
な
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、
日
常
の

中
に
も
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
朝
５

分
だ
け
早
く
家
を
出
て
、
横
断
歩
道
を
渡

る
子
ど
も
を
そ
っ
と
見
守
る
。
普
段
や
っ

て
い
る
庭
掃
除
を
門
を
開
け
て
や
っ
て
み

る
。
子
ど
も
の
生
活
動
線
上
に
、
私
た
ち

と
の
出
会
い
の
き
っ
か
け
を
置
い
て
み
る

と
、
で
き
る
こ
と
が
見
え
て
く
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

休
止
し
て
い
た 

読
み
き
か
せ
を
再
開

小
澤
さ
ん
に
続
い
て
、
二
つ
の
地
域
が

事
例
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
ブ
ッ
ク
ス
タ

ー
ト
で
は
、
家
庭
で
親
子
が
絵
本
を
介
し

て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
具
体
的
な
き
っ

か
け
と
な
る
よ
う
、
読
み
き
か
せ
の
「
体

験
」
と
と
も
に
絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、多
く
の
自
治
体
で
は
、

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
動
に
協
力
し
て

い
ま
す
。
神
奈
川
県
藤
沢
市
総
合
市
民
図

書
館
の
安
田
伸
幸
さ
ん
か
ら
は
、
市
民
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
協
働
に
つ
い
て
、
次
の

よ
う
な
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

１
歳
６
カ
月
児
健
診
で
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
を
実
施
す
る
藤
沢
市
で
は
、
約
１
０
０

人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
交
替
で
携
わ
り
、

親
子
一
組
ず
つ
へ
の
読
み
き
か
せ
の
ほ

か
、
会
場
設
営
や
飾
り
つ
け
を
行
っ
て
い

ま
す
。

コ
ロ
ナ
以
降
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

読
み
き
か
せ
が
休
止
し
て
い
ま
し
た
が
、

２
０
２
３
年
５
月
に
５
類
へ
移
行
し
た
こ

と
を
機
に
再
開
に
向
け
た
検
討
を
ス
タ
ー

ト
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
安
心
し
て
参
加
で

き
る
環
境
を
つ
く
る
た
め
、
会
場
設
営
を

簡
素
化
し
、
短
時
間
の
参
加
も
で
き
る
よ

う
に
す
る
な
ど
体
制
を
整
え
、
７
月
に
は

読
み
き
か
せ
を
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
保
護
者
か
ら
は
、「
上
の
子
の
と
き

は
絵
本
を
渡
さ
れ
た
だ
け
で
し
た
。
今
回

は
読
み
き
か
せ
を
し
て
も
ら
え
て
、
子
ど

も
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
」
と
い
っ
た
声
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
３
年
ぶ
り
の
新
規
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
に
は
13
人
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
赤
ち
ゃ
ん
に
関

わ
る
人
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

会
場
に
戻
っ
た
親
子
の
笑
顔

愛
知
県
尾
張
旭
市
健
康
課
の
上
原
敦
子

さ
ん
と
三
浦
倫
子
さ
ん
か
ら
は
、「『
体
験
』

と
と
も
に
届
け
た
い
思
い
～
コ
ロ
ナ
禍
を

経
て
～
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
次
の
よ
う

な
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
以
降
、
身
近
に
悩
み
を
相
談
で

き
る
人
が
お
ら
ず
、
子
育
て
に
行
き
詰
ま

っ
て
い
る
保
護
者
が
増
え
て
い
る
印
象
が

あ
り
ま
し
た
。
尾
張
旭
市
健
康
課
で
は
、

親
子
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
か
ら

伝
え
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
そ
し

て
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
で
の
読
み
き
か
せ

の
「
体
験
」
が
そ
の
具
体
的
な
き
っ
か
け

に
な
る
と
し
て
、
感
染
拡
大
以
降
休
止
し

て
い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
読
み
き
か

せ
を
再
開
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

絵
本
を
そ
の
場
で
読
ん
で
み
る
と
、
会

場
で
は
親
子
の
笑
顔
が
再
び
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
中
に
は
久
し
ぶ
り
に
家
族
以

外
の
人
と
話
し
た
と
い
う
保
護
者
も
い
ま

し
た
。
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
を
通
し
て
、
親

子
の
関
係
づ
く
り
を
楽
し
く
伝
え
て
い
き

た
い
で
す
。

2 年 8か月ぶりに読み聞かせを再開した愛知県尾張旭市

神奈川県藤沢市では年間約 3000 人の赤ちゃんに絵本をプレゼントする

講演する小澤いぶき氏
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第 ５ 回 ふるさと動画大賞

審 査 結 果

審 査 委 員

�   � 川住昌光

クリエイティブディレクター
箭内道彦⽒

審査委員⻑

 地域活性化センターでは、ふるさとの魅⼒を発信する動画コンテンツによる地域情報発信を
⽀援するために「地域プロモーションアワード」の⼀環として年に⼀度「ふるさと動画⼤賞」
を開催し、全国各地の創意⼯夫に満ちた動画コンテンツを募集、表彰している。

開催趣旨

応募作品：1 3 4作品 � � � 受賞作品：９作品
応募作品数

和歌⼭⼤学
観光学部教授 
⽊川剛志⽒

審査委員

⼥優
秋吉久美⼦⽒

審査委員

マガジンハウスクロスメディア事業局局⻑
⼾髙良彦⽒

審査委員

⼀般財団法⼈地域活性化センター
常務理事

審査委員

B B T � ⼤学 � 教授 �
⼀般社団法⼈ � I N S P I R E代表理事 
⾕中修吾⽒

審査委員

地域プロモーションアワード２０２３
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大賞

「こがくらす」ブランドムービー

優秀賞 優秀賞

新潟県　 長崎県松浦市　

箭内道彦賞 木川剛志賞秋吉久美子賞

戸髙良彦賞 谷中修吾賞 地域活性化センター賞

岡山県吉備中央町　　 長崎県　
「佐賀県唐津市のこと、もっと知って下さい。」 

東温ラブストーリー  Fantastique�Toba 出雲市消防本部PR動画−IZUMO�FIRE−

CROSSING NAGASAKI〜交差する⻑崎〜
 （ダイジェスト版）

佐賀 県唐津市

茨城県古河市

NIIGATA�Culture�Tourism 
�ニイガタ�カルチャー�ツーリズム Episode1 

�-�新潟・佐渡エリア�- アジフライの聖地松浦 プロモーション動画 

吉備中央町PR動画＃1（町⻑逮捕？編） 

愛媛県東温市　　 三重県鳥羽市　 島根県出雲市

�����※��受賞作品の詳細は右のQRコードをご覧ください。
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審査委員

⼀般財団法⼈
地域活性化センター 
常務理事

�   � 川住昌光

審査委員

イラストレーター

南伸坊⽒

審査委員⻑

お笑いコンビ 
パックンマックン
パックン⽒

審査委員

 地域活性化センターでは、パンフレットによる地域情報発信を⽀援
するため「地域プロモーションアワード」の⼀環として年に⼀度「ふ
るさとパンフレット⼤賞」を開催し、全国各地の趣向を凝らしたパン
フレットを募集、表彰している。

開催趣旨

第 11 回 
ふるさとパンフレット大賞

審 査 結 果

応募作品：8 2作品 受賞作品： � 7作品

応募作品数

國學院⼤學
観光まちづくり学部 
教授 楓千⾥⽒

審査委員

お笑いコンビ 
パックンマックン
マックン⽒

審査委員

地域プロモーションアワード２０２３
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優秀賞�/�愛媛県宇和島市 南伸坊賞�/�⻑崎県松浦市 楓千⾥賞�/�⿅児島県南九州市
宇和島ブランドブック meets!まつら（vol18） 南九州市「旅の雑誌」

パックン賞�/�岩⼿県九⼾郡洋野町 マックン賞�/�福島県只⾒町 地域活性化センター賞
            �/�埼⽟県寄居町

ひろのとつながるみなさまへ 只⾒線⾞窓ガイドブック
（只⾒線全線運転再開記念Ver.) YORII�TOWN�DIARY�&

ORIGINAL�NOTE�2023

⼤賞�／�埼⽟県熊⾕市
KUMAGAYA�NIKUJIRU�UDON�SPIRIT

�����※��受賞作品の詳細は右のQRコードをご覧ください。

受 賞作品
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昨
年
は
、
地
方
自
治
体
関
係
誌
へ
の
寄
稿
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、

あ
る
い
は
各
種
座
談
会
に
出
席
の
機
会
を
賜
り
ま
し
た
。

本
稿
は
、
そ
の
締
め
の
機
会
と
し
て
筆
を
執
っ
て
お
り
ま
す
。

我
々
は
４
月
～
３
月
の
会
計
年
度
で
仕
事
を
仰
せ
つ
か
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
２
０
２
３
年
度
末
の
〆
の
お
話
と
し
て
お
許
し
く
だ

さ
い
。

「
政
治
は
言
葉
だ
」
と
言
わ
れ
ま
す
の
で
、
ま
ず
言
葉
の
話
題

か
ら
。

我
々
は
自
治
体
の
「
首
長
」
で
、
こ
の
欄
の
上
に
も
「
首
長
の

思
い
」
と
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
「
首
長
」
で
検
索
し
ま
す
と
、
地

方
自
治
総
合
研
究
所
２
０
２
０
年
１
月
コ
ラ
ム
に
「『
首
長
』
の

源
流
を
求
め
て
」
が
真
っ
先
に
出
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
文
部
科

学
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
は
首
長
と
教
育
委
員
会
と
の
関
係
が
、
衆

議
院
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
は
議
会
と
首
長
と
の
関
係
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
法
令
検
索
に
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
諸
処
探

し
て
、
結
局
、
憲
法
第
66
条
等
に
「
首
長
た
る
内
閣
総
理
大
臣
」

と
あ
る
の
み
で
す
。
従
っ
て
私
は
、「
首
長
の
思
い
」
で
な
く
「
長

の
思
い
」
と
し
て
以
下
記
す
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
憲
法

中
に
も
「
地
方
公
共
団
体
の
長
」
と
あ
る
こ
と
も
付
記
い
た
し
ま

す
。「長

」
に
な
っ
て
十
余
年
。
国
、
県
お
よ
び
諸
団
体
と
の
お
付

合
い
は
数
限
り
な
く
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
の
「
長
」
と
は
〝
如
何

な
る
権
限
あ
り
や
〟
と
調
べ
ま
す
と
、
憲
法
第
94
条
に
地
方
公
共

団
体
は
「
事
務
を
処
理
し
、
及
び
行
政
を
執
行
す
る
権
能
」
を
有

す
る
と
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
地
方
公
共
団
体
の
「
長
」
は
、
地
方

自
治
法
第
１
４
７
条
に
よ
り
代
表
権
が
付
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
代
表
権
を
行
使
し
て
、
国
や
県
に
い
わ
ゆ
る
陳
情
を
致
す

こ
と
と
な
り
ま
す
。
陳
情
は
、
法
律
上
は
市
町
村
等
か
ら
の
意
見

の
扱
い
と
な
り
ま
す
。

で
は
、
そ
の
意
見
は
国
に
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
か
で
す
が
、

国
に
市
町
村
等
の
意
見
を
聴
く
義
務
を
課
し
て
い
る
法
律
は
47
件

き
り
あ
り
ま
せ
ん
。
詳
し
く
申
し
上
げ
れ
ば
、
国
に
市
町
村
の
意

見
聴
取
義
務
を
課
す
法
律
は
24
件
、
都
道
府
県
経
由
で
意
見
聴
取

義
務
を
課
す
法
律
が
８
件
、
国
に
意
見
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き

る
と
す
る
法
律
が
11
件
、
国
に
全
国
的
な
連
合
組
織
の
意
見
聴
取

義
務
を
課
す
る
法
律
は
３
件
、
意
見
提
出
を
可
能
と
す
る
法
律
は

１
件
、
計
47
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
行
法
２
１
２
０
件
中
、
47

件
で
す
。（
11
月
27
日
現
在
）

こ
の
47
件
の
法
律
に
基
づ
く
意
見
以
外
は
、
単
な
る
陳
情
要
望

で
あ
り
、
国
が
要
望
団
体
に
回
答
す
る
、
し
な
い
は
全
く
の
自
由

裁
量
で
あ
り
ま
す
。

以
上
が
、
法
律
上
の
地
方
自
治
体
と
そ
の
長
の
意
見
の
扱
い
で

す
。三

割
自
治
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
２
１
２
０
件
の
う
ち

の
約
２
％
で
す
か
ら
、
遠
く
及
び
ま
せ
ん
。
と
は
申
せ
、
現
行
法

の
扱
い
に
か
ま
け
て
、
モ
ノ
申
さ
な
い
「
長
」
で
い
る
訳
に
は
参

り
ま
せ
ん
。
蟷と

う

螂ろ
う

の
斧
、
ゴ
マ
メ
の
歯
ぎ
し
り
で
あ
っ
て
も
、
言

葉
を
発
す
る
義
務
あ
る
「
長
」
で
あ
り
ま
す
。

今
、
世
界
は
気
候
変
動
（clim

ate change

）
と
い
う
人
類
史

上
最
大
の
危
機
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。
国
連
事
務
総
長
の
言
葉

通
り
、
世
界
は
夏
と
冬
の
時
代
に
突
入
し
て
い
ま
す
。

生
態
系
も
大
変
化
で
す
。
福
島
県
沖
で
も
亜
熱
帯
魚
が
水
揚
げ

さ
れ
、
お
米
も
北
海
道
産
が
お
い
し
い
と
か
。「
北
帰
行
」「
北
上

夜
曲
」「
函
館
の
女
」
が
再
び
流
行
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
歌

は
さ
て
お
き
、
気
候
変
動
は
全
世
界
の
課
題
で
、
日
本
も
例
外
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
外
ど
こ
ろ
か
、
南
北
に
長
い
我
が
国
が
最
も

影
響
大
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
気
候
変
動
を
与
件
と
し
て
受

容
し
、
そ
れ
に
連
動
す
る
不
可
避
な
事
態
に
即
応
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

先
ず
は
「
気
候
変
動
」「
人
口
変
動
」、
人
口
変
動
に
対
応
で
き

る
「
デ
ジ
タ
ル
変
動
」、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中
で
避

け
て
は
通
れ
な
い
「
為
替
・
物
価
変
動
」、
社
会
・
経
済
シ
ス
テ

ム
や
災
害
対
策
等
を
平
面
で
は
な
く
、
立
体
的
な
視
点
が
必
須
と

な
る
「
三
次
元
変
動
」。
こ
う
し
た
変
動
に
耐
え
う
る
日
本
法
制

と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
特
に
気
に
な
る
の
は
学
校
教
育
で

す
。
憲
法
第
26
条
第
１
項
を
遵
守
し
、
義
務
教
育
を
「
そ
の
能
力

に
応
じ
た
」
進
級
制
度
に
改
め
、
次
代
を
担
う
若
い
世
代
に
早
く

社
会
に
出
て
い
た
だ
き
、
一
人
二
役
、
一
人
三
役
の
活
躍
を
し
て

も
ら
う
こ
と
こ
そ
が
、
持
続
可
能
な
日
本
国
に
必
要
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
切
り
替
え
は
「
今
で
し
ょ
」。

福島県郡山市長 品川　萬里

「長」の思い
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京丹後市

京
都
府

300

京丹後市は、京都府の最北端、日本列
島のほぼ中央に位置し、日本海に面

する約50㎞の海岸線のほぼすべてが国
立・国定公園に指定される自然豊かなま
ちです。国内随一の透明度を誇る白砂の
ビーチ、良好な岩石美の景観が続く半島
周回道路、豊かな森と渓谷に囲まれのど
かな田園風景が広がる山間部など、四季折々、日々刻々と表情を変える「海・森・里山　つながりの郷」です。
　約2500万年前からの日本海形成過程でもたらされた学術的価値の高い地形・地質は「山陰海岸ユネスコ世界ジオパーク」
に認定され、美しい自然景観とともに、幻のブランド蟹「間人ガニ」や丹後とり貝、久美浜かき、活イカなどの豊富な水産資
源、高い食味評価のコシヒカリ、多品種高糖度なフルーツなど多様な食を育み、名水を使った5軒の酒蔵、府内最多の40泉
源をもたらしています。地勢的・気象的に恵まれ豊かさに満ちた土地柄は、古代「丹後王国」から連綿と続く多様な産業と豊
かな歴史文化を生み、まち全体が訪れる方の心を満たす「日本のふるさと」となっています。

█立岩（丹後町間人）
高さ 20㍍の巨大な一枚岩。市
域の中心河川「竹野川」を日
本海で受け止める鬼伝説の岩
は、地域のシンボルとして親
しまれています

█ビーチブランコゆらり 
（網野町夕日ヶ浦）
思わずため息が出る夕景の美
しさで知られる「夕日ヶ浦」。
流木で作られたフォトジェニッ
クな「ゆらり」では極上のサ
ンセットタイムが味わえます

█野間川（弥栄町野中）
アユやウナギが生息しホタル
舞う清流は、極上の米を育み
ます。豊かな自然と美しい田
園風景に包まれた京丹後市最
奥部の集落です

█金刀比羅神社『狛猫』 
（峰山町泉）
全国的に珍しい狛猫。ちりめ
んで栄えた丹後を象徴して、
絹や蚕を鼠

そ
害
がい

（ネズミによる
害）から守った猫がお仕えし
ています

█ツリーハウス（久美浜町蒲井）
エメラルドグリーンの海を見
下ろすツリーハウス。2021
年、ビール会社のＣＭ撮影地
として、注目を浴びました

█間人ガニ（丹後町間人）
日帰り漁で獲れるズワイガニ
は、味や品質などすべてにお
いて最上級。カニ刺し、焼き
ガニなど、至福の味わいが楽
しめます

█久美浜一区のまちなみ 
（久美浜町）
「うなぎの寝床」と呼ばれる町
家や風情ある川筋、昭和初期
の街並みが残る景観は歴史散
策に最適です

█内山ブナ林（大宮町五十河）
府下最大級のブナ林。標高
450㍍以上の斜面に、ブナや
カエデなど約 300 種類の植物
が自生し、秋には美しく紅葉
します

█琴引浜（網野町掛津）
全長 1.8㌔の鳴

なき
砂
すな

の浜で、白砂青松が美しい景勝地。日本の音風景百選など数々の百選に
選ばれています

彩り・味わい京丹後
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遠隔自治体の連携による
地域活性化

基調論文／木村　俊介
遠隔型広域連携の展望

銀河連邦／長島正浩
宇宙への夢育む〝連邦国家〟

熊本県菊池市、福岡県久留米市、八女市、小郡市、うきは市、大刀洗町／髙見 淳
共通の歴史文化を生かし地域活性化

群馬県川場村、東京都世田谷区／角田幸法
42年続く都市と農村の交流

幸せリーグ（東京都荒川区 他）／前田将義
幸せリーグの取り組み

空がつなぐまち・ひとづくり推進協議会／永坂あかり
戦争の空でつながったまちの取り組み

東京都豊島区、埼玉県秩父市／伊藤礼佳　清水基夏
「としまの森」と秩父市版ＣＣＲＣ

鳥取県智頭町、静岡県松崎町／松村陽平
美しい村が連鎖するＤＡＯの可能性

福岡県福智町、沖縄県中城村／河口百合恵
子どもたちの交流から自治体交流へ

小さな村g７サミット／小村幸司
小さくとも閉じない好奇心と寛容さ

官民共創「ソーシャルクレジット」

東京都港区、山形県置賜広域行政事務組合／鵜沼　香
遠隔自治体の「みなと」を開く

トピックス／宗友史織
「赤ちゃんにとっての最善」のために

副基調論文／加藤祐介　田井浩人
自治体の遠隔型連携の可能性と課題
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遠隔自治体の連携による地域活性化
以前から行われてきた姉妹都市提携などによる親善・交流に加え、近年は遠隔地の複数の自治体がさまざまな分野で連携・
協力し、情報発信や課題解決に取り組むケースがある。今回は、こうした全国の取り組みについて特集する。
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「銀河連邦」加盟自治体の物産展
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攻撃から航空機を守るための施設である掩
えんたいごう

体壕（大分県宇佐市）

5

幸せリーグ（東京都荒川区 他）（p12-13）
加入する自治体の長が出席する「幸せリーグ」総会
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東京都港区、山形県置賜広域行政事務組合（p26-27）
「ふれあい祭りだ、芝地区！」の置賜ブース
11

兵庫県伊丹市、島根県飯南町、大阪府阪南市、（株）ソーシャル・エッ
クス（p24-25）

飯南町・伊丹市「苗木の里親プロジェクト」

10

山梨県丹波山村 他（p22-23）
小さな村g7+1サミット（2021）
9

福岡県福智町、沖縄県中城村（p20-21）
交流のきっかけとなった「中城城跡」
8 鳥取県智頭町、静岡県松崎町（p18-19）

2022年度広域連携SDGｓモデル事業に採択された
「美しい村DAO」

7
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美しい村DAOとは

複数の自治体が参加し地域住民やデジタル村民が一緒に地方創生を行うDAO

内閣府地方創生推進事務局広域連携SDGsモデル事業



特 集
基調論文地

理
的
に
一
体
性
の
あ
る
地
方
公
共
団
体
（
以
下
「
自

治
体
」）
同
士
の
広
域
連
携
と
異
な
り
、
地
理
的
に
遠
隔

な
団
体
同
士
の
広
域
連
携
は
、
一
般
に
遠
隔
型
広
域
連
携

（
以
下
「
遠
隔
型
連
携
」）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
従
来
、
遠

隔
地
の
自
治
体
同
士
の
交
流
は
、
姉
妹
都
市
交
流
等
の
形

で
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、近
年
の
人
口
減
少
や
危
機
管
理
、

デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応
な
ど
、
地
方
行
政
を
取
り
巻
く
新

た
な
ト
レ
ン
ド
の
中
で
、
遠
隔
型
連
携
は
、
こ
れ
ま
で
の

姉
妹
都
市
の
よ
う
な
親
睦
的
交
流
を
基
調
と
し
た
関
係
か

ら
、
明
確
な
目
的
を
設
定
す
る
関
係
へ
と
変
化
が
み
ら
れ

る
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
遠
隔
型
連
携
を
取

り
巻
く
状
況
、
そ
の
意
義
、
課
題
及
お
よ
び
展
望
に
つ
い

て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

広
域
連
携
の
時
代

広
域
連
携
手
法
の
有
効
活
用
は
自
治
体
の
行
政
機
能
を

補
う
上
で
伝
統
的
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
近
年
は
多
様

な
類
型
が
活
用
さ
れ
て
い
る
。
当
該
手
法
は
、
制
度
面
か

ら
み
る
と
、地
方
自
治
法
に
基
づ
く
事
務
の
共
同
処
理（
以

下
「
共
同
処
理
」）
と
自
治
体
間
の
協
定
そ
の
他
の
行
政

契
約
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

共
同
処
理
に
つ
い
て
は
、総
務
省
が
業
務
統
計
調
査（
注

１
）
を
通
じ
て
処
理
件
数
お
よ
び
処
理
団
体
数
を
定
量
的

に
把
握
し
て
い
る
。
平
成
の
市
町
村
合
併
期
間
（
１
９
９

９
年
～
２
０
１
０
年
）
に
は
、
市
町
村
数
は
３
２
３
２
か

ら
１
７
２
７
に
減
少
し
た
一
方
、
共
同
処
理
の
実
施
団
体

数
は
、
２
０
０
８
年
度
以
降
も
漸
増
を
続
け
て
い
る
。
内

訳
を
み
る
と
、
一
部
事
務
組
合
の
実
施
団
体
は
組
合
相
互

の
統
合
等
に
よ
り
減
少
し
て
い
る
が
、
事
務
の
委
託
や
連

携
協
約
等
の
契
約
型
共
同
処
理
の
実
施
団
体
が
増
加
し
、

合
計
数
が
増
加
し
て
い
る
（
図
１
）。

ま
た
、
行
政
契
約
の
数
に
つ
い
て
は
網
羅
的
な
デ
ー
タ

は
存
在
し
な
い
が
、
例
え
ば
、
市
町
村
の
災
害
時
広
域
応

援
協
定
の
締
結
団
体
数
は
１
７
０
８（
２
０
１
９
年
現
在
）

に
上
る
な
ど
、
特
定
の
行
政
分
野
で
は
顕
著
に
増
加
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
市
町
村
合
併
の
進
展
後
に
お
い
て
も

自
治
体
間
の
広
域
連
携
の
需
要
は
引
き
続
き
高
い
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。

遠
隔
自
治
体
の
連
携
に
よ
る
地
域
活
性
化

遠
隔
型
広
域
連
携
の
展
望
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遠
隔
型
連
携
の
メ
リ
ッ
ト

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
広
域
連
携
の
一
類
型
で
あ
る

遠
隔
型
連
携
は
、
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
を
有
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
の
事
例
を
集
約
し
て
み
る
と
、

遠
隔
型
連
携
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
①
相
互
補
完
性
の
活

用
②
異
質
性
の
活
用
お
よ
び
③
遠
隔
型
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
の
創
造
―
の
３
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
（
図
２
）。

①
相
互
補
完
性
の
活
用

例
え
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
連
携
手
法
の
中
で
、
災
害
時
広

域
応
援
協
定
は
、伝
統
的
な
遠
隔
型
連
携
の
手
法
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
１
９
９
５
年
の
阪
神
淡
路
大
震
災
以
降
、
災

害
発
生
時
に
、
被
災
団
体
か
ら
あ
る
程
度
の
遠
隔
の
地
に

あ
る
自
治
体
で
あ
れ
ば
同
時
被
災
の
確
率
が
低
く
、
相
互

補
完
性
を
生
か
し
て
支
援
を
行
う
こ
と
が
期
待
で
き
る
こ

と
か
ら
当
該
手
法
が
発
達
し
た
。
２
０
１
２
年
以
降
の
協

定
締
結
団
体
数
の
推
移
を
み
て
み
る
と
、
市
町
村
数
お
よ

び
市
町
村
間
協
定
締
結
団
体
数
の
全
体
は
横
ば
い
で
あ
る

の
に
対
し
、
他
都
道
府
県
の
市
町
村
と
協
定
を
締
結
す
る

市
町
村
の
数
は
、
９
５
９
団
体
（
２
０
１
２
年
４
月
１
日

現
在
）か
ら
１
２
９
８（
２

０
１
９
年
4
月
1
日
現

在
）
ま
で
顕
著
に
増
加
し

て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
い
わ
ば

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
に
伴
う
安

全
性
を
基
礎
と
し
て
、
遠

隔
型
連
携
は
、
自
治
体
の

相
互
補
完
性
と
し
て
の
メ

リ
ッ
ト
を
有
す
る
。
実
例

と
し
て
、
東
京
都
杉
並
区

と
南
相
馬
市
が
締
結
し
た

自
治
体
ス
ク
ラ
ム
支
援
会

議
（
注
２
）
を
挙
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。

②
異
質
性
の
活
用

自
治
体
間
に
は
、人
口
、

面
積
、
人
口
密
度
、
地
価
、

就
業
構
造
そ
の
他
の
社
会

的
要
素
を
巡
り
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
差
が
存
在
し
、
遠
隔
の

地
に
あ
る
自
治
体
相
互
で
は
、
そ
れ
ら
の
地
域
差
が
顕
著

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
地
域
の
異
質
性
を
正
面
か
ら
捉
え

直
し
、
協
定
や
設
備
整
備
等
の
継
続
性
の
あ
る
枠
組
み
を

整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
治
体
相
互
の
メ
リ
ッ
ト
を
生

み
出
し
得
る
場
合
が
あ
る
。
例
え
ば
福
祉
分
野
に
お
い
て

は
、
施
設
不
足
・
サ
ー
ビ
ス
不
足
を
解
消
し
た
い
杉
並
区

と
施
設
建
設
に
助
力
を
得
て
就
労
の
場
を
増
や
し
た
い
南

伊
豆
町
の
課
題
を
相
互
に
解
決
す
る
た
め
、
両
団
体
の
連

携
に
よ
り
、
住
所
地
特
例
を
活
用
し
て
同
区
の
施
設
を
同

町
に
設
置
す
る
等
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
若

者
に
係
る
農
業
の
就
労
支
援
を
行
っ
て
い
る
泉
佐
野
市
と

農
業
従
事
者
の
後
継
者
不
足
を
抱
え
る
弘
前
市
が
連
携
し

て
実
施
す
る
就
労
支
援
カ
レ
ッ
ジ
事
業
な
ど
、
就
業
構
造

の
異
質
性
に
着
目
し
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
遠
隔
の
地
で
あ
れ
ば
社
会
的
要
素
の
異
質
性
が

顕
著
で
あ
る
た
め
、
そ
の
活
用
は
遠
隔
型
連
携
の
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
遠
隔
型
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
創
造

遠
隔
型
連
携
は
、
特
に
観
光
、
産
業
、
歴
史
文
化
、
環

境
等
の
分
野
に
お
い
て
、
遠
隔
地
の
自
治
体
が
連
携
し
情

報
発
信
を
行
う
こ
と
を
通
じ
、
近
接
区
域
と
は
異
な
る
遠

隔
型
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
創
造
を
図
る
機
能
を
果
た

し
て
い
る
。
例
え
ば
、
横
須
賀
、
呉
、
佐
世
保
お
よ
び
舞

鶴
の
4
市
は
、
旧
軍
港
を
有
し
、
２
０
１
６
年
に
日
本
遺

産
と
し
て
認
定
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
相
互
に
連
携
し

産
業
遺
産
観
光
に
係
る
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、

木
曽
三
川
流
域
自
治
体
連
携
会
議
で
は
、
上
下
流
交
流
と

称
し
、
木
曽
三
川
流
域
自
治
体
が
一
体
と
な
っ
て
水
環
境

保
全
を
目
的
と
す
る
催
し
等
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
当
該
３
点
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
我
が
国
の
社

図３ 遠隔型連携のメリット

メリット 行政分野 取組例 具体事例

相互補完性の活用 災害時応援
他都道府県の市町村との協定締
結（1,298団体。協定締結団体の
74.6%; 2019年)。

自治体スクラム支援会議（東京都杉並区
等－南相馬市）

福祉施設
域外の特養施設を設置（住所地特
例）。

東京都杉並区ー南伊豆町

産業 若者の農業への就労を支援。 弘前市－泉佐野市

観光 産業遺産観光を実施。 横須賀市－舞鶴市－呉市－佐世保市

環境
一体性の強い水源地域において
共同のシンポジウム等を開催。

木曽三川流域自治体連携会議

異質性の活用

遠隔型アイデンティ
ティの創造

図 2　 遠隔型広域連携のメリット

【出典】筆者作成
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図 1　 事務の共同処理実施団体数の推移
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会
的
価
値
観
と
密
接
に
関
連
し
、
今
後
も
遠
隔
型
連
携
の

軸
と
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

遠
隔
型
連
携
を
取
り
巻
く
ト
レ
ン
ド

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
以
下
「
セ

ン
タ
ー
調
査
」、
注
３
）
に
よ
れ
ば
、
阪
神
淡
路
大
震
災

お
よ
び
東
日
本
大
震
災
に
係
る
広
域
的
対
応
が
契
機
と
な

り
、
遠
隔
型
連
携
は
、
２
０
０
５
年
以
降
、
顕
著
に
増
加

し
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
遠
隔
型
連
携
は
、

近
時
は
ど
の
よ
う
な
ト
レ
ン
ド
に
取
り
巻
か
れ
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
①
人
口
減
少
②
危
機
管
理
③

デ
ジ
タ
ル
化
―
の
３
点
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。

①
人
口
減
少

近
年
の
わ
が
国
の
内
政
上
の
最
大
の
課
題
と
し
て
挙
げ

る
こ
と
が
で
き
る
の
は
人
口
減
少
で
あ
る
。
国
勢
調
査
ベ

ー
ス
に
お
い
て
は
我
が
国
の
人
口
減
少
は
２
０
１
０
年
に

始
ま
り
顕
著
な
勢
い
で
進
ん
で
い
る
。

さ
ら
に
留
意
す
べ
き
は
、
人
口
規
模
が
大
き
な
自
治
体

（
首
都
圏
お
よ
び
中
部
圏
等
）
で
は
人
口
が
増
加
し
て
い

る
が
、
地
方
部
の
小
規
模
な
自
治
体
ほ
ど
人
口
減
少
率
が

高
く
、
人
口
規
模
と
人
口
増
減
率
は
正
の
相
関
関
係
（
相

関
係
数
は0.702

）
を
示
し
て
い
る
点
で
あ
る
（
図
３
）。

こ
の
よ
う
な
、
人
口
の
両
極
分
解
は
正
面
か
ら
向
き
合
う

べ
き
課
題
で
あ
り
、
人
口
減
少
率
が
高
い
地
方
部
が
、
ど

の
よ
う
な
地
域
社
会
を
築
い
て
い
く
か
と
い
う
点
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
の
状
況
を
踏
ま
え
、
第
32
次
地
方
制
度
調
査
会
答

申
（
２
０
２
０
年
６
月
26
日
。
以
下
「
32
次
答
申
」）
は
、

２
０
４
０
年
頃
か
ら
逆
算
し
て
諸
問
題
に
対
応
す
る
発
想

を
採
用
し
、
資
本
制
約
を
前
提
と
す
る
地
域
の
未
来
予
測

の
実
施
を
提
唱
し
た
。
次
い
で
、
同
調
査
会
第
33
次
答
申

（
２
０
２
３
年
12
月
21
日
。
以
下
「
33
次
答
申
」）
は
、
持

続
可
能
な
形
で
住
民
生
活
を
支
え
て
い
く
た
め
、
自
治
体

は
資
源
を
融
通
し
合
い
共
同
で
活
用
し
て
い
く
視
点
が
一

層
求
め
ら
れ
る
こ
と
お
よ
び
連
携
・
協
力
の
必
要
性
を
提

唱
し
た
。
こ
の
よ
う
に
自
治
体
は
、
人
口
減
少
に
よ
る
資

源
制
約
を
踏
ま
え
、
よ
り
切
迫
性
の
あ
る
広
域
連
携
の
要

請
に
直
面
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

②
危
機
管
理

危
機
管
理
の
分
野
に
お
い
て
も
自
治
体
に
係
る
広
域
連

携
の
要
請
は
高
ま
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、災
害
発
生
時
に
、

被
災
団
体
か
ら
遠
隔
の
地
に
あ
る
自
治
体
で
あ
れ
ば
、
同

時
被
災
の
確
率
が
低
く
、
相
互
補
完
性
を
生
か
し
て
支
援

を
行
う
こ
と
が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
災
害
時
広
域
応

援
協
定
は
、
伝
統
的
な
遠
隔
型
連
携
の
手
法
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
に
加
え
て
、
２
０
２
０
年
以
降
の
新
型
コ
ロ

ナ
ま
ん
延
に
際
し
、
自
治
体
は
広
域
連
携
に
相
当
す
る

様
々
な
措
置
を
講
じ
て
き
た
。
２
０
２
０
年
の
緊
急
事
態

宣
言
下
に
お
い
て
、
都
道
府
県
知
事
が
、
帰
省
の
自
重
や

外
出
抑
制
を
要
請
し
、さ
ら
に
は
複
数
の
府
県
が
連
携
し
、

自
治
体
の
区
域
を
超
え
る
人
の
往
来
の
自
粛
を
求
め
る
等

の
移
動
抑
制
施
策
を
講
じ
た
こ
と
は
、
そ
の
先
駆
的
な
事

例
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
32
次
答
申
は
、
感
染
症

対
策
の
た
め
、
都
道
府
県
が
、
日4

常4

的
に
人
の
往
来
が
あ

4

4

4

4

4

4

4

4

る
都
道
府
県
間
で
協
力
し
て
対
応
を
講
じ
る
こ
と
の
重
要

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

性4

が
明
ら
か
に
な
っ
た
旨
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
33

次
答
申
に
お
い
て
も
、
大
規
模
な
災
害
、
感
染
症
の
ま
ん

延
等
へ
の
対
応
に
当
た
り
、
都
府
県
個
々
の
対
応
で
は
な

く
、
圏
域
と
し
て
の
一
体
的
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
場
合

が
あ
る
旨
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
コ
ロ
ナ
禍
は
、

都
道
府
県
が
そ
の
区
域
を
超
え
た
連
携
（
以
下
「
超
広
域

連
携
」）
を
展
開
し
て
い
く
契
機
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、

こ
の
よ
う
な
超
広
域
連
携
の
政
策
的
需
要
は
、
第
一
義
的

に
は
都
道
府
県
行
政
と
の
関
連
性
が
強
い
も
の
で
あ
る
が

（
移
動
抑
制
、
交
通
事
業
者
と
の
調
整
、
都
道
府
県
を
超

え
た
医
療
機
関
の
受
け
入
れ
に
係
る
調
整
等
）、
市
町
村

間
の
遠
隔
型
連
携
に
つ
い
て
も
、
今
後
、
遠
隔
地
市
町
村

間
の
職
員
の
派
遣
、
医
療
機
関
の
受
入
れ
、
医
療
関
係
物

資
の
相
互
融
通
等
の
取
り
組
み
を
促
進
す
る
方
向
で
作
用

す
る
で
あ
ろ
う
。

③
デ
ジ
タ
ル
化

次
に
遠
隔
型
連
携
を
促
進
す
る
ツ
ー
ル
の
問
題
と
し

て
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
急
速
な
進
展
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き

る
。
33
次
答
申
は
、
よ
り
高
次
で
持
続
可
能
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
た
め
に
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用

【出典】人口推計（総務省統計局）を基に筆者作成

図 3　 都道府県別 人口と人口増減率との関係（相関係数 0.702; 2022 年）
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し
、
地
方
公
共
団
体
と
住
民
と
の
接
点
等
に
お
け
る
業
務

改
革
を
飛
躍
的
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
旨
を
指
摘
し
て
い

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
特
に
学
校
教
育
の
分
野
は
、 

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
や
密
を
避
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
に
よ
り
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
展
し
た
こ
と
か
ら
、
デ
ジ
タ

ル
化
は
連
携
の
あ
り
方
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
く

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
例
え
ば
三
原
市
と
湯
河
原
町
は
、

小
学
校
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
通
じ
、
児
童
が
互
い
の
地

域
の
良
さ
と
課
題
を
発
表
し
、
改
め
て
自
分
た
ち
が
住
む

地
域
を
再
認
識
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
な
ど
、
教

育
分
野
で
の
遠
隔
型
連
携
を
展
開
し
て
い
る
。
ま
た
、
デ

ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
等
の
推
進
は
、
特
に
教
育
分

野
の
遠
隔
型
連
携
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
の
実
装
を
加
速
し

て
い
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
自
治
体
は
広
域
連
携
を
取
り
巻
く
こ
れ
ら

の
ト
レ
ン
ド
を
視
野
に
入
れ
て
遠
隔
型
連
携
の
あ
り
方
を

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
（
図
４
）。

課
題
と
展
望

セ
ン
タ
ー
調
査
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
遠
隔
型
連
携

が
今
後
必
要
と
さ
れ
る
分
野
と
し
て
、
防
災
、
観
光
、
産

業
、
教
育
等
が
多
く
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
図
５
）。

こ
れ
ら
の
行
政
分
野
は
、
遠
隔
型
連
携
の
前
述
の
３
点

の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
す
こ
と
が
で
き
、
遠
隔
型
連
携
の
有

効
活
用
を
期
待
し
得
る
分
野
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
自
治

体
は
、「
遠
隔
地
の
自
治
体
相
互
が
い
か
に
ウ
ィ
ン
︱

ウ
ィ

ン
の
関
係
を
構
築
で
き
る
か
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
遠
隔

型
連
携
の
効
果
的
な
取
り
組
み
の
検
討
を
続
け
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
遠
隔
型
連
携

を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
前
述
の

３
つ
の
ト
レ
ン
ド
を
踏
ま
え
、
人
口

減
少
に
対
応
し
、
危
機
管
理
に
資
す

る
施
策
と
な
り
、
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル

の
有
効
活
用
が
可
能
な
行
政
分
野
を

追
求
し
て
い
く
こ
と
が
有
効
で
あ
ろ

う
。ま

た
、
市
町
村
の
創
意
工
夫
に
よ

る
連
携
を
基
本
と
し
つ
つ
、
連
携
が

困
難
な
場
合
に
は
、
都
道
府
県
お
よ

び
国
が
、
市
町
村
の
求
め
に
応
じ
た

支
援
（
連
携
を
企
画
で
き
る
人
材
の

確
保
、
連
携
に
係
る
情
報
の
ス
ト
ッ

ク
と
共
有
等
）
を
実
践
的
に
行
っ
て

い
く
こ
と
が
何
よ
り
も
求
め
ら
れ
る

こ
と
で
あ
る
。

注
１　
「
地
方
公
共
団
体
間
の
事
務
の
共
同
処
理
の
状
況
調
」
と
し

て
隔
年
実
施
さ
れ
て
い
る
。

注
２　

２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
に
際
し
，
杉
並
区
が
中
心

と
な
り
、
区
と
災
害
時
の
相
互
援
助
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
て

い
た
北
海
道
名
寄
市
、
群
馬
県
東
吾
妻
町
、
新
潟
県
小
千
谷
市
に
，

自
治
体
間
で
連
携
し
て
ス
ク
ラ
ム
を
組
み
、
継
続
し
て
南
相
馬
市

を
支
援
し
て
い
こ
う
と
呼
び
か
け
て
当
該
会
議
を
設
立
し
，
避
難

者
受
入
れ
等
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
後
５
団
体
が
加
わ
り
，

２
０
２
４
年
現
在
，
９
団
体
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。

注
３　

調
査
結
果
に
つ
い
て
、「『
遠
隔
自
治
体
間
連
携
』
の
現
状

と
課
題
」『
都
市
に
お
け
る
広
域
連
携
の
あ
り
方
に
関
す
る
調
査
研

究
報
告
書
』　

都
市
行
政
問
題
研
究
会
２
０
１
８
年
２
月
３
３
８
頁

参
照
。

参
考
文
献

木
村
俊
介　
『
広
域
連
携
の
仕
組
み
（
改
訂
版
）』　

第
一
法
規
、
２

０
１
９
年
。

木
村
俊
介　
『
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
行
政
法
』　

信
山
社
、
２
０
２
３

年
。

榊
原
秀
訓
・
岡
田
知
弘
・
白
藤
博
行　
『「
公
共
私
」・「
広
域
」
の

連
携
と
自
治
の
課
題
』　

自
治
体
研
究
社
、
２
０
２
１
年
。

総
務
省
自
治
行
政
局
市
町
村
課　
『
地
方
公
共
団
体
間
の
事
務
の
共

同
処
理
の
状
況
調
』　

総
務
省
、
２
０
２
１
年
。

地
方
制
度
調
査
会　
「
２
０
４
０
年
頃
か
ら
逆
算
し
顕
在
化
す
る
諸

課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
必
要
な
地
方
行
政
体
制
の
あ
り
方
等
に

関
す
る
答
申
」　

総
務
省
、
２
０
２
０
年
。

地
方
制
度
調
査
会　
「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
経
済
社
会
に
対
応
す
る
地

方
制
度
の
あ
り
方
に
関
す
る
答
申
」　

総
務
省
、
２
０
２
３
年
。

都
市
行
政
問
題
研
究
会　
『
都
市
に
お
け
る
広
域
連
携
の
あ
り
方
に

関
す
る
調
査
研
究
報
告
書
』　

都
市
行
政
問
題
研
究
会
・
全
国
市
議

会
議
長
会
、
２
０
１
８
年
。

み
ず
ほ
情
報
総
研
株
式
会
社　
『
介
護
保
険
の
住
所
地
特
例
の
実
態

に
関
す
る
調
査
研
究
事
業
報
告
書
』　

厚
生
労
働
省
、２
０
２
０
年
。

横
道
清
孝
ほ
か　
『
自
治
体
の
遠
隔
型
連
携
の
課
題
と
展
望
』　

日

本
都
市
セ
ン
タ
ー
、
２
０
１
７
年
。

【出典】センター調査を基に筆者作成

図 5　 新たな遠隔型広域連携が必要な分野

 ＜図７＞

 

危機管理の革新

（超広域行政） 

地域のデジタル化 

人口減少 

（資源制約） 

ディスタンスの有効活用 

・安全性 

・異質性（密度，文化） 

新たな広域行政の必要性 

遠隔型広域連携 

【出典】筆者作成

図 4　 遠隔型広域連携を巡る構造
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特 集
取
り
組
み
の
経
緯
と
背
景
、
ね
ら
い

「
銀
河
連
邦
」
と
い
う
言
葉
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
で
し
ょ
う
か
。

文
部
省
（
当
時
）
所
管
の
宇
宙
科
学
研
究
所
が
相
模
原

市
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
設
す
る
こ
と
を
契
機
に
、
昭
和
62

年
に
宇
宙
科
学
研
究
所
の
拠
点
が
あ
る
２
市
３
町
が
お
互

い
の
交
流
を
通
し
て
、
相
互
の
発
展
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、
宇
宙
へ
の
夢
を
育
む
た
め
、
ユ
ー
モ
ア
と
パ
ロ
デ
ィ

精
神
に
富
ん
だ
連
邦
国
家
を
創
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
が
「
銀
河
連
邦
」
の
起
こ
り
で
す
。

そ
の
後
、
市
町
村
合
併
や
、
平
成
22
年
、
28
年
の
新
規

加
盟
を
経
て
、
現
在
は
５
市
２
町
で
銀
河
連
邦
を
構
成
し

て
い
ま
す
。

〇
サ
ガ
ミ
ハ
ラ
共
和
国
（
神
奈
川
県
相
模
原
市
）

施
設
名
＝
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
相
模
原
キ
ャ
ン
パ
ス

神
奈
川
県
の
北
部
に
位
置
し
多
様
な
都
市
機
能
を
持
つ

◆◆◆

市
街
地
と
豊
か
な
自
然
が
共
存
す
る
都
市
で
、
銀
河
連
邦

の
本
部
を
担
っ
て
い
ま
す
。

サ
ガ
ミ
ハ
ラ
共
和
国
に
は
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
（
国
立
研
究
開

発
法
人
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
）
相
模
原
キ
ャ
ン
パ
ス

が
あ
り
ま
す
。
宇
宙
科
学
技
術
の
中
心
的
な
施
設
で
、
小

惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
」「
は
や
ぶ
さ
２
」
の
開
発
・

運
用
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

〇
タ
イ
キ
共
和
国
（
北
海
道
大
樹
町
）

施
設
名
＝
大
樹
航
空
宇
宙
実
験
場

北
海
道
の
東
部
に
位
置
し
、西
は
日
高
山
脈
が
連
な
り
、

東
は
太
平
洋
に
面
し
た
、
自
然
豊
か
な
ま
ち
で
す
。

タ
イ
キ
共
和
国
に
は
、
大
樹
航
空
宇
宙
実
験
場
が
あ
り

ま
す
。
実
験
用
航
空
機
を
使
っ
た
飛
行
実
験
や
、
大
気
球

に
よ
る
宇
宙
科
学
実
験
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

〇
ノ
シ
ロ
共
和
国
（
秋
田
県
能
代
市
）

施
設
名
＝
能
代
ロ
ケ
ッ
ト
実
験
場

秋
田
県
の
北
西
部
、
日
本
海
に
面
し
、
北
に
世
界
遺
産

の
白
神
山
地
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ノ
シ
ロ
共
和
国
に
は
、
能
代
ロ
ケ
ッ
ト
実
験
場
が
あ
り

ま
す
。
ロ
ケ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
の
燃
焼
実
験
な
ど
を
行
っ
て

い
て
、
イ
プ
シ
ロ
ン
の
地
上
燃
焼
実
験
も
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

〇
サ
ン
リ
ク
オ
オ
フ
ナ
ト
共
和
国
（
岩
手
県
大
船
渡
市
）

施
設
名
＝
三
陸
大
気
球
観
測
所

岩
手
県
東
南
部
、
リ
ア
ス
海
岸
を
有
す
る
自
然
豊
か
な

ま
ち
で
す
。

サ
ン
リ
ク
オ
オ
フ
ナ
ト
共
和
国
に
は
、
三
陸
大
気
球
観

測
所
（
平
成
１９
年
に
移
転
）
が
あ
り
ま
し
た
。

閉
所
す
る
ま
で
、
観
測
機
を
載
せ
た
大
気
球
を
、
宇
宙

圏
な
ど
へ
飛
び
立
た
せ
て
い
ま
し
た
。

〇
カ
ク
ダ
共
和
国
（
宮
城
県
角
田
市
）

施
設
名
＝
角
田
宇
宙
セ
ン
タ
ー

宮
城
県
南
部
に
位
置
し
、
中
央
を
南
北
に
鉄
道
が
は
し

宇
宙
へ
の
夢
育
む
〝
連
邦
国
家
〟

―
宇
宙
科
学
施
設
所
在
の
自
治
体
間
で
交
流
―

子ども留学交流事業

銀
河
連
邦
（
北
海
道
大
樹
町
、
秋
田
県
能
代
市
、
岩

手
県
大
船
渡
市
、
宮
城
県
角
田
市
、
神
奈
川
県
相
模

原
市
、
長
野
県
佐
久
市
、
鹿
児
島
県
肝
付
町
）

遠
隔
自
治
体
の
連
携
に
よ
る

地
域
活
性
化

長
島　

正
浩

相
模
原
市
市
長
公
室

観
光
・
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
主
査
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り
、
阿
武
隈
川
が
流
れ
る
盆
地
。
産
業
は
主
に
製
造
業
と

農
業
が
盛
ん
で
、
県
南
随
一
の
穀
倉
地
帯
の
ま
ち
で
す
。

カ
ク
ダ
共
和
国
に
は
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
角
田
宇
宙
セ
ン
タ
ー

が
あ
り
ま
す
。
液
体
ロ
ケ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
の
研
究
開
発
、

将
来
の
高
性
能
エ
ン
ジ
ン
に
関
す
る
研
究
開
発
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

〇
サ
ク
共
和
国
（
長
野
県
佐
久
市
）

施
設
名
＝
美
笹
深
宇
宙
探
査
用
地
上
局

長
野
県
東
部
に
位
置
し
、
中
央
に
千
曲
川
が
流
れ
、
西

に
八
ヶ
岳
、
北
に
浅
間
山
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

鯉こ
い

、
り
ん
ご
、
プ
ル
ー
ン
の
産
地
と
し
て
有
名
で
す
。

サ
ク
共
和
国
に
は
、
美
笹
深
宇
宙
探
査
用
地
上
局
が
あ

り
ま
す
。
臼
田
64
㍍
ア
ン
テ
ナ
を
受
け
継
ぐ
次
世
代
主
力

54
㍍
ア
ン
テ
ナ
が
稼
働
し
、「
は
や
ぶ
さ
2
」
な
ど
と
の

交
信
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

〇
ウ
チ
ノ
ウ
ラ
キ
モ
ツ
キ
共
和
国
（
鹿
児
島
県
肝
付
町
）

施
設
名
＝
内
之
浦
宇
宙
空
間
観
測
所

大
隅
半
島
の
南
東
部
に
位
置
し
、
中
央
部
に
国
見
山
系

を
有
す
る
、
温
暖
多
湿
の
亜
熱
帯
域
。
農
漁
業
・
畜
産
業

中
心
の
ま
ち
で
す
。

ウ
チ
ノ
ウ
ラ
キ
モ
ツ
キ
共
和
国
に
は
、
内
之
浦
宇
宙
空

間
観
測
所
が
あ
り
ま
す
。
科
学
観
測
ロ
ケ
ッ
ト
な
ど
の
打

ち
上
げ
や
追
跡
を
行
っ
て
い
て
、「
は
や
ぶ
さ
」
の
打
ち

上
げ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
連
邦
」
の
取
り
組
み
概
要
と
特
徴

銀
河
連
邦
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
、
経
済
、
子
ど
も
留
学
交

流
等
を
通
じ
て
共
和
国
相
互
の
理
解
と
親
善
を
深
め
、
各

共
和
国
の
発
展
を
図
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
で
は
、
各
市
町
で
行
わ
れ
る

サ
ッ
カ
ー
、
マ
ラ
ソ
ン
、
ス
ケ
ー
ト
大
会
等
に
選
手
を
派

遣
し
、
一
緒
に
汗
を
流
す
こ
と
で
絆
を
深
め
て
い
ま
す
。

経
済
交
流
で
は
、
物
産
展
な
ど
を
通
じ
て
各
共
和
国
の
特

産
品
を
Ｐ
Ｒ
す
る
な
ど
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
留
学
交
流
で
は
、
各
共
和
国

の
特
色
を
生
か
し
た
体
験
型
交

流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
宇
宙
科
学

研
究
所
の
施
設
が
所
在
す
る
こ

と
を
き
っ
か
け
に
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
と
連
携
し
、

小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
」

の
科
学
的
偉
業
を
称
え
、「
は
や

ぶ
さ
」
が
帰
還
し
た
６
月
１３
日

を「
は
や
ぶ
さ
の
日
」と
制
定
し
、

ま
た
各
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成

功
を
願
っ
た
市
民
に
よ
る
応
援

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

◆◆◆

メ
ン
バ
ー
へ
送
っ
た
り
、
講
演
会
や
体
験
型
事
業
を
行
っ

た
り
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
平
成
８
年
に
は
「
銀
河
連
邦
を
構
成
す
る

市
町
の
災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
」
と

し
て
大
規
模
災
害
時
の
相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。
平
成
23
年
の
東
日
本
大
震
災
の
際
に
は
、
こ

の
協
定
に
基
づ
き
岩
手
県
大
船
渡
市
へ
、
銀
河
連
邦
を
構

成
す
る
市
町
か
ら
積
極
的
な
支
援
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
銀

河
連
邦
を
通
じ
て
日
頃
か
ら
交
流
を
図
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
支
援
が
円
滑
に
行
わ
れ
た
も
の
と
受
け
止
め
て
い
ま

す
。

こ
れ
か
ら
の
課
題
や
展
望

銀
河
連
邦
は
、
こ
の
よ
う
に
、
昭
和
６２
年
か
ら
３０
年
以

上
に
わ
た
っ
て
活
発
に
交
流
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
う

し
た
中
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
は
、

各
市
町
の
交
流
活
動
に
少
な
か
ら
ず
影
響
が
あ
り
ま
し

た
。
予
想
外
の
事
態
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
た
と
え
ば
オ

ン
ラ
イ
ン
な
ど
移
動
を
伴
わ
な
い
交
流
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
検
討
す
る
こ
と
は
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
」「
は
や
ぶ
さ
２
」
の
成

功
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
宇
宙
科
学
分
野
で
の
発
見
に
よ
り
、

人
々
の
宇
宙
へ
の
興
味
は
深
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
機
会
を
捉
え
、
本
市
を
は
じ
め
、
銀
河
連
邦
共
和
国

の
各
国
で
は
、
引
き
続
き
、「
宇
宙
」
を
テ
ー
マ
と
し
て

相
互
交
流
が
活
発
に
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
に
お
い

て
宇
宙
を
テ
ー
マ
に
し
た
夢
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
進
む

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

◆◆◆

「はやぶさ２」への応援メッセージ

連邦の市民が参加したイベント
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特 集
取
り
組
み
の
背
景

地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ
ム
（
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
）
に
よ
る
と
、

菊
池
市
の
人
口
は
、
２
０
１
５
年
の
４
万
８
１
６
７
人
か

ら
２
０
４
０
年
に
は
３
万
７
８
５
１
人
と
約
21
％
減
少
す

る
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
地
域
経
済
の
衰
退
と
担
い
手
不

足
が
大
き
な
懸
念
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
地
域
に

多
様
な
カ
タ
チ
で
関
わ
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
支
援
者
と
し

て
期
待
さ
れ
る
関
係
人
口
の
創
出
・
拡
大
が
重
要
と
な
っ

て
い
る
。

平
成
30
年
度
に
行
っ
た
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
は
、

郷
土
史
を
知
っ
て
い
る
人
は
、知
ら
な
い
人
に
比
べ
て
「
地

域
に
愛
着
・
誇
り
を
持
っ
て
い
る
」
と
答
え
た
割
合
が
多

か
っ
た
。
そ
こ
で
菊
池
市
で
は
、
他
の
地
域
に
は
な
い
唯

一
無
二
の
資
源
と
し
て
地
元
の
英
雄
「
菊
池
一
族
※
」
に

着
目
し
、
関
係
人
口
創
出
・
拡
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
行

す
る
た
め
の
専
属
課
室
と
な
る
「
菊
池
一
族
プ
ロ
モ
ー
シ

◆◆◆

ョ
ン
室
」（
現
・
菊
池
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
室
）
を
令
和
元
年

度
に
設
置
し
、
官
民
連
携
、
広
域
連
携
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

関
係
人
口
づ
く
り
へ
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
実
施
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

※
菊
池
一
族
と
は
、
現
在
の
菊
池
市
を
中
心
に
、
平
安
時

代
の
後
期
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
の
４
５
０
年
に
わ
た

っ
て
活
躍
し
、
南
北
朝
時
代
に
は
、
後
醍
醐
天
皇
の
皇
子
・

懐
良
親
王
を
征
西
将
軍
と
し
て
菊
池
に
迎
え
、
南
朝
方
の

中
心
と
し
て
九
州
を
平
定
す
る
大
勢
力
に
な
る
な
ど
、
中

央
に
ま
で
そ
の
名
を
と
ど
ろ
か
せ
た
九
州
の
一
大
豪
族
で

あ
る
。各

地
の
史
跡
活
用
し 

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

令
和
元
年
10
月
、
菊
池
一
族
15
代
菊
池
武
光
の
生
誕
７

０
０
周
年
を
機
に
、
武
光
（
大
保
原
の
戦
い
＝
筑
後
川
の

戦
い
）
に
ゆ
か
り
の
あ
る
五
つ
の
自
治
体
（
福
岡
県
久
留

米
市
、
八
女
市
、
小
郡
市
、
う
き
は
市
、
大
刀
洗
町
）
と

◆◆◆

菊
池
市
で
、「
南
北
朝
・
菊
池
一
族
歴
史
街
道
推
進
連
絡
協

議
会
」
を
発
足
さ
せ
た
。
共
通
の
歴
史
文
化
資
源
を
持
つ

自
治
体
が
連
携
し
、
各
地
域
資
源
を
活
用
し
た
観
光
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
文
化
振
興
と
観
光
振

興
を
図
り
、
県
を
ま
た
ぐ
広
域
な
人
流
の
創
出
と
地
域
経

済
の
活
性
化
を
目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。

①
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
決
定

取
り
組
み
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
公
募
し
、

応
募
さ
れ
た
74
点
の
中
か
ら
選
考
の
上
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
決

定
し
た
。

②
共
通
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ブ
ラ
ウ
ザ
ゲ
ー
ム
の
制
作

協
議
会
発
足
か
ら
間
も
な
く
コ
ロ
ナ
禍
に
入
り
、
イ
ベ

ン
ト
開
催
や
県
境
を
越
え
て
の
移
動
を
制
限
さ
れ
た
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
令
和
2
、
3
年
度
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

史
跡
を
紹
介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
菊
池
一
族
歴
史
さ
ん

ぽ
」
制
作
や
ブ
ラ
ウ
ザ
ゲ
ー
ム
制
作
な
ど
を
行
い
、
関
心

を
高
め
る
工
夫
を
し
な
が
ら
制
限
解
除
後
の
人
流
創
出
に

備
え
た
。

③
広
報
等
で
の
共
通
記
事
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
発
信

連
携
自
治
体
相
互
の
歴
史
共
有
を
深
め
る
た
め
、
広
報

な
ど
各
自
治
体
の
住
民
向
け
情
報
発
信
ツ
ー
ル
を
利
用
し

て
、
各
市
町
の
歴
史
紹
介
記
事
を
掲
載
し
て
い
る
。

④
南
北
朝
・
菊
池
一
族
歴
史
街
道
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

コ
ロ
ナ
禍
の
落
ち
着
き
を
見
極
め
つ
つ
、
令
和
4
年
度
、

連
携
自
治
体
内
の
回
遊
を
具
体
化
し
た
取
り
組
み
と
し
て

デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
実
施
。
各
地
の
特
産
品
や
、

連
携
自
治
体
の
地
域
が
舞
台
と
な
っ
た
「
筑
後
川
の
戦
い
」

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
賞
品
を
設
定
し
、
両
県
内
外
の
関
心

を
呼
ん
だ
。約
３
０
０
人
の
参
加
が
あ
り
、参
加
者
か
ら
は
、

「
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
き
っ
か
け
に
外
出
し
て
そ
の
地
域
の

歴
史
を
知
る
学
び
に
な
っ
た
」「
自
分
た
ち
の
地
域
に
こ
の

熊
本
県
菊
池
市
、
福
岡
県
久
留
米
市
、
八
女
市
、

小
郡
市
、
う
き
は
市
、
大
刀
洗
町

共
通
の
歴
史
文
化
を
生
か
し
地
域
活
性
化

―
「
菊
池
一
族
」
ゆ
か
り
の
６
市
町
で
協
議
会
―

遠
隔
自
治
体
の
連
携
に
よ
る

地
域
活
性
化

髙
見　

淳

菊
池
市
役
所
観
光
振
興
課

菊
池
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
室
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よ
う
な
歴
史
の
場
所
が
あ
る
こ
と
を
改
め
て
知
っ
た
」
な

ど
の
感
想
を
得
た
。
令
和
5
年
度
も
ス
タ
ン
プ
ス
ポ
ッ
ト

を
変
え
、
第
2
弾
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。
期
間
中
の
各

市
町
に
お
け
る
歴
史
街
道
関
連
イ
ベ
ン
ト
や
旬
情
報
の
紹

介
な
ど
も
絡
め
て
継
続
的
に
情
報
発
信
す
る
こ
と
で
人
流

を
促
し
、
11
月
末
時
点
で
既
に
昨
年
以
上
の
参
加
数
を
得

て
い
る
。

ツ
ア
ー
化
な
ど
の
波
及
効
果
も

こ
れ
ま
で
紹
介
し
た
自
治
体
連
携
に
よ
る
菊
池
一
族
の

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
続
け
た
結
果
、市
内
外
の
多
く
の
人
々

に
波
及
し
、
連
携
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

①
民
間
事
業
者
に
よ
る
歴
史
散
策
ツ
ア
ー
の
実
施

南
北
朝
・
菊
池
一
族
歴
史
街
道
地
域
を
対
象
と
し
た
歴

史
ツ
ア
ー
（
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
）
実
施
の
動
き
が
見
え
て

い
る
。
令
和
4
年
度
に
2
件
、
5
年
度
に
1
件
、
民
間
事

◆◆◆

業
者
か
ら
協
議
会
自
治
体
に
協
力
依
頼
が
な
さ
れ
、
各
ツ

ア
ー
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
や
関
係
団
体
等
と
の
仲
介
等
を

行
っ
た
。

②
歴
史
雑
誌
へ
の
特
集
記
事
掲
載

菊
池
一
族
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
情
報
発
信
が
、
戎え

び
す

光こ
う

祥し
ょ
う

出
版
が
発
行
す
る
書
籍
へ
の
特
集
記
事
掲
載
に
つ
な
が
っ

た
。
南
北
朝
・
菊
池
一
族
歴
史
街
道
推
進
連
絡
協
議
会
地

域
の
歴
史
・
史
跡
紹
介
も
同
時
掲
載
さ
れ
、
歴
史
フ
ァ
ン

へ
の
本
地
域
の
認
知
度
・
関
心
度
は
格
段
に
高
め
ら
れ
た

と
い
え
る
。

今
後
の
課
題
・
展
望

菊
池
一
族
や
南
北
朝
・
菊
池
一
族
歴
史
街
道
の
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
に
は
、
ま
ず
菊
池
一
族
の
魅
力
の
周
知
が
前
提

と
な
る
。
室
の
設
置
、
協
議
会
発
足
か
ら
4
年
が
経
過
し
、

県
内
や
九
州
内
に
お
い
て
は
認
知
度
の
上
昇
を
感
じ
る
部

◆◆◆

分
も
増
え
て
き
た
が
、
一
方
で
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
参
加
者

か
ら
は
「
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
通
し
て
初
め
て
知
っ
た
」

と
い
う
感
想
も
多
く
、
南
北
朝
時
代
の
歴
史
や
史
跡
の
認

知
度
に
は
ま
だ
周
知
啓
発
の
余
地
が
あ
り
、
ま
し
て
全
国

的
に
は
、
南
北
朝
時
代
の
愛
好
家
で
す
ら
九
州
の
こ
と
は

あ
ま
り
分
か
ら
な
い
、
と
い
う
の
が
現
実
で
あ
る
。

た
だ
、
歴
史
フ
ァ
ン
は
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
で
常
に
一
定

数
存
在
し
て
お
り
、
今
後
積
極
的
な
地
域
フ
ァ
ン
に
な
り

得
る
潜
在
層
で
あ
る
。
知
識
欲
求
が
高
い
彼
ら
に
対
し
て

分
か
り
や
す
い
工
夫
を
重
ね
て
情
報
を
発
信
し
続
け
る
こ

と
で
、
地
域
フ
ァ
ン
と
し
て
確
実
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
の
た
め
に
は
漠
然
と
し
た
全
体
的
な
Ｐ
Ｒ
で
は
な

く
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
て
よ
り
効
果
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

を
続
け
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
で
、
さ
ら
に
地
域
フ
ァ
ン
を
獲
得
す
る
た
め
に
は
、

歴
史
紹
介
を
入
口
と
し
て
迎
え
つ
つ
、
食
や
景
観
な
ど
、

地
域
の
多
様
な
魅
力
に
気
づ
い
て
も
ら
う
こ
と
で
、
出
口

が
歴
史
と
は
異
な
っ
た
と
し
て
も
、

リ
ピ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
な
取
り
組
み
も
必
要
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
自
治
体
単
体

に
と
ど
ま
ら
な
い
、
広
域
的
な
範
囲

に
ま
た
が
る
歴
史
資
源
を
観
光
・
地

域
活
性
化
に
活
用
す
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
伸
び
し
ろ
が

あ
る
と
前
向
き
に
考
え
、
関
係
機
関・

団
体
が
、
強
い
連
携
意
識
を
持
っ
て

進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

共通ロゴマーク

共通パンフレット

ゲームのオープニング画面

武光をモチーフにした菊池市の巨大パネル
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人
口
３
４
０
０
人
の
川
場
村
と 

80
万
人
の
世
田
谷
区

川
場
村
は
、
明
治
22
年
に
誕
生
し
て
か
ら
、
合
併
す
る

こ
と
な
く
同
じ
区
域
を
維
持
し
て
き
た
群
馬
県
北
部
の
人

口
約
３
４
０
０
人
の
小
さ
な
農
山
村
で
す
。
村
域
の
北
側

は
、
日
本
百
名
山
「
武ほ

尊た
か

山や
ま

」
な
ど
の
山
岳
に
閉
ざ
さ
れ

て
い
て
、
居
住
地
は
、
武
尊
山
の
南
西
斜
面
か
ら
盆
地
状

に
開
け
た
土
地
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
武
尊
山
に
積
も
っ

た
雪
の
伏
流
水
が
湧
き
出
て
幾
筋
も
の
清
流
と
な
っ
て
い

て
、
川
の
多
い
場
所
で
あ
る
こ
と
が
村
名
の
由
来
に
な
っ

た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

川
場
村
は
昭
和
56
年
に
東
京
都
世
田
谷
区
と
区
民
健
康

村
相
互
協
力
に
関
す
る
協
定
（
通
称
「
縁
組
協
定
」）
を

締
結
し
、
世
田
谷
区
民
の
「
第
２
の
ふ
る
さ
と
」
と
し
て
、

42
年
の
長
き
に
わ
た
り
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
続
け
て
き
ま

し
た
。

縁
組
協
定
締
結
時
の
背
景
で
す
が
、
川
場
村
は
高
度
経

◆◆◆

済
成
長
期
以
降
、
人
口
が
急
速
に
減
少
し
、
昭
和
46
年
に

過
疎
地
域
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
現
状
を
打
開
し

よ
う
と
、
昭
和
50
年
以
降
、
基
幹
産
業
で
あ
っ
た
農
業
と

そ
れ
に
付
随
す
る
観
光
を
地
域
活
性
化
の
主
軸
に
据
え
た

「
農
業
＋
観
光
」
を
掲
げ
ま
し
た
。
田
畑
の
水
路
等
の
整
備

や
土
地
改
良
事
業
に
よ
る
農
業
改
革
を
進
め
る
一
方
で
、

昭
和
52
年
に
蒸
気
機
関
車
と
寝
台
列
車
に
宿
泊
す
る
ホ
テ

ル
Ｓ
Ｌ
を
開
業
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ホ
テ
ル
Ｓ
Ｌ
を
拠

点
と
し
て
周
辺
に
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
温
泉
施
設
等
を
次
々

と
建
設
し
、
観
光
の
受
け
皿
を
整
え
て
い
き
ま
し
た
。

一
方
で
世
田
谷
区
は
都
内
23
区
で
最
大
の
面
積
と
人
口

80
万
人
を
擁
す
る
大
都
市
で
し
た
。

高
度
成
長
期
以
降
に
自
然
が
減
少

都
市
農
村
交
流
の
発
端
と
な
っ
た
の
は
、
昭
和
54
年
4

月
に
策
定
さ
れ
た
「
世
田
谷
区
基
本
計
画
」
で
し
た
。
同

計
画
の
重
点
事
業
の
一
つ
と
し
て
区
民
の
余
暇
活
動
の
場

◆◆◆

と
小
学
生
の
移
動

教
室
の
場
を
兼
ね

備
え
た
「
区
民
健

康
村
づ
く
り
事

業
」
が
掲
げ
ら
れ

ま
し
た
。
同
事
業

を
計
画
し
た
背
景

に
は
、
区
民
が
日

常
生
活
で
自
然
に

接
す
る
機
会
が
減

っ
て
い
る
と
い
う

問
題
が
あ
り
ま
し

た
。
世
田
谷
区
は
も
と
も
と
、
農
地
が
広
が
る
地
域
で
し

た
が
、
高
度
成
長
期
以
降
、
住
宅
等
が
数
多
く
建
設
さ
れ

た
た
め
、
自
然
が
急
速
に
減
少
し
て
い
き
ま
し
た
。
こ
れ

を
憂
慮
し
、
区
民
が
自
然
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
業

を
検
討
し
ま
し
た
。
ま
た
、
区
立
小
学
校
が
利
用
す
る
林

間
学
校
が
児
童
数
の
増
加
に
伴
っ
て
手
狭
に
な
っ
た
た
め
、

校
外
教
育
を
行
う
場
を
新
た
に
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
自
然

豊
か
な
自
治
体
と
の
連
携
を
も
と
に
、
区
民
が
「
ふ
る
さ

と
感
」
を
味
わ
い
健
康
的
な
余
暇
時
間
を
過
ご
せ
る
施
設

を
建
設
し
、
自
治
体
同
士
・
住
民
同
士
の
交
流
に
よ
り
相

互
の
地
域
活
性
化
を
図
る
た
め
区
民
健
康
村
計
画
が
策
定

さ
れ
ま
し
た
。

世
田
谷
区
は
事
業
推
進
に
あ
た
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
を
組
織
し
、
関
東
近
郊
か
ら
多
数
の
候
補
地
を
選
び
、

最
終
的
に
最
も
評
価
の
高
か
っ
た
川
場
村
が
選
ば
れ
ま
し

た
。川

場
村
が
選
定
さ
れ
た
理
由
で
す
が
、
第
一
に
自
然
豊

か
で
開
発
の
手
が
入
っ
て
い
な
か
っ
た
点
、
第
二
に
関
越

群
馬
県
川
場
村
、

東
京
都
世
田
谷
区

42
年
続
く
都
市
と
農
村
の
交
流

角
田　

幸
法

川
場
村
役
場

む
ら
づ
く
り
振
興
課
主
任

―
小
学
生
の
移
動
教
室
、
発
電
事
業
も
―

写真１　昭和 56 年の縁組協定調印式

遠
隔
自
治
体
の
連
携
に
よ
る
地
域
活
性
化
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自
動
車
道
等
の
開
通
に
よ
り
東
京
か
ら
川
場
村
ま
で
の
移

動
時
間
が
圧
倒
的
に
短
縮
さ
れ
た
点
、
第
三
に
当
時
の
村

長
の
熱
心
な
姿
勢
が
評
価
さ
れ
た
点
で
あ
る
と
聞
い
て
い

ま
す
。

川
場
村
も
世
田
谷
区
と
の
交
流
は
、
農
業
＋
観
光
の
村

づ
く
り
を
進
め
る
と
い
う
基
本
方
針
に
合
致
し
た
た
め
区

の
申
し
出
を
受
け
入
れ
、
昭
和
56
年
11
月
16
日
に
両
者
は

「
区
民
健
康
村
相
互
協
力
に
関
す
る
協
定
（
縁
組
協
定
）」

を
締
結
し
ま
し
た
（
写
真
1
）。

翌
年
か
ら
健
康
村
開
村
ま
で
の
間
に
、
区
民
に
川
場
村

を
少
し
で
も
知
っ
て
も
ら
い
、
後
の
交
流
事
業
へ
と
つ
な

げ
る
た
め
、
い
ち
ご
摘
み
や
り
ん
ご
狩
り
、
田
植
え
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
交
流
の
予
備
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
特
に
、

区
民
が
１
年
間
リ
ン
ゴ
の
木
の
持
ち
主
に
な
り
、
摘
花
や

収
穫
を
行
う
「
レ
ン
タ
ア
ッ
プ
ル
」
事
業
は
人
気
を
博
し
、

村
の
リ
ン
ゴ
栽
培
の
活
性
化
に
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

共
同
出
資
の
公
社
が
拠
点
施
設
運
営

◆◆◆

昭
和
61
年
、
両
自
治
体
の
共
同
出
資
に
よ
り
、
健
康
村

施
設
の
管
理
・
運
営
を
担
う
（
株
）
世
田
谷
・
川
場
ふ
る

さ
と
公
社
を
設
立
し
、「
ふ
じ
や
ま
ビ
レ
ジ
」「
な
か
の
ビ

レ
ジ
」
を
開
村
し
ま
し
た
。
同
施
設
は
、
宿
泊
施
設
と
し

て
の
機
能
の
他
、
敷
地
内
に
区
民
が
利
用
す
る
山
林
や
畑

も
整
備
さ
れ
、
区
民
健
康
村
が
、
単
な
る
保
養
所
で
は
な

く
、
都
市
と
農
山
村
を
つ
な
ぐ
交
流
の
拠
点
施
設
と
し
て

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
（
写
真

2
）。ま

た
、
同
年
よ
り
区
内
の
小
学
校
5
年
生
に
よ
る
2
泊

3
日
の
移
動
教
室
が
始
ま
り
ま
し
た
。
移
動
教
室
で
は
、

主
体
的
・
体
験
的
な
活
動
を
通
じ
て
、
豊
か
な
人
間
性
を

培
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
川
場
村
の
自
然
や
文
化
に
触

れ
な
が
ら
、
登
山
、
村
め
ぐ
り
、
飯
ご
う
炊
さ
ん
な
ど
学

校
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
行
わ
れ
現
在
も
続
い
て
い

ま
す
（
写
真
3
）。

「
友
好
の
森
」
で
森
林
保
全
活
動

◆◆◆

交
流
開
始
か
ら
10
周
年
を
迎
え
、
区
民
と
村
民
が
協
同

し
て
川
場
村
の
森
の
在
り
方
を
見
つ
め
直
す
こ
と
に
し
ま

し
た
。
検
討
を
進
め
る
中
で
、
両
者
の
共
有
財
産
で
あ
る

川
場
村
の
自
然
環
境
を
保
全
す
る
活
動
を
通
じ
て
双
方
の

絆
を
強
固
に
す
る
た
め
、
な
か
の
ビ
レ
ジ
周
辺
に
約
80
㌶

の
「
友
好
の
森
」
を
整
備
す
る
こ
と
を
平
成
4
年
に
決
め

ま
し
た
。
以
来
、
30
年
間
に
わ
た
り
、
区
民
・
村
民
・
地

権
者
が
協
同
し
て
森
林
整
備
と
保
全
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
（
写
真
4
）。

平
成
23
年
以
降
に
な
る
と
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
と

多
様
化
す
る
行
政
課
題
の
一
つ
と
し
て
、
地
球
温
暖
化
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
へ
の
対
策
が
取
り
沙
汰
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
川
場
村
で
は
、
川
場
村
産
材
を
活
用
し
て
、

製
材
事
業
や
発
電
用
の
木
質
チ
ッ
プ
の
製
造
工
場
、
小
規

模
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
を
手
掛
け
始
め
ま
し
た
。
世
田

谷
区
内
で
も
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い

た
た
め
、
平
成
28
年
に
川
場
村
と
世
田
谷
区
は
、
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
活
用
に
よ
る
発
電
事
業
に
関
す
る
連
携
・
協
力

協
定
を
締
結
し
、
川
場
村
の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
で
発
電
し

た
電
気
を
、
世
田
谷
区
の
40
世
帯
余
へ
供
給
し
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
に
は
縁
組
協
定
40
周
年
を
記
念
し
、
新
た
な

共
同
宣
言
を
両
首
長
が
取
り
交
わ
し
、
気
候
危
機
や
災
害

対
策
な
ど
一
自
治
体
で
は
解
決
で
き
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
地

域
の
課
題
に
対
し
て
、
都
市
部
と
農
山
村
部
の
強
み
を
生

か
し
た
連
携
を
一
層
強
化
し
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の

実
現
な
ど
さ
ら
な
る
交
流
の
深
化
と
連
携
強
化
を
目
指
し

て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
交
流
が
今
後
50
年
、
１
０
０
年
と
続
き
、
魅
力
あ

る
地
域
を
世
田
谷
区
と
共
創
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

写真２　交流拠点の一つ「ふじやまビレジ」

写真３　２泊３日で村めぐりする世田谷区の小学生

写真４　友好の森
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幸
せ
リ
ー
グ
と
は

幸
せ
リ
ー
グ
の
正
式
名
称
は
「
住
民
の
幸
福
実
感
向
上

を
目
指
す
基
礎
自
治
体
連
合
」
で
あ
る
。
荒
川
区
で
は
、

平
成
16
年
に
西
川
太
一
郎
区
長
が
荒
川
区
長
に
就
任
し
た

直
後
に「
区
政
は
区
民
を
幸
せ
に
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
」

と
い
う
ド
メ
イ
ン
（
事
業
領
域
）
を
定
め
、
区
民
が
幸
福

を
実
感
で
き
る
区
政
運
営
を
目
標
に
掲
げ
た
。
そ
の
実
現

に
向
け
て
平
成
17
年
に
「
荒
川
区
民
総
幸
福
度
（
グ
ロ
ス
・

ア
ラ
カ
ワ
・
ハ
ッ
ピ
ネ
ス
＝
Ｇ
Ａ
Ｈ
）」
を
区
政
の
尺
度

と
し
て
導
入
し
、
区
民
の
幸
福
度
を
測
り
、
行
政
の
政
策

に
反
映
す
る
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
そ
の
後
、

荒
川
区
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
あ
る
当
研
究
所
が
中
心
と
な

っ
て
専
門
的
な
知
見
を
生
か
し
な
が
ら
、
区
職
員
に
よ
る

Ｗ
Ｇ
等
で
検
討
を
重
ね
、
平
成
24
年
に
荒
川
区
独
自
の
46

の
Ｇ
Ａ
Ｈ
指
標
を
作
成
し
、
公
表
し
た
。
荒
川
区
で
は
、

現
在
に
至
る
ま
で
こ
の
46
指
標
を
用
い
て
Ｇ
Ａ
Ｈ
に
関
す

◆◆◆

る
区
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
毎
年
度
、
実
施
し
て
い
る
（
令
和

2
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
を

受
け
て
実
施
し
て
い
な
い
）。

そ
の
研
究
結
果
を
広
く
全
国
の
自
治
体
と
も
共
有
し
、

意
見
交
換
す
る
中
で
、
真
に
幸
福
な
地
域
社
会
を
築
く
た

め
に
は
、
個
々
の
自
治
体
が
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
同
じ
問
題
意
識
を
持
っ
た
基
礎

自
治
体
同
士
が
連
携
す
る
こ
と
で
互
い
に
学
び
合
い
、
切

磋
琢
磨
し
な
が
ら
自
治
体
の
運
営
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

た
。
そ
し
て
、
平
成
25
年
6
月
5
日
に
全
国
52
の
基
礎
自

治
体
に
よ
る
住
民
の
幸
福
実
感
向
上
を
目
指
す
基
礎
自
治

体
連
合
、
通
称
「
幸
せ
リ
ー
グ
」
が
設
立
さ
れ
、
事
務
局

を
荒
川
区
と
当
研
究
所
が
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、

幸
せ
リ
ー
グ
に
は
現
在
7
名
の
学
識
経
験
者
・
有
識
者
に

顧
問
に
就
任
し
て
い
た
だ
き
、
専
門
的
立
場
か
ら
幸
せ
リ

ー
グ
の
活
動
に
助
言
を
頂
い
て
い
る
（
図
表
１
）。
令
和

5
年
12
月
現
在
、
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
77
の
基
礎
自
治

体
が
加
入
し
て
い
る
。

活
動
内
容

（
１
）
総
会

総
会
は
、
年
1
回
行
わ

れ
る
幸
せ
リ
ー
グ
加
入
自

治
体
の
首
長
会
議
の
こ
と

で
あ
る
。
幸
せ
リ
ー
グ
の

運
営
に
関
す
る
事
項
の
決

定
、
住
民
の
幸
福
実
感
向
上
に
向
け
た
情
報
交
換
や
意
見

交
換
、
実
務
者
会
議
（
後
述
）
の
成
果
報
告
、
有
識
者
に

よ
る
講
演
等
を
行
っ
て
お
り
、
首
長
の
意
見
交
換
・
情
報

共
有
の
場
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
首
長
同
士

の
意
見
交
換
等
を
き
っ
か
け
に
、
防
災
協
定
の
締
結
や
交

流
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
等
幸
せ
リ
ー
グ
加
入
自
治
体
間
の
交

流
や
連
携
も
行
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
荒
川
区
で
も
、

あ
ら
か
わ
遊
園
で
の
雪
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
川
の
手
荒

川
ま
つ
り
へ
の
出
店
、
日
暮
里
駅
前
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
の

物
産
展
開
催
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
も
生
ま
れ
て
い
る
。　

（
２
）
実
務
者
会
議

実
務
者
会
議
は
、
年
に
3
回
程
度
開
催
し
、
加
入
自
治

体
の
実
務
担
当
者
が
テ
ー
マ
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
政
策
に
関
す
る
議
論
、
総
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の

成
果
報
告
会
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
25
回
実
務
者
会

議
を
開
催
し
て
い
る
。
実
務
者
会
議
で
の
調
査
研
究
、
意

見
交
換
、
交
流
等
を
通
じ
て
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
や
職
員
の
新
た
な
発
想
・
創
意
工
夫
等
の

政
策
形
成
能
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。
議
論
す
る
テ
ー

マ
に
つ
い
て
は
、加
入
自
治
体
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

◆◆◆

幸
せ
リ
ー
グ

（
東
京
都
荒
川
区 

他
）

幸
せ
リ
ー
グ
の
取
り
組
み

―
住
民
の
幸
福
実
感
向
上
を
目
指
す
緩
や
か
な
連
合
体
―

遠
隔
自
治
体
の
連
携
に
よ
る
地
域
活
性
化

前
田　

将
義

公
益
財
団
法
人
荒
川
区
自
治
総
合
研
究
所

研
究
員
（
荒
川
区
か
ら
派
遣
）

図表１　幸せリーグ顧問一覧

氏名 主な現職

月尾　嘉男 東京大学名誉教授

小宮山　宏 三菱総合研究所理事長

神野　直彦 東京大学名誉教授

原　丈人 アライアンス・フォーラム財団会長

藁谷　友紀 早稲田大学教授

広井　良典 京都大学人と社会の未来研究院教授

坂田　一郎 東京大学教授

令和 5 年 12 月 20 日現在
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設
定
し
て
い
る
。
設
定
後
、
テ
ー
マ
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
分

け
を
行
っ
て
い
る
（
図
表
２
）。

（
３
）
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
幸
せ
リ
ー
グ
に
加
入
し
て
い
な
い

自
治
体
も
参
加
で
き
、
よ
り
幅
広
い
自
治
体
間
で
の
情
報

共
有
を
図
る
た
め
平
成
30
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
取
り
組
み

で
あ
る
。
幸
せ
リ
ー
グ
顧
問
や
有
識
者
に
よ
る
講
演
会
や

幸
せ
リ
ー
グ
加
入
自
治
体
に
よ
る
独
自
施
策
の
事
例
報
告

の
ほ
か
、
令
和
元
年
７
月
に
は
実
務
者
会
議
成
果
報
告
会

と
併
せ
て
実
施
し
た
（
図
表
3
）。

（
１
）
～
（
３
）
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を
受
け
、
令
和
２
年
度
以
降
、

対
面
で
の
開
催
が
難
し
く
な
る
中
で
、
加
入
自
治
体
と
も

相
談
し
な
が
ら
、
総
会
に
つ
い
て
は
、
書
面
に
よ
る
決
議

や
幸
せ
リ
ー
グ
顧
問
・
有
識
者
・
加
入
自
治
体
の
首
長
に

よ
る
寄
稿
集
を
作
成
・
共
有
し
た
。
ま
た
、
実
務
者
会
議

に
つ
い
て
は
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
、
講
演

会
、
加
入
自
治
体
の
事
例
報
告
会
や
意
見
交
換
会
を
開
催

し
、
加
入
自
治
体
と
協
力
・
工
夫
し
な
が
ら
活
動
を
継
続

し
て
い
る
（
図
表
４
）。

今
後
の
展
望

幸
せ
リ
ー
グ
は
、
住
民
の
「
幸
福
」
を
政
策
の
基
点
に

据
え
る
、
あ
る
い
は
検
討
し
て
い
る
基
礎
自
治
体
間
の
緩

や
か
な
連
合
体
で
あ
る
。
幸
せ
リ
ー
グ
は
、
各
自
治
体
の

人
口
規
模
や
財
政
状
況
、
地
域
特
性
等
お
か
れ
た
状
況
が

異
な
る
中
で
、
首
長
同
士
が
相
互
に
情
報
交
換
・
意
見
交

換
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
実
務
者
会
議
に
実
務

担
当
者
が
参
加
し
、
テ
ー
マ
ご
と
に
膝
を
突
き
合
わ
せ
て

◆◆◆

議
論
を
重
ね
、
成
果
を
報
告
・
共
有
す
る
と
こ
ろ
に
特
色

が
あ
る
と
考
え
る
。
テ
ー
マ
は
、
幸
福
度
に
関
す
る
研
究

の
他
、
人
口
減
少
・
子
育
て
支
援
・
地
域
創
生
な
ど
広
く

自
治
体
の
課
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
、
相

互
に
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
も
紹
介
し
合
っ
て
い
る
。

幸
せ
リ
ー
グ
は
住
民
の
幸
福
実
感
向
上
と
い
う
志
を
同

じ
く
す
る
基
礎
自
治
体
が
全
国
か
ら
幅
広
く
参
加
し
て
い

る
。
そ
の
自
治
体
同
士
が
共
に
手
を
携
え
、
お
互
い
に
学

び
合
い
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
政
策
の
互
換
性

を
高
め
て
向
上

す
る
場
と
な
っ

て
い
る
。
こ
う

し
た
取
り
組
み

の
中
、
加
入
自

治
体
か
ら
は
、

「
人
口
規
模
は

異
な
る
が
同
じ

よ
う
な
悩
み
や

共
通
点
も
あ

り
、
色
々
な
思

い
を
共
有
す
る

こ
と
で
気
づ
く

こ
と
が
あ
る
」

と
い
う
意
見
も

寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
設
立
か
ら

10
年
を
経
過
し

た
が
、
こ
れ
か

ら
も
常
に
相
互

に
刺
激
し
合

い
、
感
性
を
磨

き
合
え
る
よ
う
な
連
合
体
と
し
て
活
動
を
続
け
て
い
き
た

い
。参

考
文
献
等

・「
幸
せ
リ
ー
グ
」
事
務
局
（
住
民
の
幸
福
実
感
向
上

を
目
指
す
基
礎
自
治
体
連
合
事
務
局
）編
、２
０
１
４
、『
幸

せ
リ
ー
グ
の
挑
戦
』
三
省
堂

・
幸
せ
リ
ー
グ
事
務
局
、
２
０
２
０
、「
実
務
者
会
議
」、

幸
せ
リ
ー
グ
Ｈ
Ｐ
（
２
０
２
３
年
12
月
20
日
閲
覧
、

https://rilac.or.jp/shiaw
ase/?page_id=120

）

図表２　実務者会議の研究テーマ

年度 テーマ 成果報告会

平成 25 年度～平成 26 年度

①幸福度（調査）⇒自治体ごとで比較可能な幸福指標の作成などを検討 
②幸福度（活用）⇒幸福度を取り入れた総合計画の策定などを検討 
③定住人口増加⇒定住人口増加策の情報交換等による施策改善などを検討 
④まちおこし⇒観光、特産品、イベントなどを切り口とした町おこしの手法

平成 27 年度第３回幸せリーグ総会

平成 27 年度～平成 28 年度

①幸福度等意識調査の政策への反映 
②各自治体が実施した幸福度調査結果の比較分析 
③行政評価や総合計画等への幸福度指標の反映 
④地方創生に関する総合戦略の策定における幸福度指標の活用と、計画策定後の実践 
⑤地域間連携の在り方や実践 
⑥少子高齢化対策、雇用対策等

平成 29 年度第 5 回幸せリーグ総会

平成 29 年度～平成 30 年度

①幸福度調査等の政策反映 
②幸福度指標の活用、行政評価 
③人口減少・少子高齢化・雇用問題 
④子育て支援 
⑤町おこし・観光振興 
⑥地方創生・公共施設の総合的管理

令和元年度実務者会議＆シンポジウム

令和元年度～

① AI・ビッグデータ・IoT 
②（若者の）地域・行政参加、市民協働 
③幸福度関係 
④人口減少・少子高齢化 
⑤地方創生・地域活性化 
⑥関係人口

―

令和 5 年 12 月 20 日現在

図表３　シンポジウムの活動内容

年度 活動内容 講演者・報告者

平成 30 年度
講演会「幸せはローカルから―人口減少社会と幸福度指標」 広井良典（京都大学人と社会の未来研究院教授、幸せリーグ顧問）

加入自治体の先進事例報告会 東京都荒川区・東京都奥多摩町・千葉県酒々井町・佐賀県佐賀市

令和元年度
講演会「自治体独自政策の展望」 飯尾潤（政策研究大学院大学教授）

実務者会議成果報告会 加入自治体

令和 5 年 12 月 20 日現在

図表４　実務者会議の取り組み（令和２年度～令和５年度）

年度 取り組み内容 講演者・報告者

令和２年度
「新型コロナウイルス感染症の対策として各自治体が行っている取り組みにつ
いて」をテーマに加入自治体間での意見交換会

加入自治体

令和３年度

講演会「人口減少・成熟社会のデザイン 　拡大・成長から持続可能性とウェ
ルビーイングへ」

広井良典（京都大学人と社会の未来研究院教授、
幸せリーグ顧問）

「デジタル化やＡＩの活用等」の内容をテーマとする加入自治体の事例報告会 北海道北見市・愛知県高浜市・富山県射水市

令和４年度

講演会「地域創生・ＳＤＧｓの本質ー実学・現場重視の視点からー」 木村俊昭（東京農業大学教授）

「地方（地域）創生・人口減少（少子高齢化）」をテーマとする加入自治体の
事例報告会

岩手県北上市・島根県海士町

令和５年度 講演会「人口減少社会を考える―未来への責任―」 山崎史郎（内閣官房参与）

令和 5 年 12 月 20 日現在
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特 集
宇
佐
市
の
取
り
組
み

第
二
次
世
界
大
戦
中
に
柳
ヶ
浦
村
（
現
・
大
分
県
宇
佐

市
）
に
「
宇
佐
海
軍
航
空
隊
」
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
市

内
に
は
、
現
在
も
掩え

ん
た
い
ご
う

体
壕
（
軍
用
機
な
ど
を
敵
の
攻
撃
か

ら
守
る
た
め
の
横
穴
状
の
施
設
）
や
落
下
傘
整
備
所
等
の

戦
争
遺
構
や
地
名
が
残
っ
て
お
り
、宇
佐
海
軍
航
空
隊
は
、

地
元
の
人
々
に
と
っ
て
近
い
存
在
と
言
え
ま
す
。

一
方
、私
た
ち
が
暮
ら
す
日
本
で
は
80
年
近
く
も
の
間
、

戦
争
の
な
い
平
和
な
日
々
が
続
く
な
か
で
、
戦
争
体
験
者

の
証
言
、
当
時
の
資
料
や
遺
構
は
年
々
失
わ
れ
て
い
る
と

い
う
現
実
が
あ
り
ま
す
。
近
い
将
来
、
戦
争
体
験
者
が
存

在
し
な
い
時
代
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
体
験
者

の
証
言
、
現
在
に
残
る
資
料
や
遺
構
を
有
効
に
活
用
し
、

歴
史
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
は
、
重
要
な
課
題
の
一

つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
本
市
で
は
、
戦
争
体
験

者
に
よ
る
証
言
映
像
や
宇
佐
海
軍
航
空
隊
に
関
す
る
資
料

◆◆◆

の
収
集
活
動
、
戦
争
遺
構
の
保
存
整
備
な
ど
、
〝歴
史
を

後
世
に
伝
え
て
い
く
〟
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

推
進
協
議
会
の
設
立

本
市
で
は
、
戦
争
遺
構
の
保
存
整
備
を
中
心
に
「
我
が

ま
ち
も
戦
場
で
あ
っ
た
歴
史
」
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
た

め
の
取
り
組
み
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
を
地

域
資
源
と
し
て
活
用
し
、
地
方
創
生
に
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
が
新
た
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
平
成
30
年
度
に
、
同
様
の
課
題
を
持

つ
４
市
（
兵
庫
県
加
西
市
、
兵
庫
県
姫
路
市
、
大
分
県
宇

佐
市
、
鹿
児
島
県
鹿
屋
市
）
お
よ
び
各
市
の
関
係
団
体
で

「
空
が
つ
な
ぐ
ま
ち
・
ひ
と
づ
く
り
推
進
協
議
会
」
を
設

立
し
、「
平
和
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
取
り
組
み
を
展
開
し

て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
4
市
は
太
平
洋
戦
争
末
期
に
行
わ
れ
た
菊
水
作
戦

◆◆◆

と
い
う
大
規
模
な
特
攻
作
戦
に
お
い
て
深
い
つ
な
が
り
が

あ
り
ま
す
。
菊
水
作
戦
の
一
つ
と
し
て
、
姫
路
海
軍
航
空

隊
の
護ご

皇お
う

白は
く

鷺ろ

隊た
い

が
鶉う

ず
ら
の野

飛ひ
こ
う
じ
ょ
う

行
場
（
現
・
兵
庫
県
加
西
市
）

か
ら
宇
佐
へ
移
動
、
宇
佐
海
軍
航
空
隊
の
八は

ち
ま
ん幡

護ご

皇お
う
た
い隊

と

共
に
「
和わ

気け

部
隊
」
を
編
成
し
、
出
撃
基
地
と
な
る
串く

し

良ら

基
地
（
現
・
鹿
児
島
県
鹿
屋
市
）
に
移
動
し
た
後
、
最
終

的
に
沖
縄
方
面
へ
特
攻
出
撃
を
行
っ
て
い
ま
す
。

協
議
会
の
取
り
組
み

効
果
的
な
事
業
展
開
を
目
的
に
、
平
成
30
年
度
に
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
計
画
策
定
に
あ
た

り
、
各
市
に
残
る
資
料
や
戦
争
遺
構
を
共
有
す
る
中
で
、

貴
重
な
地
域
資
源
が
あ
る
も
の
の
地
域
の
方
々
に
と
っ
て

は
当
た
り
前
の
存
在
と
し
て
、
そ
の
価
値
に
気
づ
く
こ
と

が
で
き
ず
に
有
効
な
活
用
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
現

状
を
改
め
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

地
域
資
源
を
有
効
に
活
用
し
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
上
で
、
地
域
の
方
々
の
理
解
醸
成
お
よ
び

取
り
組
み
へ
の
参
画
は
不
可
欠
で
す
。
そ
こ
で
、
本
協
議

会
で
は
、
外
向
き
の
情
報
発
信
の
み
な
ら
ず
、
内
向
き
の

情
報
発
信
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。
そ
の
一

◆◆◆

空
が
つ
な
ぐ
ま
ち
・
ひ
と
づ
く
り
推
進
協
議
会

（
兵
庫
県
加
西
市
・
兵
庫
県
姫
路
市
・
大
分
県
宇

佐
市
・
熊
本
県
錦
町
・
鹿
児
島
県
鹿
屋
市
）

戦
争
の
空
で
つ
な
が
っ
た

�

ま
ち
の
取
り
組
み

永
坂　

あ
か
り

宇
佐
市
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
主
事

―
今
、
広
域
で
平
和
を
考
え
る
―

遠
隔
自
治
体
の
連
携
に
よ
る

地
域
活
性
化

戦争に関する5市町の遺跡や資料館を巡る
広域の「平和スタンプラリー」のチラシ
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環
と
し
て
、
毎
年
、
各
市
町
に
お
い
て
持
ち
回
り
で
開
催

す
る
会
議
に
併
せ
て
地
域
の
方
々
を
対
象
と
し
た
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
等
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い

て
各
市
町
の
戦
争
遺
構
な
ど
を
活
用
し
た
取
り
組
み
を
共

有
す
る
こ
と
で
、
参
加
し
た
方
々
が
自
身
の
ま
ち
に
あ
る

貴
重
な
地
域
資
源
の
価
値
に
つ
い
て
再
認
識
す
る
機
会
を

創
出
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
の
Ü
Ｓ
Ａ
氏
と
共
に
各
市

の
戦
争
遺
構
や
資
料
館
を
巡
り
、
平
和
に
つ
い
て
改
め
て

考
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
映
像
や
各

市
の
歴
史
的
つ
な
が
り
を
紹
介
す
る
マ
ン
ガ
本
は
、
多
く

の
方
が
地
域
の
歴
史
を
振
り
返
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
担
い
手
と
な
る
「
ヒ
ト
」
の
育
成
は
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
お
い
て
、
重
要
な
取
り
組
み
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
協
議
会
の
つ
な
が
り
を
有
効
に
活
用
し

た
交
流
事
業
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
、

地
域
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
教
育
推

進
の
一
環
と
し
て
、
教
育
旅
行
の
相
互
誘
致

に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
他
市
町
の
学
校
同
士
が
各
市
町
の

歴
史
を
紹
介
す
る
交
流
を
リ
モ
ー
ト
で
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
将
来
的
に
は
各
市
町
の
教

育
旅
行
で
他
市
町
を
訪
問
し
、
実
際
に
対
面

で
の
交
流
を
実
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
子

ど
も
た
ち
の
社
会
性
や
多
様
性
を
育
む
と
と

も
に
、
自
身
の
ま
ち
を
紹
介
す
る
た
め
の
ふ

る
さ
と
学
習
を
通
じ
て
、
郷
土
愛
の
醸
成
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

併
せ
て
受
け
入
れ
体
制
強
化
の
た
め
に
、

戦
争
遺
構
ガ
イ
ド
の
方
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の

活
動
を
紹
介
し
、
情
報
交
換
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
交
流
で
は
、
ガ
イ
ド
や
解
説
を

行
う
際
の
工
夫
や
課
題
を
共
有
す
る
こ
と
に

よ
り
、
各
市
町
の
ガ
イ
ド
レ
ベ
ル
の
底
上
げ

が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
に
は
、
人
吉
海
軍
航
空
基
地

に
関
す
る
戦
争
遺
構
を
活
用
し
、
同
様
の
取

り
組
み
を
推
進
す
る
熊
本
県
錦
町
が
参
画
し

た
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に
活
動
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
現
地
を
訪
れ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
広
域

で
の
平
和
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
各
地
に

今
も
残
る
ナ
マ
の
資
料
や
遺
構
を
実
際
に
見
学
す
る
こ
と

に
よ
り
、
過
去
の
出
来
事
を
学
び
、
現
在
の
平
和
に
つ
い

て
考
え
る
機
会
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。

戦
後
80
年
に
向
け
て

令
和
7
年
度
に
は
戦
後
80
年
を
迎
え
ま
す
。
今
後
は
、

さ
ら
に
戦
争
体
験
者
の
減
少
に
伴
っ
て
、
歴
史
の
風
化
が

進
ん
で
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
も
残
る
当
時
の
資
料

や
戦
争
遺
構
は
も
の
言
わ
ぬ
証
言
者
で
あ
り
、
世
界
各
地

で
戦
争
が
続
い
て
い
る
今
、
平
和
の
大
切
さ
を
考
え
る
機

会
を
創
り
出
す
こ
と
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
実
物
を
見
て
過
去
の
出
来
事
や
今
起
き
て

い
る
こ
と
を
身
近
な
も
の
と
し
て
学
び
、
そ
の
事
実
を
後

世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
の
必
要
性
に
気
づ
い
て
も
ら
い
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
本
協
議
会
で
は
現
在
ま
で
行
な
っ

て
き
た
取
り
組
み
の
さ
ら
な
る
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
各
団
体
の
工
夫
や
課
題
を
共
有
し
な
が

ら
今
後
も
連
携
の
輪
を
ひ
ろ
げ
て
、
平
和
の
大
切
さ
に
気

づ
く
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
全
国
に
展
開
し
て

い
き
ま
す
。

ま
た
、
そ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
地
域
一
体
と

な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
の
体
制
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
地

域
の
枠
組
み
を
超
え
た
広
域
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
施

策
を
展
開
す
る
こ
と
で
、
各
市
町
に
お
け
る
地
方
創
生
の

実
現
を
図
り
ま
す
。

◆◆◆

ひみつ基地ミュージアム（錦町）sora かさい〈技術ゾーン〉（加西市）

平和資料館（姫路市 )串良地下壕（鹿屋市）
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豊
島
区
と
秩
父
市
の
歩
み

昭
和
58
年
10
月
、
豊
島
区
は
区
制
施
行
50
周
年
記
念
事

業
の
一
つ
と
し
て
、
秩
父
市
と
姉
妹
都
市
の
提
携
を
結
び

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
移
住
体
験
や
文
化
交
流
（
観
光
物

産
展
、親
子
田
植
え
稲
刈
り
体
験
教
室
な
ど
）
を
通
し
て
、

数
多
く
の
交
流
事
業
を
積
み
重
ね
、
両
都
市
の
絆
を
深
め

て
き
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
平
成
31
年
３
月
に
「
森
林
環
境
税
及

び
森
林
環
境
譲
与
税
に
関
す
る
法
律
」が
成
立
し
ま
し
た
。

森
林
環
境
譲
与
税
は
、
市
町
村
に
お
い
て
は
、
間
伐
等
の

「
森
林
の
整
備
に
関
す
る
施
策
」
と
人
材
育
成
・
担
い
手

の
確
保
、
木
材
利
用
の
促
進
や
普
及
啓
発
等
の
「
森
林
の

整
備
の
促
進
に
関
す
る
施
策
」
に
充
て
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
豊
島
区
で
は
、
令
和
元
年
７
月
、
森
林
の
保
全

◆◆◆

及
び
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
、
自
然
体
験
を
伴
う
環
境

交
流
事
業
を
通
じ
た
自
治
体
間
交
流
の
促
進
を
目
的
と
し

た
、
森
林
整
備
の
実
施
に
関
す
る
協
定
を
秩
父
市
と
締
結

し
ま
し
た
。
森
林
環
境
譲
与
税
を
契
機
と
し
た
姉
妹
都
市

間
に
お
け
る
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
事
業
は
、
当
時
、

全
国
初
の
取
り
組
み
で
し
た
。

「
と
し
ま
の
森
」
と
事
業
概
要

豊
島
区
は
、
秩
父
市
の
市
有
林
を
「
と
し
ま
の
森
」
と

し
て
整
備
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
森
林
の
状
況
に

よ
っ
て
、
間
伐
や
除
伐
、
遊
歩
道
の
整
備
、
萌
芽
更
新
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
区
民
の
憩
い
の
森
と
し
て
整
備
す

る
だ
け
で
な
く
、
環
境
教
育
の
場
、
自
然
体
験
の
場
を
創

出
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、森
林
整
備
後
は
、

埼
玉
県
森
林
Ｃ
Ｏ
2
吸
収
量
認
証
制
度
を
活
用
し
、
二
酸

◆◆◆

化
炭
素
吸
収
量

を
得
る
こ
と
も

出
来
ま
す
。

令
和
５
年

は
、
８
月
と
10

月
に
日
帰
り
で

環
境
交
流
ツ
ア

ー
を
開
催
し
ま

し
た
。
ツ
ア
ー

は
、
秩
父
市
森

づ
く
り
課
、
秩

父
広
域
森
林
組
合
の
協
力
の
も
と
、「
と
し
ま
の
森
」で
の

自
然
散
策
や
、秩
父
産
材
を
使
っ
た「
丸
太
切
り
」「
木
の

宝
石
づ
く
り
」
な
ど
の
木
工
体
験
を
行
う
も
の
で
す
。
ツ

ア
ー
参
加
者
か
ら
は
、「
自
分
で
行
く
の
が
難
し
い
場
所

を
ま
と
め
て
ツ
ア
ー
に
な
っ
て
い
た
の
が
良
か
っ
た
し
、

内
容
が
充
実
し
て
い
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」「
素
敵
な
自

然
を
あ
り
が
と
う
」と
い
う
お
声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
に
向
け
て

令
和
３
年
２
月
、
豊
島
区
は
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向

け
て
、
２
０
５
０
（
令
和
３２
）
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
排

出
量
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
を

目
指
す
こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。
令
和
４
年
７
月
に
は
、

「
２
０
５
０
と
し
ま
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
戦
略
」
を
策
定
し
、

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
達
成
に
向
け
て
四
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
設

定
し
て
、
Ｃ
Ｏ
2
排
出
量
の
削
減
を
図
る
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。
今
後
も
「
と
し
ま
の
森
」
で
自
然
の
雄
大

さ
を
感
じ
、
生
き
た
環
境
教
育
の
場
と
し
て
大
切
に
し
な

が
ら
、区
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、「
と
し
ま
の
森
づ
く
り
」

◆◆◆

東
京
都
豊
島
区
、

埼
玉
県
秩
父
市

「
と
し
ま
の
森
」
と
秩
父
市
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ

―
姉
妹
都
市
交
流
40
年
の
歩
み
―

遠
隔
自
治
体
の
連
携
に
よ
る
地
域
活
性
化

伊
藤 

礼
佳

豊
島
区
役
所
環
境
清
掃
部

環
境
政
策
課
主
任

清
水 

基
夏

豊
島
区
役
所
文
化
商
工
部

文
化
観
光
課
主
任

「としまの森」
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を
通
し
て
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
の
取
り
組
み
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

生
涯
活
躍
の
ま
ち
づ
く
り
の
検
討

平
成
26
年
５
月
、
日
本
創
成
会
議
が
発
表
し
た
「
消
滅

可
能
性
都
市
」
に
東
京
２３
区
で
唯
一
、
豊
島
区
が
挙
げ
ら

れ
ま
し
た
。
時
の
区
長
で
あ
っ
た
高
野
之
夫
（
前
区
長
）

は
こ
れ
を
重
く
受
け
止
め
、「
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変

え
る
」
と
い
う
信
念
の
も
と
、
持
続
・
発
展
し
て
い
く
都

市
を
目
指
し
ま
す
。

そ
の
検
討
の
中
で
、
豊
島
区
を
含
む
都
心
部
は
日
々
の

暮
ら
し
を
全
国
各
地
の
農
林
水
産
業
に
支
え
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
各
地
域
が
衰
退
し
て
い
く
こ
と
は
、
ひ
い
て
は

区
民
の
生
活
基
盤
そ
の
も
の
の
沈
下
に
つ
な
が
る
と
考
え

ま
し
た
。

そ
こ
で
、「
豊
島
区
基
本
計
画
」
に
お
い
て
「
消
滅
可

能
性
都
市
か
ら
持
続
発
展
都
市
へ
の
戦
略
展
開
」を
掲
げ
、

そ
の
四
つ
の
柱
の
一
つ
と
し
て「
様
々
な
地
域
と
の
共
生
」

を
位
置
づ
け
、
そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
共
に
消
滅
可
能
性

◆◆◆

都
市
に
選
ば
れ
て
い
た
秩
父
市
と
「
豊
島
区
・
秩
父
市
が

進
め
る
生
涯
活
躍
の
ま
ち
づ
く
り
（
秩
父
市
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ

Ｃ
）」
を
協
働
し
て
進
め
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

秩
父
市
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
と
は

Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
と
は
高
齢
者
が
元
気
な
う
ち
に
地
方
に
移
住

し
、
社
会
活
動
に
参
加
し
な
が
ら
、
介
護
や
医
療
が
必
要

に
な
っ
た
場
合
は
ケ
ア
を
受
け
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
生
活
共
同
体
の
総
称
で
す
。

平
成
27
年
に
国
の
主
導
に
よ
り
、
中
高
年
を
対
象
と
し

た
「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
構
想
（
日
本
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
）」
を

全
国
で
進
め
る
方
針
を
示
し
ま
し
た
が
、「
秩
父
市
版
Ｃ

Ｃ
Ｒ
Ｃ
」
で
は
高
齢
者
の
み
な
ら
ず
、
若
い
世
代
も
含
む

多
世
代
を
対
象
に
し
た
総
合
的
な
政
策
を
検
討
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

令
和
元
年
10
月
に
「
秩
父
市
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
」
の
モ
デ
ル

事
業
と
し
て
「
花
の
木
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
秩
父
市
に
建
設
さ
れ
た
サ
ー

◆◆◆

ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
「
ゆ
い
ま
〜
る
花
の
木
」
の

主
な
入
居
対
象
者
を
豊
島
区
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
と

し
、
生
活
の
基
盤
を
秩
父
市
に
移
し
な
が
ら
豊
島
区
で
の

活
動
も
継
続
で
き
る
、
と
い
っ
た
二
地
域
居
住
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
当
初
に
は
３
組
４
名
の
方
が
入

居
し
秩
父
市
に
移
住
し
ま
し
た
。
移
住
者
か
ら
は
「
秩
父

市
は
豊
島
区
と
長
い
交
流
が
あ
り
、身
近
に
感
じ
て
い
る
」

「
環
境
の
違
う
場
所
に
行
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た
が
、
豊
島

区
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
継
続
す
る
た
め
に
二

地
域
居
住
を
決
断
し
た
」と
の
お
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
モ
デ
ル
事
業
と
並
行
し
た
総
合
事
業
と
し
て
多

世
代
を
対
象
と
し
た
事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。「
区
民
ひ

ろ
ば
交
流
事
業
」
で
は
豊
島
区
の
区
民
ひ
ろ
ば
で
子
ど
も

た
ち
を
対
象
に
秩
父
の
木
材
を
使
用
し
た
木
工
体
験
教
室

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
世
代
を
対
象
に
「
お
試

し
農
業
体
験
」
や
秩
父
市
で
の
移
住
生
活
を
体
験
で
き
る

「
移
住
体
験
ツ
ア
ー
」
を
開
催
し
、
そ
れ
ぞ
れ
好
評
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
の
事
業
展
開
に
つ
い
て

秩
父
市
と
姉
妹
都
市
と
な
り
40
年
間
、
着
実
に
関
係
人

口
は
増
加
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
拡
大
に
伴
い
多
く
の
事
業
が
中
止
や
延
期
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
停
滞
し
た
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
し
た
。

今
後
は
既
存
事
業
を
再
開
す
る
と
同
時
に
、
新
た
な
事

業
展
開
も
図
る
こ
と
で
さ
ら
に
多
く
の
方
々
が
交
流
で
き

る
方
法
を
秩
父
市
と
共
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
よ
り
多

面
的
に
関
係
人
口
を
創
出
し
て
い
く
こ
と
が
、
両
自
治
体

の
さ
ら
な
る
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
ま

す
。 ◆◆◆

「としまの森」での環境交流ツアー

秩父産の木材を使った木工体験教室

ゆいま～る花の木
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取
り
組
み
の
経
緯
と
背
景
、
ね
ら
い

中
国
山
地
の
山
々
に
囲
ま
れ
、
総
面
積
の
93
％
を
森
林

が
占
め
、
林
業
を
基
幹
産
業
と
す
る
中
山
間
地
域
で
あ
る

鳥
取
県
智
頭
町
と
、
天
城
山
系
と
駿
河
湾
に
囲
ま
れ
、
温

泉
や
海
水
浴
な
ど
豊
富
な
資
源
を
有
す
る
農
山
漁
村
地
域

で
あ
る
静
岡
県
松
崎
町
。
お
よ
そ
６
０
０
㌔
離
れ
た
両
地

域
が
、
な
ぜ
手
を
取
り
合
い
歩
調
を
合
わ
せ
て
連
携
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の
か
、そ
れ
は
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」

と
い
う
価
値
観
を
守
り
続
け
、
次
世
代
へ
継
承
し
て
い
く

と
い
う
共
通
の
目
的
を
持
っ
た
こ
と
に
端
を
発
し
ま
す
。

両
地
域
は
い
ず
れ
も
魅
力
的
な
地
域
資
源
と
そ
れ
を
守

り
続
け
る
た
め
の
住
民
活
動
が
評
価
さ
れ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
に
加
盟
し
て
い
ま
す
。

連
合
の
理
念
は
「
失
っ
た
ら
二
度
と
取
り
戻
せ
な
い
」
環

境
を
守
る
こ
と
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
連
合
に
加
盟
し
て
い
る
59
の
町

◆◆◆

村
・
地
域
に
お
い
て
は
、
人
口
減
少
と
そ
れ
に
伴
う
産
業

の
衰
退
、
行
政
の
人
的
リ
ソ
ー
ス
不
足
か
ら
く
る
Ｄ
Ｘ
化

の
遅
れ
な
ど
、
抱
え
る
地
域
課
題
を
あ
げ
れ
ば
枚
挙
に
い

と
ま
が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
ま
ま
で
は
美
し
い
村
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
る
と
い
う
、
か
つ
て
日
本
中
の
農
山
漁
村
が
抱
え
て

い
た
漠
然
と
し
た
不
安
は
、
現
在
目
の
前
に
大
き
な
脅
威

と
し
て
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
ま
す
。

連
合
に
加
盟
し
て
い
る
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
、

加
盟
町
村
・
地
域
が
連
鎖
的
に
つ
な
が
る
仕
組
み
を
つ
く

る
こ
と
で
、
そ
こ
に
つ
ぎ
込
ま
れ
る
労
力
の
最
適
化
と
効

果
の
最
大
化
を
狙
っ
た
事
業
が
「
美
し
い
村
Ｄ
Ａ
Ｏ
」
で

す
。

取
り
組
み
の
概
要
と
特
徴

本
事
業「
美
し
い
村
Ｄ
Ａ
Ｏ
」で
取
り
入
れ
た
の
は
、組

織
の
新
し
い
形
で
あ
る
Ｄ
Ａ
Ｏ（
ダ
オ
、分
散
型
自
律
組
織
＝

◆◆◆

D
ecentralized A

utonom
ous O

rganization

）で
す
。

Ｄ
Ａ
Ｏ
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
３
・
０
社
会
の
基
幹
技
術
で
あ
り
、

改
ざ
ん
が
で
き
な
い
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
の
技
術
を
活
用

し
て
投
票
を
行
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体
で
意
思
決
定
を

行
う
た
め
、
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
視
点
で
さ
ま

ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
資
産
を
管
理
す
る
こ
と
が
で
き

る
仕
組
み
で
す
。
日
本
中
に
点
在
す
る
「
美
し
い
村
」
と

そ
の
サ
ポ
ー
タ
ー
た
ち
が
「
美
し
い
村
の
世
界
観
」
を
守

ろ
う
と
し
て
い
る
連
合
の
仕
組
み
と
、
シ
ン
ク
ロ
し
て
い

る
よ
う
な
気
が
す
る
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

智
頭
町
と
松
崎
町
、美
し
い
村
サ
ポ
ー
タ
ー
企
業
の「
合

同
会
社
美
し
い
村
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、
ブ
ロ
ッ
ク

チ
ェ
ー
ン
と
Ｄ
Ａ
Ｏ
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
あ
る
「
株
式

会
社
ガ
イ
ア
ッ
ク
ス
」
を
中
心
と
し
て
「
美
し
い
村
Ｄ
Ａ

Ｏ
」
の
組
成
と
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
に
よ
る
Ｎ
Ｆ
Ｔ
（
非

代
替
性
ト
ー
ク
ン
）
発
行
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
を

行
い
ま
し
た
（
図
1
）。
財
源
は
内
閣
府
の
「
広
域
連
携

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
業
（
２
０
２
２
年
度
）」
を
活
用
し

て
い
ま
す
（
図
2
）。

発
行
さ
れ
る
Ｎ
Ｆ
Ｔ
に
は
、
次
の
特
徴
を
盛
り
込
ん
で

い
ま
す
。

○
購
入
者
は
「
デ
ジ
タ
ル
村
民
」
と
し
て
認
定
（
図
3
）

デ
ジ
タ
ル
村
民
は
、
こ
の
事
業
に
取
り
組
む
美
し
い
村

（
現
時
点
で
智
頭
町
、
松
崎
町
の
2
町
）
に
お
い
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
割
引
特
典
が
得
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
観
光
施
設

へ
の
無
料
入
館
権
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
や
民
泊
、
温
泉
入
湯

の
割
引
き
な
ど
で
す
。

○
美
し
い
村
独
自
の
地
域
資
源
型
Ｎ
Ｆ
Ｔ
の
開
発
（
図
4
）

美
し
い
村
に
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
魅
力
的
な
コ
ン
テ
ン

ツ
が
た
く
さ
ん
存
在
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
Ｎ
Ｆ
Ｔ
と
い

う
形
で
世
の
中
へ
発
信
し
て
い
く
の
が
地
域
資
源
型
Ｎ
Ｆ

鳥
取
県
智
頭
町
、

静
岡
県
松
崎
町

美
し
い
村
が
連
鎖
す
る
Ｄ
Ａ
Ｏ
の
可
能
性

―
デ
ジ
タ
ル
村
民
に
独
自
の
特
典
―

遠
隔
自
治
体
の
連
携
に
よ
る
地
域
活
性
化

松
村　

陽
平

智
頭
町
企
画
課
課
長
補
佐
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Ｔ
で
す
。

○
ガ
バ
ナ
ン
ス
ト
ー
ク
ン
で
発
言
権
を
付
与

Ｎ
Ｆ
Ｔ
購
入
者
に
は
も
れ
な
く
「
ガ
バ
ナ
ン
ス
ト
ー
ク

ン
（
Ｕ
Ｇ
Ｔ
）」
が
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
に
書
き
込
ま
れ

ま
す
。
Ｕ
Ｇ
Ｔ
は
Ｄ
Ａ
Ｏ
に
お
け
る
投
票
権
で
あ
り
、
新

規
Ｎ
Ｆ
Ｔ
発
行
や
ル
ー
ル
変
更
の
是
非
を
投
票
で
決
定
し

ま
す
。

「
美
し
い
村
Ｄ
Ａ
Ｏ
」
内
で
、
デ
ジ
タ
ル
村
民
と
リ
ア

ル
村
民
が
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
交
換
し
な
が
ら
、
新

し
い
Ｎ
Ｆ
Ｔ
を
開
発
し
、
Ｄ
Ａ
Ｏ
参
加
者
全
員
が
美
し
い

村
の
世
界
観
を
損
ね
な
い
よ
う
監
視
す
る
仕
組
み
に
よ
っ

て
、
美
し
い
村
の
環
境
を
守
り
、
経
済
を
潤
し
、
さ
ら
な

る
美
し
い
村
を
生
み
出
す
新
し
い
社
会
構
造
の
構
築
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
展
望
と
課
題

Ｎ
Ｆ
Ｔ
を
購
入
し
て
デ
ジ
タ
ル
村
民
に
な
っ
た
ら
、
日

本
中
の
美
し
い
村
で
独
自
の
特
典
が
得
ら
れ
、
自
分
の
好

◆◆◆

き
な
美
し
い
村
の
活
動
に
Ｄ
Ａ
Ｏ
を
通
し
て
参
画
、
地
域

貢
献
で
き
ま
す
。

智
頭
町
と
松
崎
町
が
加
盟
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
日
本
で

最
も
美
し
い
村
」連
合
の
加
盟
地
域
は
現
時
点
で
59
あ
り
、

そ
の
社
会
的
意
義
と
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
極
め
て
高
い
は
ず

で
す
。

Ｄ
Ａ
Ｏ
は
、
過
疎
化
が
進
む
中
山
間
地
域
、
農
山
漁
村

地
域
の
モ
デ
ル
と
な
り
う
る
活
動
で
あ
る
と
今
で
も
信
じ

て
い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
そ
こ
ま
で
大
き
な
う
ね
り
に

な
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
原
因
と
し
て
は
、
地
域

住
民
や
地
域
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
巻
き
込
み
が
不
足
し
て
い

る
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
や
Ｎ
Ｆ
Ｔ
、
Ｄ
Ａ
Ｏ
に
つ
い
て

の
理
解
度
が
地
域
で
深
ま
っ
て
い
な
い
、
連
合
加
盟
町
村

の
参
画
促
進
が
不
足
し
て
い
る
、な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

全
国
的
に
Ｎ
Ｆ
Ｔ
発
行
は
広
が
り
を
見
せ
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
過
疎
地
域
に
と
っ
て
は
な
じ
み
の
な
い
仕

組
み
と
言
え
ま
す
。

一
方
で
、
地
域
の
若
者
か
ら
Ｄ
Ａ
Ｏ
と
Ｎ
Ｆ
Ｔ
に
つ
い

て
教
え
て
ほ
し
い
と
い
う
声
を
い
た
だ
い
た
り
、
お
祭
り

特
別
優
待
権
Ｎ
Ｆ
Ｔ
が
発
行
さ
れ
た
の
は
前
向
き
な
兆
し

だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
（
写
真
）。
引
き
続
き
こ
う
い
っ
た

取
り
組
み
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
、
地
域
内
で
も
Ｄ
Ａ
Ｏ
内

で
も
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合

に
お
い
て
も
、
事
業
委
員
会
に
お
い
て
こ
の
取
り
組
み
を

加
盟
町
村
全
体
へ
広
げ
、
推
進
し
て
い
く
方
向
性
が
示
さ

れ
ま
し
た
。「
美
し
い
村
Ｄ
Ａ
Ｏ
」
や
Ｎ
Ｆ
Ｔ
発
行
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
含
め
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
の
ノ

ウ
ハ
ウ
や
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
情
報
を
一
元
化
し
、
デ
ジ
タ

ル
村
民
や
サ
ポ
ー
タ
ー
企
業
、
地
域
に
暮
ら
す
住
民
や
プ

レ
イ
ヤ
ー
、
さ
ら
に
は
こ
れ
か
ら
美
し
い
村
を
知
る
人
々

に
と
っ
て
のW

ell-Being

を
実
現
す
る
「
美
し
い
村
ク

ラ
ウ
ド
構
想
」
が
こ
れ
か
ら
始
動
し
ま
す
。

智
頭
町
と
松
崎
町
が
投
じ
た
一
石
を
き
っ
か
け
に
、
59

の
地
域
が
一
斉
に
投
じ
れ
ば
、
水
面
に
波
が
立
ち
、
世
界

中
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
そ
の
波
に
乗
っ
て
一
大
ム
ー
ブ
メ
ン

ト
を
巻
き
起
こ
す
…
そ
ん
な
未
来
を
描
い
て
い
ま
す
。
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地域資源NFT

美しい村DAOの加盟町村の
美しい地域資源を使った
地方創生を行うNFT

デジタル村民によって企画される

地域資源NFT

村民証期限：1年

美しい村が
独自に取り組む
コンテンツをNFTに

※地域資源NFTの購入者は
自動的にデジタル村民へ

図 4：地域資源型 NFT

お祭り NFT 購入者特典のひとつ、踊り子たちとの
記念写真

Copyright © Gaiax Co.Ltd. All Rights Reserved.

美しい村DAOとは

複数の自治体が参加し地域住民やデジタル村民が一緒に地方創生を行うDAO

内閣府地方創生推進事務局広域連携SDGsモデル事業

図 2：2022 年度広域連携 SDG ｓモデル事業に採択
された「美しい村 DAO」

Copyright © Gaiax Co.Ltd. All Rights Reserved.

デジタル村民証NFT

美しい村DAOの全加盟町村にて
リアル村民と同様の村民割が

受けられる

地域資源NFTの企画立案ができる

デジタル村民証NFT

期限：1年

・民泊体験料割引
・森林セラピー体験料割引
・重要文化財石谷家住宅入館料無料

・伊豆まつざき荘温泉入浴料割引
・依田の庄入浴料割引
・伊豆の長八美術館入館料無料
・重要文化財岩科学校入館料無料

美しい村が
増えれば増えるほど、
デジタル村民の
特典が増えていく

図 3：デジタル村民証 NFT

図 1:NFT 発行プラットフォーム「美しい村 DAO」
（https://beautiful-village.org/）
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河
口　

百
合
恵

福
智
町
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係
主
査

「
城
」
の
字
が
つ
な
い
だ
絆

福ふ
く

智ち

町ま
ち

か
ら
は
る
か
南
西
９
０
０
㌔
に
位
置
す
る
沖
縄

県
・
中な

か

城ぐ
す

村く
そ
ん。

遠
く
離
れ
た
兄
弟
都
市
が
そ
こ
に
あ
り
ま

す
。両
町
村
の
交
流
が
始
ま
っ
た
の
は
旧
方
城
町
時
代（
福

智
町
は
平
成
18
年
に
赤
池
町
・
金
田
町
・
方
城
町
が
合
併

し
て
誕
生
）
の
平
成
７
年
。
当
時
の
方
城
町
子
ど
も
会
が

沖
縄
県
で
の
平
和
学
習
を
企
画
し
、
福
岡
県
を
通
し
て
交

流
先
の
募
集
を
か
け
た
際
に
、
同
じ
「
城
」
の
字
が
つ
く

こ
と
に
縁
を
感
じ
、
真
っ
先
に
手
を
挙
げ
て
く
れ
た
の
が

中
城
村
で
し
た
。

初
年
度
は
福
智
町
か
ら
の
訪
問
の
み
で
、
中
城
村
の
世

界
遺
産
「
中
城
城
跡
」
で
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
行
う
約
２

時
間
の
短
い
交
流
で
し
た
。
や
が
て
宿
泊
研
修
の
開
始
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
実
施
や
相
互
訪
問
の
実
現
な
ど
、
交
流

は
深
ま
り
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
両
町
村
の
距
離
は
近
づ

い
て
い
き
ま
し
た
。

沖
縄
の
方
言
に
「
い
ち
ゃ
り
ば
ち
ょ
ー
で
ー
」
と
い
う

言
葉
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
言
葉
の
意
味
は
「
一
度
出
会
え

◆◆◆

ば
み
な
兄
弟
」。
人
と
人
と
の
出
会
い
を
大
切
に
す
る
こ

の
言
葉
の
と
お
り
、
お
互
い
の
訪
問
時
に
は
温
か
く
迎
え

入
れ
、
子
ど
も
た
ち
に
と
ど
ま
ら
ず
、
引
率
す
る
実
行
委

員
の
絆
も
深
め
ま
し
た
。
交
流
は
順
調
に
継
続
し
、
お
互

い
の
親
交
が
深
ま
る
中
で
、
よ
り
進
ん
だ
交
流
が
で
き
な

い
か
と
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
し
て
平
成
28
年
３
月
５
日
、
21
年
と
い
う
長
き
に
わ

た
り
育
ん
で
き
た
両
町
村
の
友
情
は
、
兄
弟
都
市
提
携
と

い
う
形
で
実
を
結
び
ま
す
。
福
岡
県
飯
塚
市
内
の
ホ
テ
ル

で
行
わ
れ
た
調
印
式
で
、
両
町
村
長
は
固
い
握
手
を
交
わ

し
、
提
携
書
に
心
を
こ
め
て
署
名
。
子
ど
も
会
の
活
動
か

ら
始
ま
っ
た
絆
が
町
を
動
か
し
、
新
た
な
段
階
へ
と
進
み

だ
し
た
記
念
す
べ
き
日
と
な
り
ま
し
た
。

互
い
の
文
化
、
自
然
に
触
れ
る
「
少
年
の
翼
」

こ
の
交
流
事
業
は
、
８
月
に
福
智
町
が
沖
縄
を
訪
問
、

１
月
に
中
城
村
の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
二
つ

を
合
わ
せ
た
一
連
の
事
業
を
「
少
年
の
翼
」
と
呼
ん
で
い

ま
す
。
福
智
町
の
主
な
目
的
は
「
平
和
学
習
」
で
す
。
悲

◆◆◆

惨
な
戦
争
を
経
験
し
た
沖
縄
県
を
訪
れ
る
こ
と
で
し
か
感

じ
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
平
和
の
尊
さ
、
命
の
大
切
さ
を

学
ぶ
と
と
も
に
、
沖
縄
独
自
の
文
化
に
触
れ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
中
城
村
の
主
な
目
的
は
「
異

文
化
体
験
」。
こ
れ
は
事
業
開
始
当
初
、
中
城
村
子
ど
も

会
の
「
雪
を
知
ら
な
い
沖
縄
の
子
ど
も
た
ち
に
感
動
を
与

え
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
き
て
お
り
、
他
に
も
電
車
へ

の
乗
降
や
も
ち
つ
き
な
ど
、
沖
縄
で
は
機
会
の
少
な
い
体

験
に
主
眼
を
置
い
て
い
ま
す
。
両
町
村
と
も
に
受
け
入
れ

の
際
に
は
自
分
の
町
・
村
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
県
内
を
広
く

案
内
す
る
こ
と
で
、
よ
り
子
ど
も
の
感
性
を
伸
ば
し
、
お

互
い
の
文
化
に
触
れ
る
機
会
を
生
み
出
す
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

ま
た
も
う
一
つ
重
点
を
置
く
の
が
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の

実
施
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
お
互
い
を
訪
問
す
る
２
泊
の

間
は
、
事
業
に
参
加
す
る
家
庭
に
宿
泊
し
ま
す
。
夏
を
と

も
に
過
ご
し
た
同
年
代
の
仲
間
と
冬
に
再
会
。
同
じ
参
加

者
が
年
間
を
通
じ
て
事
業
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
よ
り
深

く
お
互
い
を
知
り
、
友
情
を
育
ん
で
ほ
し
い
と
の
願
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
交
友
を
越
え
て
町
村
連
携
へ

兄
弟
都
市
提
携
を
経
て
、
両
町
村
の
つ
な
が
り
は
さ
ら

に
加
速
し
、
多
方
面
に
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
令
和

元
年
11
月
、
両
町
村
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
交
流
が
実
現
。
町
内
中
学
校

の
生
徒
が
中
城
村
を
訪
問
し
、
県
大
会
出
場
実
績
を
持
つ

両
校
に
よ
る
白
熱
し
た
練
習
試
合
や
大
人
と
の
交
流
試
合

な
ど
、
影
響
力
の
高
い
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
交
流
で
新
た
な

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

◆◆◆

遠
隔
自
治
体
の
連
携
に
よ
る

地
域
活
性
化

福
岡
県
福
智
町
、

沖
縄
県
中
城
村

―
互
い
の
文
化
と
自
然
を
学
ん
だ
30
年
―

子
ど
も
た
ち
の
交
流
か
ら
自
治
体
交
流
へ
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ま
た
文
化
の
交
流
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
令
和
３
年
12

月
に
は
、
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
未

来
遺
産
２
０
１
９
」
に
も
指
定
さ
れ
た
小
学
生
か
ら
高
校

生
を
中
心
と
す
る
創
作
組
踊
「
糸い

と

蒲か
ま

の
縁え

ん

」
を
福
智
町
で

上
演
。
令
和
５
年
11
月
に
は
中
城
村
の
二
つ
の
伝
統
芸
能

「
津つ

覇は

の
獅
子
舞
」
と
「
伊い

集じ
ゅ

の
打た

ー

花ふ
ぁ
ー

鼓く
ー

」
が
福
智
町
文

化
祭
に
出
演
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
中
城
村
の
伝
統
芸
能

は
福
岡
県
初
と
な
る
公
演
で
、
兄
弟
都
市
と
し
て
築
い
て

き
た
つ
な
が
り
に
よ
り
公
演
場
所
と
し
て
選
ば
れ
ま
し

た
。
沖
縄
の
文
化
を
伝
え
る
大
迫
力
の
伝
統
芸
能
は
、
福

智
町
の
人
々
に
多
く
の
感
動
を
与
え
ま
し
た
。

ま
た
行
政
間
の
交
流
と
し
て
、
職
員
の
人
事
交
流
が
今

年
度
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
任
期
は
２
年
間
で
、
両
者
の

絆
を
深
め
る
だ
け
で
な
く
、
将
来
の
両
町
村
政
に
生
か
す

こ
と
の
で
き
る
相
互
の
魅
力
的
な
行
政
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
行
政
と
子
ど
も
の

交
流
事
業
を
越
え
た
連
携
が
実
現
し
て
お
り
、
兄
弟
都
市

と
し
て
の
関
係
は
福
智
町
に
強
く
根
付
き
始
め
て
い
ま

す
。

未
来
に
つ
な
ぐ
絆
と
こ
れ
か
ら
の
交
流
事
業

私
が
交
流
事
業
の
担
当
と
な
っ
た
の
は
令
和
４
年
４

月
。
コ
ロ
ナ
禍
を
受
け
て
２
年
間
の
中
止
を
経
た
、
事
業

再
開
の
年
で
し
た
。
中
止
に
よ
り
事
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
失

わ
れ
、
慎
重
な
感
染
症
対
策
が
必
要
と
な
る
な
ど
厳
し
い

状
況
で
し
た
が
、
綿
密
な
打
ち
合
わ
せ
を
し
、
両
町
村
の

◆◆◆

行
政
と
実
行
委
員
が
助
け
合
う
こ
と
で
全
て
の
行
程
を
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
無
事
に
事
業
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
た
の
は
、
こ
の
交
流
を
継
続
す
る
強
い
意
志
が

あ
り
、
長
く
培
っ
て
き
た
友
情
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

し
か
し
順
調
に
継
続
し
て
き
た
こ
の
事
業
に
も
課
題
は

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
友
好
の
中
心
と
な
り
支
え
続
け
て

き
た
実
行
委
員
の
世
代
交
代
や
後
継
者
不
足
、
暖
冬
に
よ

り
雪
が
降
ら
な
い
年
が
増
え
て
い
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
事

業
内
容
を
見
直
す
時
が
き
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
を
存
続

し
、
未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
貴
重
な
体
験
の
場
を
つ
な
い
で

い
く
た
め
に
も
、
今
後
は
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
合
う
、
新
し

い
交
流
の
形
を
模
索
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
に
と
っ
て
類
を
見
な
い
、
約
30
年
に
わ
た
り
継
続
す
る

こ
の
事
業
。
今
で
は

過
去
の
参
加
者
が
実

行
委
員
と
し
て
次
の

世
代
へ
の
橋
渡
し
を

行
う
な
ど
、
大
き
な

財
産
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
根
底
に
あ

る
の
は
長
年
続
く
両

町
村
の
友
情
、
そ
し

て
子
ど
も
の
将
来
を

思
う
大
人
た
ち
の
願

い
で
す
。
私
は
行
政

職
員
の
立
場
か
ら
、

紡
が
れ
て
き
た
こ
の

絆
を
次
代
へ
つ
な
ぐ

手
助
け
に
な
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

中城村伝統芸能「伊集の打花鼓」が福智町文化祭に出演

別れを惜しみ再会を誓う両町村の児童たち

交流のきっかけとなった「中城城跡」
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山
梨
県
丹
波
山
村
発　

 

小
文
字
の
「
g
７
」
サ
ミ
ッ
ト

山
梨
県
丹
波
山
村
は
村
民
わ
ず
か
５
１
９
人
の
小
さ
な

村
で
す
。
そ
ん
な
小
さ
な
村
で
、
２
０
１
６
年
、「
伊
勢

志
摩
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
」
に
先
ん
じ
て
開
催
さ
れ
た
サ
ミ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。「
小
さ
な
村
g
７
サ
ミ
ッ
ト
」
で
す
。

た
だ
し
大
文
字
の
「
Ｇ
」
で
な
く
小
文
字
の
「
g
」。
北

海
道
、
東
北
、
関
東
、
近
畿
、
中
国
、
四
国
、
九
州
と
、

丹
波
山
村
と
同
じ
く
中
山
間
地
で
、
も
っ
と
も
人
口
の
少

な
い
七
つ
の
小
さ
な
村
が
集
い
ま
し
た
。
テ
ー
マ
に
「
移

住
」
を
掲
げ
、
基
調
講
演
に
は
「
里
山
資
本
主
義
」
が
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
藻
谷
浩
介
氏
を
招
き
ま
し
た
。

「
小
さ
い
」
こ
と
の
イ
ン
パ
ク
ト

「
g
７
」
の
ア
イ
デ
ア
が
頭
に
浮
か
ん
だ
の
は
２
０
１

４
年
６
月
の
こ
と
。
私
が
丹
波
山
村
の
地
域
お
こ
し
協
力

◆◆◆◆◆◆

隊
と
し
て
東
京
か
ら
移
住
し
た
ば
か
り
の
頃
、
伊
勢
志
摩

が
「
Ｇ
７
」
サ
ミ
ッ
ト
の
候
補
地
と
な
っ
た
テ
レ
ビ
ニ
ュ

ー
ス
を
た
ま
た
ま
見
て
、「
Ｇ
」
が
「
g
」
に
な
っ
て
全

国
か
ら
７
人
の
村
長
が
集
ま
っ
て
サ
ミ
ッ
ト
を
開
い
た
ら

ど
う
だ
ろ
う
か
と
夢
想
し
ま
し
た
。
ま
ず
は
小
さ
な
村
を

訪
ね
歩
く
の
で
す
が
、
丹
波
山
村
よ
り
も
人
口
の
少
な
い

村
を
訪
ね
た
と
き
に
あ
る
気
づ
き
を
得
ま
す
。「
人
口
も

予
算
も
少
な
い
の
に
な
ん
で
こ
ん
な
果
敢
な
取
り
組
み
が

出
来
る
の
だ
ろ
う
」
と
悔
し
さ
を
覚
え
る
と
と
も
に
、
は

っ
と
し
ま
し
た
。
つ
ま
り
小
さ
な
村
の
方
が
相
手
に
与
え

る
刺
激
や
イ
ン
パ
ク
ト
は
大
き
い
。「
小
さ
な
村
」
を
逆

手
に
情
報
発
信
で
き
た
ら
、
小
さ
な
村
が
元
気
に
な
り
、

そ
の
周
り
の
村
や
町
が
、
あ
わ
よ
く
ば
日
本
が
元
気
に
な

る
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
情
報
発
信
と 

民
間
交
流
へ
の
ひ
ろ
が
り

２
０
１
６
年
５
月
に
開
催
さ
れ
た
「
第
１
回
小
さ
な
村

◆◆◆

g
７
サ
ミ
ッ
ト
」
は
大
き
く
報
道
さ
れ
、
次
年
度
以
降
も

７
村
持
ち
回
り
で
順
次
開
催
し
ま
し
た
。
そ
し
て
後
日
、

丹
波
山
村
長
と
北
山
村
長
の
二
人
が
代
表
し
て
内
閣
府
を

訪
ね
る
こ
と
に
な
り
、
当
時
の
石
破
地
方
創
生
大
臣
に
報

告
し
ま
し
た
。

２
０
１
７
年
１
月
に
丹
波
山
村
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
設
立

し
、
ま
ず
行
っ
た
の
が
他
村
と
の
民
間
交
流
で
し
た
。
私

以
外
の
10
人
の
理
事
が
２
、
３
人
の
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
っ

て
６
村
す
べ
て
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
役
場
職
員
だ
け

で
な
く
自
営
業
の
理
事
た
ち
が
訪
ね
た
こ
と
に
大
き
な
意

義
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
６
村
か
ら
す
れ
ば
驚
き
も
あ

っ
た
で
し
ょ
う
。
他
村
の
優
れ
た
と
こ
ろ
も
学
ぶ
の
で
す

が
、
自
村
の
恵
ま
れ
た
環
境
に
も
気
づ
き
ま
す
。
こ
れ
は

毎
年
の
サ
ミ
ッ
ト
で
も
同
じ
で
す
。
そ
の
後
、
丹
波
山
村

の
正
月
祭
「
御お

松ま
つ
ひ
き曳

」
に
、
岡
山
県
新
庄
村
の
青
年
団
が

伝
統
の
餅
つ
き
を
披
露
し
て
く
れ
る
な
ど
さ
ら
な
る
交
流

小
さ
な
村
g
７
サ
ミ
ッ
ト
（
北
海
道
音
威
子
府
村
、

福
島
県
檜
枝
岐
村
、山
梨
県
丹
波
山
村
、和
歌
山
県
北
山
村
、

岡
山
県
新
庄
村
、
高
知
県
大
川
村
、
熊
本
県
五
木
村
）

小
さ
く
と
も
閉
じ
な
い
好
奇
心
と
寛
容
さ

小
村　

幸
司

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
さ
な
村
総
合
研
究
所
代
表
理
事

―
「
小
さ
な
村
g
７
サ
ミ
ッ
ト
」
の
試
み
―

遠
隔
自
治
体
の
連
携
に
よ
る

地
域
活
性
化

小さな村 g7 サミット　これまでとこれから
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に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

よ
り
小
さ
な
村
か
ら
学
ん
だ
こ
と

特
産
品
開
発
で
他
村
を
圧
倒
し
て
い
る
の
が
和
歌
山
県

北
山
村
で
す
。
村
民
３
９
５
人
の
村
の
特
産
品
は
ユ
ズ
な

ど
と
同
じ
か
ん
き
つ
類
の
「
じ
ゃ
ば
ら
」
で
、
関
連
商
品

の
売
上
は
３
億
円

以
上
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
寄
付
額
は

１０
億
円
に
迫
り
ま

す
。
２
０
１
７
年

に
北
山
村
の
職
員

に
頼
ん
で
丹
波
山

村
で
レ
ク
チ
ャ
ー

を
し
て
も
ら
い
ま

し
た
が
、
こ
れ
が

村
の
意
識
を
変
え

ま
し
た
。
北
山
村

◆◆◆

で
は
、
２
０
１
９
年
に
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
、
当
時
の

担
当
職
員
は
代
表
取
締
役
と
な
り
ま
し
た
。
今
や
和
歌
山

県
内
の
村
や
町
に
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
２
０

２
３
年
4
月
、
丹
波
山
村
の
担
当
職
員
が
退
路
を
断
ち
、

株
式
会
社
を
設
立
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ん
で
い
ま
す
。

わ
ず
か
半
年
で
寄
付
額
は
前
年
比
の
倍
に
な
り
ま
し
た
。

第
６
回
お
お
か
わ
サ
ミ
ッ
ト
と 

村
人
総
出
の
「
謝
肉
祭
」

２
０
２
３
年
１１
月
、
第
６
回
小
さ
な
村
g
７
サ
ミ
ッ
ト

は
高
知
県
大
川
村
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
う
れ
し
い
こ
と

に
私
が
６
村
の
視
察
で
最
も
心
動
か
さ
れ
た
観
光
イ
ベ
ン

ト
「
謝
肉
祭
」
と
の
同
時
開
催
で
し
た
。
一
般
の
参
加
チ

ケ
ッ
ト
は
６
０
０
０
円
で
す
が
四
国
全
県
や
関
西
か
ら
１

５
０
０
人
が
集
ま
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
わ
ず
か
３
５

８
人
の
村
民
が
総
出
で
観
光
客
を
も
て
な
し
ま
し
た
。

２
０
１
７
年
12
月
か
ら
当
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
運
営
を
始
め
た
の

が「
た
ば
や
ま
村
民
タ
ク
シ
ー
」（
交
通
空
白
地
有
償
運
送
）

で
す
。
g
７
サ
ミ
ッ
ト
と
の
相
乗
効
果
と
な
っ
て
メ
デ
ィ

ア
で
紹
介
さ
れ
た
こ
と
か
ら
産
官
学
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
首
都
圏
や
海

外
か
ら
も
届
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

首
都
圏
で
の
展
開
と
協
働 

首
相
官
邸
へ
乗
り
込
む

２
０
１
９
年
9
月
、
渋
谷
に
あ
る
東
急

グ
ル
ー
プ
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
か
ら
ア
プ
ロ

ー
チ
を
も
ら
い
開
催
し
た
の
が
「
小
さ
な

村
g
７
サ
ミ
ッ
ト
東
京
会
議
」
で
す
。
7

村
長
と
20
代
の
若
者
た
ち
と
の
意
見
交
換
、

情
報
発
信
を
ね
ら
っ
た
特
別
サ
ミ
ッ
ト
で

◆◆◆

◆◆◆

し
た
。
同
時
期
、
拠
点
と
な
る
オ
フ
ィ
ス
を
探
し
て
い
た

と
こ
ろ
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
商
業
開
発
か
ら
ア
プ
ロ
ー

チ
を
い
た
だ
き
、
２
０
２
０
年
４
月
か
ら
Ｊ
Ｒ
蒲
田
駅
ビ

ル
「
グ
ラ
ン
デ
ュ
オ
蒲
田
」
で
オ
フ
ィ
ス
と
期
間
限
定
シ

ョ
ッ
プ
を
も
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
吉
祥
寺
、

国
分
寺
、
立
川
、
八
王
子
な
ど
中
央
線
沿
線
で
展
開
さ
れ

る
「
て
み
や
げ
マ
ル
シ
ェ
」
と
の
コ
ラ
ボ
や
、
多
摩
地
区

や
山
梨
を
管
轄
す
る
Ｊ
Ｒ
東
日
本
八
王
子
支
社
と
の
関
係

構
築
ま
で
に
進
展
し
ま
す
。

蒲
田
で
の
活
動
を
テ
レ
ビ
で
見
た
と
い
う
大
田
区
長
の

ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
生
ま
れ
た
の
が
２
０
２
１
年
7
月
に
開

催
し
た
「
小
さ
な
村
g
７
＋
１
サ
ミ
ッ
ト
」
で
す
。
大
田

区
を+

１
と
し
て
加
え
た
特
別
サ
ミ
ッ
ト
で
、
会
場
は

羽
田
空
港
そ
ば
に
あ
る
大
田
区
肝
煎
り
の
「
羽
田
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
」。
後
援
し
て
い
た
だ
い
た
全
国
町
村

会
の
事
務
総
長
の
言
葉
は
今
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。「
地

方
と
都
市
が
奪
い
合
う
時
代
じ
ゃ
な
い
。
人
も
分
か
ち
合

う
べ
き
。
都
市
の
こ
と
も
地
方
の
こ
と
も
や
る
人
が
い
て

い
い
。
そ
の
先
駆
け
に
一
番
小
さ
な
村
々
が
な
っ
て
く
れ

た
」２

０
２
３
年
2
月
、
７
人
の
村
長
は
つ
い
に
首
相
官
邸

ま
で
乗
り
込
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。「
小
さ
な
村
g
７

サ
ミ
ッ
ト
」
の
試
み
に
よ
っ
て
、
も
し
も
誰
か
が
七
つ
の

小
さ
な
村
に
「
好
奇
心
」
を
抱
き
「
寛
容
さ
」
を
感
じ
て

く
れ
た
と
し
た
な
ら
う
れ
し
い
で
す
。
七
つ
の
村
の
役
場

職
員
の
「
好
奇
心
」
と
村
長
の
「
寛
容
さ
」
が
な
け
れ
ば

始
ま
ら
な
か
っ
た
し
続
か
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
さ
ら

な
る
「
好
奇
心
」
と
「
寛
容
さ
」
を
育
む
村
へ
。
七
つ
の

小
さ
な
村
が
「
小
さ
く
と
も
閉
じ
な
い
村
」
と
し
て
、
日

本
を
元
気
に
し
て
く
れ
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。

第 6 回おおかわサミット with 謝肉祭（2023） 第１回たばやまサミット（2016）

7 人の侍が首相と面会し要望（2023）
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カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と 

カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
創
出
拡
大

政
府
は
２
０
５
０
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を

全
体
と
し
て
ゼ
ロ
に
す
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
、
企
業
が
植

林
や
省
エ
ネ
機
器
導
入
な
ど
で
生
ん
だ
温
室
効
果
ガ
ス
の

削
減
効
果
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
（
排
出
権
）
と
し
て
発
行
し
、

他
の
企
業
な
ど
と
の
間
で
取
り
引
き
で
き
る
よ
う
に
す
る

◆◆◆

仕
組
み
で
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
は
、
カ

ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

２
０
２
３
年
3
月
に
経
済
産
業
省
が
公
表
し
た
「
カ
ー

ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
レ
ポ
ー
ト
を
踏
ま
え
た
政
策
動
向
」

に
よ
る
と
、
全
国
に
お
け
る
カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
創
出

量
は
、２
０
３
０
年
度
目
標
の
１
５
０
０
万
㌧︲Ｃ
Ｏ
2
に

対
し
て
、２
０
２
２
年
度
実
績
で
は
８
８
９
万
㌧︲Ｃ
Ｏ
2

と
な
っ
て
お
り
、
順
調
に
進
捗
し
て
い
る
も
の
の
、
今
後

さ
ら
な
る
創
出
拡
大
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

伊
丹
市
は
、

兵
庫
県
南
東
部

に
位
置
し
、
海

や
山
も
な
く
25

平
方
㌔
の
コ
ン

パ
ク
ト
な
市
域

に
20
万
人
が
暮

ら
す
都
市
型
の

自
治
体
で
あ
る

た
め
、
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
を
実
現
す
る

に
は
、
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
を

削
減
す
る
取
り

組
み
に
加
え
、

カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
利
用
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
本
市
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
自
治
体
や
企
業
な
ど

に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
さ
ら

な
る
創
出
拡
大
を
進
め
る
に
は
、
創
出
・
利
用
を
通
じ
て

環
境
と
経
済
の
好
循
環
が
生
み
出
さ
れ
る
新
た
な
仕
組
み

を
導
入
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
地
域
循
環
共
生
」
で
連
携
協
定

２
０
２
３
年
4
月
10
日
に
、
都
市
・
森
・
海
の
地
域
特

性
を
持
つ
自
治
体
で
あ
る
兵
庫
県
伊
丹
市
・
島
根
県
飯
南

町
・
大
阪
府
阪
南
市
と
、
官
民
共
創
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ

株
式
会
社
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
エ
ッ
ク
ス
が
、「
脱
炭
素
社
会

実
現
に
向
け
た
地
域
循
環
共
生
に
関
す
る
連
携
協
定
」
を

◆◆◆

兵
庫
県
伊
丹
市
、島
根
県
飯
南
町
、大
阪
府
阪
南
市
、

（
株
）
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
エ
ッ
ク
ス

官
民
共
創
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ク
レ
ジ
ッ
ト
」

―
環
境
と
経
済
の
好
循
環
を
生
み
出
す
―

遠
隔
自
治
体
の
連
携
に
よ
る

地
域
活
性
化

島根県飯南町
マスコット い～にゃん

大阪府阪南市
マスコット はなてぃ

島根県飯南町（森林地域）

美しい里山と豊かな森に囲まれた地域
年に兵庫県伊丹市と姉妹都市連携

兵庫県伊丹市（都市地域）

ブルーカーボンからつながる共創の街
海をフィールドに官民共創を実現

大阪府阪南市（海洋地域）

大阪・神戸近郊に位置するベットタウン
伊丹市マスコット

たみまる

海草アマモの再生による
ブルーカーボン創出

町有林保全による
森林クレジット創出

家庭用太陽光発電による
再エネクレジット創出

脱炭素社会実現に向けた地域循環共生に関する連携協定
カーボンクレジット創出・利用を軸とした相互連携の実施へ

株式会社
ソーシャル・エックス

官民双方の伴走者として、企業参画及び官民共創
による新たなカーボンクレジット活用を目指す。

【カーボンクレジット創出】

【カーボンクレジット利用】

伊
藤　

大
貴

株
式
会
社
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
エ
ッ
ク
ス
代
表
取
締
役

前
田　

雅
寛

阪
南
市
未
来
創
生
部
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
課
長

星
野　

崇

飯
南
町
産
業
振
興
課
主
幹

齋
藤　

槙
吾

伊
丹
市
総
合
政
策
部
グ
リ
ー
ン
戦
略
室
主
任

25 2024・2 月号 地域づくり 特集編 2024・2 月号地域づくり 特集編 24

10



特 集

締
結
し
、
カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
創
出
・
利
用
を
軸
と

し
た
新
た
な
取
り
組
み
に
着
手
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、
カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
売
買

す
る
だ
け
の
関
係
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
互
い
の
地
域

資
源
を
生
か
し
、
補
完
し
支
え
合
う
「
地
域
循
環
共
生
」

の
考
え
方
を
踏
ま
え
て
、
自
治
体
や
そ
の
住
民
、
企
業
な

ど
と
の
環
境
保
全
活
動
や
資
源
循
環
な
ど
を
通
じ
て
地
域

の
活
性
化
や
環
境
意
識
の
向
上
等
に
つ
な
げ
、
地
域
課
題

を
解
決
し
な
が
ら
環
境
と
経
済
の
好
循
環
を
生
み
出
す
と

と
も
に
、
カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
創
出
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
創
出
さ
れ
た
カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト

は
、
従
来
の
カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
と
は
一
線
を
画
す
た

め
、「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ク
レ
ジ
ッ
ト
」
と
呼
称
し
て
い
ま
す
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
ク
レ
ジ
ッ
ト
創
出
の 

取
り
組
み

◆◆◆

飯
南
町
と
伊
丹
市
が
連
携
し
て
行
う
ソ
ー
シ
ャ
ル
ク
レ

ジ
ッ
ト
創
出
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

飯
南
町
は
、
島
根
県
中
南
部
に
位
置
し
、
町
域
の
約
9

割
を
森
林
が
占
め
る
緑
豊
か
な
自
治
体
で
、
森
林
資
源
を

活
用
し
て
、
カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
創
出
の
取
り
組
み
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後
環
境
活
動
や
地
域
交
流
、
木
材

利
用
な
ど
を
さ
ら
に
活
発
に
す
る
こ
と
に
よ
り
地
域
の
活

性
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
伊
丹
市
は
、
都
市
型
の
地
域

特
性
を
踏
ま
え
、
省
エ
ネ
や
再
エ
ネ
な
ど
の
取
り
組
み
を

積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
温
室
効
果
ガ
ス
の

吸
収
源
と
な
る
山
や
海
等
の
自
然
環
境
保
全
の
取
り
組
み

の
必
要
性
を
認
識
し
て
い
る
も
の
の
、
こ
う
し
た
資
源
が

な
い
た
め
に
取
り
組
み
の
展
開
が
難
し
い
状
況
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
、
飯
南
町
と
伊
丹
市
は
、
住

民
参
画
に
よ
る
植
林
、
間
伐
材
利
用
を
通
じ
た
里
山
の
環

境
保
全
や
資
源
循
環
の
活
動
を
連
携
し
て
行
い
、
こ
れ
ら

の
活
動
を
通
じ
て
森
林
の
温
室
効

果
ガ
ス
吸
収
効
果
に
よ
っ
て
生
み

出
さ
れ
る
カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト

の
創
出
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
今

年
度
、
伊
丹
市
民
と
市
内
企
業
等

が
ど
ん
ぐ
り
か
ら
植
林
用
の
苗
木

を
育
て
る
「
苗
木
の
里
親
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」を
開
始
し
、次
年
度
に
は
、

育
成
し
た
苗
木
を
飯
南
町
の
里
山

へ
植
樹
す
る
予
定
で
す
。
こ
う
し

た
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
両
自
治

体
の
「
地
域
課
題
の
解
決
」
と
「
環

境
と
経
済
の
好
循
環
」
を
も
た
ら

す
と
と
も
に
、
カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ

ッ
ト
を
共
創
し
ま
す
。

ま
た
、
阪
南
市
と
伊
丹
市
の
取
り
組
み
に
お
い
て
も
同

様
に
、
阪
南
市
の
豊
か
な
里
海
に
自
生
す
る
海
草
の
一
種

で
あ
る
ア
マ
モ
の
植
生
域
保
全
活
動
を
住
民
や
企
業
、
地

元
漁
協
な
ど
と
連
携
し
て
実
施
し
、
カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ

ト
を
共
創
し
て
い
ま
す
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
ク
レ
ジ
ッ
ト
利
用
の 

取
り
組
み

企
業
で
は
、
世
界
的
に
広
が
る
Ｅ
Ｓ
Ｇ
経
営
（
環
境
、

社
会
等
に
配
慮
し
た
経
営
）
の
視
点
か
ら
自
身
が
排
出
す

る
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
を
目
的
に
、
カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ

ッ
ト
の
利
用
が
加
速
化
し
て
い
ま
す
。
現
時
点
で
は
、
単

な
る
カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
購
入
が
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
経
営
の

取
り
組
み
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
Ｅ

Ｓ
Ｇ
投
資
の
社
会
的
な
潮
流
を
踏
ま
え
る
と
、
将
来
的
に

は
、
カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
購
入
に
よ
る
環
境
問
題
や

社
会
問
題
へ
の
貢
献
度
を
示
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
、
環
境
的
価
値
に
加
え
、

社
会
的
価
値
を
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
企
業

が
当
該
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
選
択
的
に
購
入
す
る
こ
と
に
よ

り
、
社
会
的
な
役
割
を
果
た
し
つ
つ
、
企
業
ブ
ラ
ン
ド
の

確
立
に
も
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
普
及
拡
大

に
向
け
、
㈱
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
エ
ッ
ク
ス
は
伴
走
役
と
し
て
、

企
業
の
要
望
を
聞
き
出
し
、
企
業
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
向

け
た
利
用
方
法
を
提
案
し
て
い
き
ま
す
。

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
た

数
あ
る
取
り
組
み
の
一
つ
に「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ク
レ
ジ
ッ
ト
」

が
位
置
付
け
ら
れ
る
よ
う
自
治
体
・
企
業
の
参
画
を
募
り

な
が
ら
、
普
及
拡
大
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

◆◆◆

紙粘土にアマモの種をつけて海へ種まき

来年度植樹予定の植林用苗木づくり
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全
国
連
携
の
港
区
と 

置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合

港
区
で
は
、
互
い
の
地
域
の
発
展
と
住
民
の
よ
り
豊
か

な
生
活
の
実
現
に
向
け
、
自
治
体
間
の
連
携
を
推
進
し
て

い
ま
す
。「
港
区
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

（
令
和
３
年
に
港
区
基
本
計
画
〈
令
和
３
年
度
～
令
和
８

年
度
〉
に
統
合
）
を
基
に
「
港
区
と
全
国
各
地
の
自
治
体

が
と
も
に
成
長
・
発
展
し
、
共
存
・
共
栄
を
図
る
」
こ
と

を
目
的
に
平
成
28
年
４
月
に
全
国
連
携
を
行
う
専
管
組
織

を
設
置
し
ま
し
た
。

港
区
が
う
た
う
自
治
体
間
の
「
連
携
」
は
、
協
定
締
結

に
は
こ
だ
わ
ら
ず
、
港
区
が
主
催
す
る
事
業
に
物
産
展
を

出
店
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
な
ど
で
も
「
連
携
」
に
な
る
こ

と
が
特
徴
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
、
住
民
同
士
の
交
流
や
災

害
時
の
相
互
支
援
、
職
員
の
人
事
交
流
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
全
国
各
地
と
連
携
し
て
き
ま
し
た
。
令
和
５
年
12

月
１
日
現
在
、
港
区
と
連
携
し
て
い
る
全
国
の
自
治
体
は

◆◆◆

３
０
３
と
な
り
ま
す
。

連
携
形
式
は
「
港
区

⇔

地
域
（
事
務
組
合
や
町
村
会
）」

と
し
て
進
む
場
合
と
、「
港
区

⇔

自
治
体
」
と
い
う
場
合

が
あ
り
ま
す
。
地
域
と
の
連
携
の
一
つ
が
山
形
県
の
「
置

賜
広
域
行
政
事
務
組
合
」
で
す
。

置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
は
、置
賜
地
域
３
市
５
町（
米

沢
市
・
長
井
市
・
南
陽
市
・
高
畠
町
・
川
西
町
・
白
鷹
町
・

飯
豊
町
・
小
国
町
）
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
衛
生
・
福
祉
・

情
報
シ
ス
テ
ム
・
消
防
救
急
な
ど
の
広
域
的
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
事
業
か
ら 

住
民
同
士
の
交
流
へ

平
成
28
年
、
置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
は
、
地
域
に
関

わ
る
き
っ
か
け
づ
く
り
の
場
と
し
て
「
人
と
地
域
を
つ
な

ぐ
事
業
」
を
開
始
し
ま
し
た
。
講
師
で
あ
る
東
京
都
市
大

学
都
市
生
活
学
部
の
坂
倉
杏
介
教
授
に
よ
る
講
義
や
、「
私

を
活
か
し
て
地
域
に
活
か
す
」
こ
と
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、

◆◆◆

参
加
者
同
士
に
よ
る
対
話
を
重
ね
、令
和
４
年
度
ま
で
に
、

78
人（
男
性
29
人
、女
性
49
人
）の
方
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

坂
倉
教
授
は
、
港
区
芝
地
区
総
合
支
所
（
以
下
「
芝
支

所
」）
が
取
り
組
む
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
事
業
で

も
、
講
義
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
携
わ
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、「
人
と
地
域
を
つ
な
ぐ
事
業
」
受
講
者

の
一
人
が
偶
然
に
も
、
芝
支
所
が
進
め
る
交
流
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
づ
く
り
事
業
の
「
地
域
を
つ
な
ぐ
！　

交
流
の

場
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
も
参
加
し
、
毎
年
港
区
を

訪
れ
て
い
た
こ
と
が
縁
で
、
徐
々
に
両
地
域
に
つ
な
が
り

が
生
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
港
区
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
と
人
や

地
域
を
つ
な
ぐ
た
め
の
人
財
養
成
事
業
で
あ
る
「
ご
近
所

イ
ノ
ベ
ー
タ
養
成
講
座
」
と
い
う
講
座
の
修
了
生
の
手
に

よ
っ
て
、「
山
形
県
置
賜
地
域
を
体
験
す
る
24
時
間
」
を

テ
ー
マ
に「
24
時
間
ト
ー
ク
カ
フ
ェ
置
賜
in
港
区
芝
地
区
」

が
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
港
区
内
の
住
民
と
置
賜
地
域
の
受
講
者

が
企
画
段
階
か
ら
一
緒
に
参
画
し
、
当
日
も
共
に
運
営
し

参
加
し
た
こ
と
で
、
住
民
同
士
の
交
流
が
よ
り
一
層
進
ん

で
い
き
ま
し
た
。

両
自
治
体
間
の
住
民
交
流
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
異
な
る

土
地
に
暮
ら
す
人
と
の
、
細
く
長
い
ゆ
る
や
か
な
つ
な
が

り
づ
く
り
」。
港
区
と
置
賜
地
域
が
連
携
す
る
最
初
の
き

っ
か
け
は
こ
れ
ら
の
人
々
が
つ
な
い
だ
「
縁
」
に
よ
る
も

の
だ
っ
た
の
で
す
。

ひ
と
・
も
の
・
こ
と
が
行
き
交
う 

地
域
創
発
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

令
和
元
年
度
か
ら
、住
民
同
士
の
交
流
だ
け
で
な
く「
行

政
も
交
え
た
交
流
を
進
め
ら
れ
な
い
か
」
と
い
う
声
が
置

◆◆◆

遠
隔
自
治
体
の
「
み
な
と
」
を
開
く

―
市
民
レ
ベ
ル
の
縁
で
始
ま
っ
た
連
携
―

鵜
沼　

香

港
区
企
画
経
営
部
企
画
課 

全
国
連
携
推
進
担
当
係
長

遠
隔
自
治
体
の
連
携
に
よ
る

地
域
活
性
化

東
京
都
港
区
、

山
形
県
置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合

27 2024・2 月号 地域づくり 特集編 2024・2 月号地域づくり 特集編 26

11



特 集

賜
広
域
行
政
事
務
組
合
で
上
が
り
始
め
ま
す
。
住
民
、
行

政
の
垣
根
を
超
え
た
交
流
を
深
め
、
別
地
域
の
人
と
つ
な

が
り
、
お
互
い
の
暮
ら
し
が
豊
か
に
な
る
仕
組
み
づ
く
り

の
ご
相
談
と
し
て
港
区
の
全
国
連
携
推
進
担
当
へ
初
め
て

ご
連
絡
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
ご
連
絡
を
き
っ
か
け
に
、
港
区
と
置
賜
地
域
で
遠

隔
自
治
体
間
連
携
を
進
め
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
ま
ず

は
「
港
区
と
置
賜
圏
域
の
信
頼
関
係
構
築
と
相
互
理
解
を

深
め
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
必
要
で
あ
る
」
と
の
認
識

が
生
ま
れ
ま
し
た
。
自
治
体
職
員
や
地
域
住
民
な
ど
地
域

を
越
え
た
「
多
様
な
人
々
」
が
集
ま
り
、
関
係
を
持
つ
こ

と
で
起
こ
る
「
創
発
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
の
構
築
を

目
指
す
こ
と
を
始
め
の
一
歩
と
し
て
動
き
始
め
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

同
年
、
港
区
と
置
賜
地
域
の
新
た
な
事
業
と
し
て
「
お

き
た
ま
×
み
な
と
開
港
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
動
き
出
し
ま

す
。
事
業
名
は
、「
港
」
が
な
い
置
賜
地
域
で
「
み
な
と
」

と
い
う
門
戸
を
開
い
て
、
港
区
と
交
流
す
る
と
い
う
意
味

が
込
め
ら
れ
ま
し
た
。

「
ひ
と
・
も
の
・
こ
と
」
が
行
き
交
う
地
域
創
発
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
具
体
的
事
業
と
し
て
、
置
賜
地
域
３
市

５
町
と
港
区
の
行
政
職
員
が
、
山
形
と
東
京
を
行
き
来
す

る
形
で
「
共
在
（
共
に
在
る
）」
関
係
を
築
く
こ
と
を
目

指
し
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

東
京
都
立
大
の
大
杉
覚
教
授
に
よ
る
講
義
や
地
域
活
性

化
セ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ー
の
前
神
有
里
氏
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
行
う
な
ど
、
現
在
も
活
動
は
続
い
て
お
り
、
こ
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
使
っ
た
遠
隔
自
治
体
間
連
携
の
在
り

方
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

現
在
と
こ
れ
か
ら

◆◆◆

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
で
、
近
年

は
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
事
業
内
容
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
が
、
県
境
を
ま
た
ぐ
こ
と
が
難
し
い
状
況
で
も

オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
て
交
流
は
継
続
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
２
年
10
月
に
は
、
里
山
や
芋
煮
を
テ
ー
マ
に
し
た

「
オ
ン
ラ
イ
ン
里
山
・
芋
煮
交
流
会
」
を
実
施
し
た
り
、

令
和
３
年
11
月
に
港
区
役
所
の
職
員
食
堂
で
、
置
賜
地
域

の
食
材
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
販
売
す
る
「
や
ま
が
た
お

き
た
ま
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
た
り
す
る
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍

で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
頻
繁
に
相
互
対
話
を
続
け
、
そ
の
対

話
の
中
か
ら
ま
た
新
し
い
事
業
が
生
ま
れ
て
、
実
施
す
る

に
至
っ
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
か
ら
は
、
港
区
芝
地
区
の
「
ふ
れ
あ
い
祭

り
だ
、
芝
地
区
！
」
に
置
賜
ブ
ー
ス
と
し
て
出
展
い
た
だ

い
た
り
、
今
年
度
は
一
般
財
団
法
人
み
な
と
広
域
地
域
連

繋
協
議
会
が
運
営
す
る
「
だ
い
も
ん
テ
ラ
ス
」（
港
区
内
）

で
、置
賜
地
域
と
港
区
が
連
携
し
て
い
る
愛
媛
県
西
予
市
・

伊
予
市
に
よ
る
「
山
形
（
置
賜
）
×
愛
媛
（
西
予
市
・
伊

予
市
）
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
た
り
す
る
な
ど
、
積
極
的
に

Ｐ
Ｒ
も
継
続
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
は
置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
の
広
域
連

携
懇
談
会
に
招
待
い
た
だ
き
、
各
市
町
長
の
前
で
、
港
区

が
実
施
す
る
全
国
連
携
や
木
材
活
用
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
人
か
ら
つ
な
が
っ
た
縁
を
つ
む
ぎ
、「
共
在
」

の
関
係
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
両
地
域
の
「
ひ
と
・
も
の
・

こ
と
」
が
行
き
交
い
、
相
互
に
つ
な
が
る
こ
と
で
新
た
な

価
値
を
創
造
し
、
お
互
い
に
豊
か
な
暮
ら
し
を
実
現
す
る

こ
と
を
目
指
し
た
連
携
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

「おきたま×みなと開港プロジェクト」の交流研修

「24 時間トークカフェ置賜 in 港区」の参加者

「ふれあい祭りだ、芝地区！」の置賜ブース
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TOPICS
トピックス「

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」
は
、
地
域
に
生

ま
れ
た
す
べ
て
の
赤
ち
ゃ
ん
を
対
象
に
、

絵
本
を
ひ
ら
く
楽
し
い
「
体
験
」
と
「
絵

本
」
を
セ
ッ
ト
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
活
動

で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
の
幸
せ
を
願
い
、
行
政

と
市
民
が
協
働
す
る
自
治
体
の
事
業
と
し

て
、
全
国
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
２
３
年
４
月
１
日
の
「
こ
ど
も
基

本
法
」
施
行
か
ら
ま
も
な
く
１
年
。
す
べ

て
の
子
ど
も
が
、
将
来
に
わ
た
っ
て
幸
福

な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実

現
を
目
指
す
気
運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
社
会
動
向
を
ふ
ま
え
、
当
Ｎ
Ｐ

Ｏ
で
は
２
０
２
３
年
10
月
、「『
赤
ち
ゃ
ん

に
と
っ
て
の
最
善
』
の
た
め
に
私
た
ち
が

で
き
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
「
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
全
国
研
修
会
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

開
催
し
ま
し
た
。

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
に
は
、「
一
人
ひ
と

り
の
赤
ち
ゃ
ん
の
存
在
を
尊
重
す
る
」
と

い
う
考
え
が
根
底
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
こ

と
に
改
め
て
立
ち
返
る
た
め
、 

研
修
会
で

は
、
児
童
精
神
科
医
で
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

Ｐ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
Ｓ
代
表
理
事
の
小
澤
い
ぶ
き

さ
ん
に
「
子
ど
も
の
声
を
聴
く
～
子
ど
も

の
権
利
に
根
ざ
し
た
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

な
社
会
に
向
け
て
～
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

次
の
よ
う
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

子
ど
も
の
声
を
「
聴
く
」
と
は

「
こ
の
遊
具
が
ほ
し
い
と
、
先
生
た
ち

と
話
し
て
意
見
が
通
っ
た
の
。
ど
ん
な
遊

具
を
置
く
か
み
ん
な
で
話
し
合
っ
て
決
め

た
ん
だ
よ
」

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
学
校
を
訪
問
し
た
と

き
、
子
ど
も
た
ち
が
校
庭
の
遊
具
を
指
さ

し
、
そ
う
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
子
ど
も

の
声
や
気
持
ち
、
感
じ
た
こ
と
、
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
を
大
人
が
受
け
止
め
て
、
一
緒

に
考
え
る
。
子
ど
も
に
関
わ
る
こ
と
を
決

め
る
場
に
、
子
ど
も
が
当
た
り
前
に
存
在

す
る
や
り
取
り
が
、
日
常
の
中
で
繰
り
返

さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

子
ど
も
の
声
を
「
聴
く
」
と
い
う
こ
と

は
、
こ
の
よ
う
に
大
人
が
子
ど
も
の
言
葉

に
耳
を
傾
け
て
、
真し

ん

摯し

に
向
き
合
い
な
が

ら
一
緒
に
考
え
て
い
く
こ
と
、
そ
し
て
聴

い
た
声
が
ど
う
な
っ
た
か
を
子
ど
も
に
共

有
し
て
い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
子
ど

も
自
身
が
「
ち
ゃ
ん
と
聴
か
れ
た
」
と
感

じ
る
よ
う
な
関
わ
り
を
、養
育
者
や
先
生
、

地
域
の
人
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
大
人

が
繰
り
返
し
営
む
こ
と
が
、
子
ど
も
の
権

利
が
尊
重
さ
れ
、
本
当
に
「
声
が
聴
か
れ

る
」
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。ま

だ
言
葉
が
話
せ
な
い
赤
ち
ゃ
ん
は
、

泣
い
た
り
笑
っ
た
り
、
言
葉
以
外
の
方
法

で
自
分
を
表
現
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

大
人
が
「
う
れ
し
い
ね
」「
お
な
か
が
す

い
た
か
な
」
と
言
葉
に
し
、
欲
求
に
応
え

た
り
、
例
え
ば
オ
ム
ツ
を
替
え
る
時
、
丁

寧
に
何
を
す
る
か
を
伝
え
て
い
く
。
こ
れ

も
、
赤
ち
ゃ
ん
の
声
を
「
聴
く
」
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
で
は
、
絵
本
を
楽
し

む
赤
ち
ゃ
ん
の
様
子
に
、
大
人
が
応
答
す

る
と
い
う
時
間
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
赤
ち
ゃ
ん
の
権
利
に
根
ざ
し
た
大
切

な
取
り
組
み
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
を
尊
重
す
る 

社
会
と
市
民
の
役
割

「
声
を
聴
き
や
す
い
環
境
」
を
つ
く
る

こ
と
も
大
切
で
す
。
例
え
ば
バ
ス
の
中
で

赤
ち
ゃ
ん
が
泣
い
て
い
て
、
そ
れ
を
し
か

め
面
で
見
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
る

と
、養
育
者
は
「
泣
き
止
ま
せ
な
け
れ
ば
」

と
焦
っ
て
し
ま
い
、
赤
ち
ゃ
ん
の
表
現
を

尊
重
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま

う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、「
泣
い
て

も
大
丈
夫
だ
よ
」
と
い
う
ま
な
ざ
し
が
あ

宗
友
　
史
織

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
自
治
体
支
援
担
当

―
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
全
国
研
修
会
２
０
２
３
―

「
赤
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
の
最
善
」
の
た
め
に

オンラインで実施した全国研修会には自治体職員など約 740 人が参加した
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る
こ
と
で
、
安
心
し
て
赤
ち
ゃ
ん
に
言
葉

を
か
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

つ
ま
り
、
養
育
者
が
子
ど
も
を
尊
重
で

き
る
安
心
安
全
な
環
境
を
つ
く
っ
て
い
け

る
の
は
、
そ
の
周
り
に
い
る
私
た
ち
市
民

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

大
変
な
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、
日
常
の

中
に
も
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
朝
５

分
だ
け
早
く
家
を
出
て
、
横
断
歩
道
を
渡

る
子
ど
も
を
そ
っ
と
見
守
る
。
普
段
や
っ

て
い
る
庭
掃
除
を
門
を
開
け
て
や
っ
て
み

る
。
子
ど
も
の
生
活
動
線
上
に
、
私
た
ち

と
の
出
会
い
の
き
っ
か
け
を
置
い
て
み
る

と
、
で
き
る
こ
と
が
見
え
て
く
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

休
止
し
て
い
た 

読
み
き
か
せ
を
再
開

小
澤
さ
ん
に
続
い
て
、
二
つ
の
地
域
が

事
例
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
ブ
ッ
ク
ス
タ

ー
ト
で
は
、
家
庭
で
親
子
が
絵
本
を
介
し

て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
具
体
的
な
き
っ

か
け
と
な
る
よ
う
、
読
み
き
か
せ
の
「
体

験
」
と
と
も
に
絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、多
く
の
自
治
体
で
は
、

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
動
に
協
力
し
て

い
ま
す
。
神
奈
川
県
藤
沢
市
総
合
市
民
図

書
館
の
安
田
伸
幸
さ
ん
か
ら
は
、
市
民
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
協
働
に
つ
い
て
、
次
の

よ
う
な
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

１
歳
６
カ
月
児
健
診
で
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
を
実
施
す
る
藤
沢
市
で
は
、
約
１
０
０

人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
交
替
で
携
わ
り
、

親
子
一
組
ず
つ
へ
の
読
み
き
か
せ
の
ほ

か
、
会
場
設
営
や
飾
り
つ
け
を
行
っ
て
い

ま
す
。

コ
ロ
ナ
以
降
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

読
み
き
か
せ
が
休
止
し
て
い
ま
し
た
が
、

２
０
２
３
年
５
月
に
５
類
へ
移
行
し
た
こ

と
を
機
に
再
開
に
向
け
た
検
討
を
ス
タ
ー

ト
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
安
心
し
て
参
加
で

き
る
環
境
を
つ
く
る
た
め
、
会
場
設
営
を

簡
素
化
し
、
短
時
間
の
参
加
も
で
き
る
よ

う
に
す
る
な
ど
体
制
を
整
え
、
７
月
に
は

読
み
き
か
せ
を
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
保
護
者
か
ら
は
、「
上
の
子
の
と
き

は
絵
本
を
渡
さ
れ
た
だ
け
で
し
た
。
今
回

は
読
み
き
か
せ
を
し
て
も
ら
え
て
、
子
ど

も
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
」
と
い
っ
た
声
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
３
年
ぶ
り
の
新
規
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
に
は
13
人
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
赤
ち
ゃ
ん
に
関

わ
る
人
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

会
場
に
戻
っ
た
親
子
の
笑
顔

愛
知
県
尾
張
旭
市
健
康
課
の
上
原
敦
子

さ
ん
と
三
浦
倫
子
さ
ん
か
ら
は
、「『
体
験
』

と
と
も
に
届
け
た
い
思
い
～
コ
ロ
ナ
禍
を

経
て
～
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
次
の
よ
う

な
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
以
降
、
身
近
に
悩
み
を
相
談
で

き
る
人
が
お
ら
ず
、
子
育
て
に
行
き
詰
ま

っ
て
い
る
保
護
者
が
増
え
て
い
る
印
象
が

あ
り
ま
し
た
。
尾
張
旭
市
健
康
課
で
は
、

親
子
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
か
ら

伝
え
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
そ
し

て
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
で
の
読
み
き
か
せ

の
「
体
験
」
が
そ
の
具
体
的
な
き
っ
か
け

に
な
る
と
し
て
、
感
染
拡
大
以
降
休
止
し

て
い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
読
み
き
か

せ
を
再
開
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

絵
本
を
そ
の
場
で
読
ん
で
み
る
と
、
会

場
で
は
親
子
の
笑
顔
が
再
び
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
中
に
は
久
し
ぶ
り
に
家
族
以

外
の
人
と
話
し
た
と
い
う
保
護
者
も
い
ま

し
た
。
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
を
通
し
て
、
親

子
の
関
係
づ
く
り
を
楽
し
く
伝
え
て
い
き

た
い
で
す
。

2 年 8 か月ぶりに読み聞かせを再開した愛知県尾張旭市

神奈川県藤沢市では年間約 3000 人の赤ちゃんに絵本をプレゼントする

講演する小澤いぶき氏
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体
と
の
間
で
「
姉
妹
都
市
協
定
」
等
が
締
結
さ
れ
、
文
化

交
流
や
相
互
訪
問
な
ど
が
行
わ
れ
て
き
た
。
た
だ
し
、
姉

妹
都
市
の
多
く
は
相
互
の
友
好
関
係
の
構
築
や
維
持
が
目

的
で
あ
り
、
連
携
に
よ
る
具
体
的
な
成
果
が
期
待
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。

ま
た
、
都
市
農
山
村
交
流
も
以
前
か
ら
行
わ
れ
て
き
た

遠
隔
型
連
携
の
取
り
組
み
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
区
民
健

康
村
相
互
協
力
に
関
す
る
協
定
」（
縁
組
協
定
。
１
９
８

１
年
）
に
基
づ
く
東
京
都
世
田
谷
区
と
群
馬
県
川
場
村
と

の
連
携
・
交
流
は
、
世
田
谷
区
民
に
「
第
２
の
ふ
る
さ
と
」

を
つ
く
る
と
と
も
に
、
交
流
人
口
の
増
加
等
を
通
じ
た
川

場
村
の
振
興
を
図
る
と
い
う
、
一
般
的
な
姉
妹
都
市
交
流

を
超
え
た
効
果
が
期
待
さ
れ
て
き
た
。

さ
ら
に
、
災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援
を
目
的
と
し
た

連
携
も
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
。
巨
大
地
震
・
津
波
な
ど

の
大
規
模
災
害
に
お
い
て
は
被
災
地
域
が
広
域
に
わ
た
る

こ
と
か
ら
、近
隣
自
治
体
か
ら
の
支
援
は
期
待
で
き
な
い
。

こ
の
た
め
、
特
に
東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
、
同
時
に
被

害
が
及
ば
な
い
と
想
定
さ
れ
る
遠
隔
地
の
自
治
体
と
の
間

で
相
互
応
援
協
定
を
締
結
す
る
動
き
が
拡
が
っ
て
い
る
。

総
務
省
消
防
庁
が
公
表
し
て
い
る
『
令
和
２
年
版
消
防
白

書
』
に
よ
る
と
、
２
０
２
０
年
４
月
１
日
現
在
、
自
治
体

間
の
相
互
応
援
協
定
を
締
結
し
て
い
る
市
町
村
は
１
７
０

８
（
全
市
町
村
の
98
・
１
％
）
に
上
り
、
こ
の
う
ち
１
３

２
３
市
町
村
（
全
市
町
村
の
76
・
０
％
）
が
他
の
都
道
府

県
内
の
市
町
村
と
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。

そ
し
て
近
年
、
前
述
の
よ
う
な
姉
妹
都
市
交
流
や
都
市

山
村
交
流
を
発
展
さ
せ
、
あ
る
い
は
新
た
に
協
定
な
ど
の

手
法
を
用
い
る
こ
と
で
、
地
域
の
活
性
化
や
課
題
解
決
を

目
的
と
し
た
遠
隔
型
連
携
の
試
み
が
、
全
国
各
地
で
展
開

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

は
じ
め
に

自
治
体
間
連
携
が
模
索
さ
れ
る
背
景
に
は
、
人
口
減
少

社
会
に
お
い
て
限
ら
れ
た
資
源
の
有
効
活
用
が
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
人
口
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
く
一

方
で
、
今
後
も
高
齢
化
や
少
子
化
へ
の
対
応
、
イ
ン
フ
ラ

の
維
持
・
更
新
な
ど
、
行
政
ニ
ー
ズ
は
増
大
・
多
様
化
し

続
け
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
中
で
、
住
民
が

地
域
で
安
心
し
て
生
活
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
自
治
体

は
自
ら
が
持
つ
資
源
を
フ
ル
活
用
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
し
か
し
、
一
つ
の
自
治
体
で
対
応
で
き
る
範
囲

に
は
お
の
ず
と
限
界
が
あ
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
組
織

や
地
域
の
枠
を
超
え
て
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
と
連
携
・
協
力

す
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

こ
う
し
た
「
組
織
や
地
域
の
枠
を
超
え
た
連
携
」
の
一

つ
と
し
て
、
近
年
注
目
を
集
め
て
い
る
の
が
自
治
体
間
の

遠
隔
型
連
携
で
あ
る
。

遠
隔
型
連
携
と
は
な
に
か

遠
隔
型
連
携
と
は
、
地
理
的
に
離
れ
た
複
数
の
自
治
体

間
の
連
携
を
意
味
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
特
に
都
道
府

県
域
を
超
え
る
よ
う
な
遠
方
の
基
礎
自
治
体
同
士
の
連
携

を
念
頭
に
置
い
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
一
般
的
な
自
治
体

間
連
携
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
も
っ
ぱ
ら
日
常
生
活
圏
を
一
に

す
る
近
隣
の
自
治
体
や
所
在
地
域
の
都
道
府
県
と
の
連
携

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
う
し
た
「
隣
接
型
」
の
連
携
と

対
比
す
る
意
味
で
「
遠
隔
型
」
と
呼
称
し
て
い
る
。

⑴
こ
れ
ま
で
の
遠
隔
型
連
携

遠
隔
型
連
携
そ
れ
自
体
は
必
ず
し
も
新
し
い
現
象
で
は

な
い
。

ま
ず
、
１
９
６
０
年
代
か
ら
普
及
し
て
き
た
「
姉
妹
都

市
」「
親
善
都
市
」
等
の
自
治
体
間
連
携
・
交
流
が
あ
る
。

多
く
の
場
合
、（
国
内
外
を
問
わ
ず
）
遠
く
離
れ
た
自
治

特 集
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⑵
隣
接
型
連
携
と
の
違
い

遠
隔
型
連
携
に
は
、
隣
接
型
連
携
と
比
べ
た
場
合
に
ど

の
よ
う
な
相
違
が
み
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

第
１
に
、
連
携
自
治
体
同
士
が
地
理
的
に
隣
接
・
近
接

し
て
い
る
隣
接
型
の
連
携
の
場
合
、
日
常
生
活
圏
や
経
済

圏
が
一
体
的
で
あ
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
他
方
、
遠
隔
型

連
携
で
は
連
携
主
体
で
あ
る
自
治
体
が
地
理
的
に
離
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
構
成
自
治
体
間
で
人
口
規
模
・
構
成
や

自
然
環
境
、
経
済
、
文
化
な
ど
の
環
境
条
件
が
異
な
っ
て

い
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
後
述
す
る
よ
う

に
、
こ
の
環
境
条
件
が
う
ま
く
マ
ッ
チ
す
れ
ば
、
相
互
に

補
完
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
機
能
補
完
型
）。

第
２
に
、
隣
接
型
・
圏
域
型
で
は
文
字
通
り
「
隣
接
・

近
接
す
る
自
治
体
間
で
」
共
通
す
る
政
策
課
題
に
つ
い
て

連
携
す
る
の
に
対
し
、
遠
隔
型
で
は
地
理
的
な
制
約
が
な

く
、
政
策
課
題
が
共
通
し
さ
え
す
れ
ば
よ
い
。
一
部
事
務

組
合
や
広
域
連
合
等
の
「
機
構
ベ
ー
ス
」
の
連
携
と
比
べ

る
と
、
よ
り
「
政
策
ベ
ー
ス
」
の
連
携
で
あ
る
と
言
う
こ

と
が
で
き
る
（
共
通
課
題
型
）。

遠
隔
型
連
携
を
通
じ
た
地
域
の
活
性
化

そ
れ
で
は
、
具
体
的
に
遠
隔
型
連
携
は
地
域
活
性
化
や

地
方
創
生
の
観
点
か
ら
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
で
事
例
を
交
え
な
が
ら
考
え
て

み
た
い
。

ま
ず
、「
機
能
補
完
型
」
の
遠
隔
型
連
携
で
は
、
前
述

の
と
お
り
互
い
の
環
境
条
件
が
異
な
る
が
ゆ
え
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
資
源
を
融
通
し
合
っ
た
り
、
異
な
る
特
性
を

生
か
し
補
い
合
っ
た
り
す
る
相
互
補
完
関
係
を
構
築
す
る

こ
と
が
期
待
で
き
る
。
こ
の
機
能
補
完
型
の
連
携
は
、
先

の
世
田
谷
区
と
川
場
村
の
連
携
・
交
流
の
よ
う
に
、
人

材
育
成
・
移
住
や
地
域
産
業
等
の
分
野
で
比
較
的
多
く

み
ら
れ
る
（
図
１
）。

就
農
支
援
を
め
ぐ
る
青
森
県
弘
前
市
、
石
川
県
加
賀

市
、
大
阪
府
泉
佐
野
市
の
取
り
組
み
も
機
能
補
完
型
連

携
の
好
例
で
あ
る
。
泉
佐
野
市
で
は
若
年
層
の
就
労
支

援
・
雇
用
創
出
が
、
弘
前
市
・
加
賀
市
で
は
人
口
減
少

と
こ
れ
に
伴
う
地
域
活
力
の
低
下
、
さ
ら
に
は
社
会
経

済
環
境
の
維
持
が
困
難
に
な
る
こ
と
が
そ
れ
ぞ
れ
課
題

と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
泉
佐
野
市
の
働

き
た
い
若
者
と
弘
前
市
・
加
賀
市
の
担
い
手
不
足
の
農

家
を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
て
農
業
体
験
や
就
労
支
援
を
行
う

こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
課
題
解
決
に
つ
な
げ
よ

う
と
い
う
の
が
こ
の
試
み
で
あ
る
（
現
在
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
お
お
さ
か
若
者
就
労
支
援
機
構
な
ど
３
法
人
に
よ

る
共
同
企
業
体
「
泉
佐
野
ア
グ
リ
カ
レ
ッ
ジ
」
を
中
心

に
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
）（
図
２
）。

こ
の
機
能
補
完
型
、
特
に
人
材
育
成
・
移
住
分
野
の
連

携
で
は
、
一
見
す
る
と
地
方
圏
の
自
治
体
側
に
メ
リ
ッ
ト

が
大
き
い
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
大
都
市
圏
の
自
治

体
に
も
メ
リ
ッ
ト
は
少
な
く
な
い
。
就
農
支
援
を
め
ぐ
る

３
市
連
携
に
お
い
て
も
、
も
ち
ろ
ん
地
方
圏
２
市
の
農
業

振
興
や
泉
佐
野
市
か
ら
の
移
住
・
多
地
域
居
住
に
つ
な
が

る
ケ
ー
ス
も
あ
る
が
、
同
時
に
、
都
市
農
業
が
盛
ん
な
泉

佐
野
市
で
の
農
業
の
担
い
手
確
保
や
育
成
を
促
し
、
高
齢

化
や
耕
作
放
棄
地
の
増
加
と
い
っ
た
泉
佐
野
市
の
地
域
課

題
の
解
決
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。

他
方
、「
共
通
課
題
型
」
の
遠
隔
型
連
携
に
お
い
て
目

指
さ
れ
る
の
は
、
単
一
の
自
治
体
で
は
解
決
が
困
難
な
政

策
課
題
に
対
し
て
、
同
様
の
課
題
を
持
つ
複
数
の
自
治
体

図 1　�地方創生関係交付金で採択された遠隔型連携事業の分野別の割合（上）と 
連携タイプ別の割合（下）

出典：小川・戸田（2019）323 頁
　（図中の「機能集積型」は本稿における「共通課題型」と同様）

図 2　泉佐野アグリカレッジ HP
出典：https://www.agri-col.com/

特 集

31 2024・2 月号 地域づくり 特集編 2024・2 月号地域づくり 特集編 30



で
協
力
し
て
取
り
組
む
こ
と
で
あ
る
。
地
方
創
生
や
地
域

活
性
化
を
目
的
と
し
た
例
と
し
て
は
、
観
光
分
野
に
お
け

る
連
携
が
そ
の
典
型
で
あ
ろ
う
。

神
奈
川
県
横
須
賀
市
、
広
島
県
呉
市
、
長
崎
県
佐
世
保

市
、
京
都
府
舞
鶴
市
（
旧
軍
港
４
市
）
は
、
戦
後
間
も
な

く
か
ら
旧
軍
用
財
産
の
転
活
用
等
の
課
題
に
対
処
す
る
た

め
に
連
携
し
て
き
た
。
こ
の
旧
軍
港
４
市
が
日
本
遺
産
に

共
同
申
請
し
、
２
０
１
６
年
に
「
鎮
守
府 

横
須
賀
・
呉
・

佐
世
保
・
舞
鶴
」
と
し
て
認
定
さ
れ
た
。
軍
港
・
鎮
守
府

が
置
か
れ
た
都
市
と
し
て
日
本
の
近
代
化
を
担
い
、
独
自

の
海
軍
文
化
を
育
ん
だ
と
い
う
４
市
に
共
通
し
た
歴
史

を
、
一
つ
の
「
ス
ト
ー
リ
ー
」
と
し
て
再
構
築
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
歴
史
遺
産
の
活
用
・
整
備
や
情
報
発
信
、
ま

ち
の
に
ぎ
わ
い
創
出
等
が
期
待
さ
れ
て
い
る
（
図
３
）。

こ
の
共
同
で
の
日
本
遺
産
申
請
・
認
定
と
そ
の
後
の
取
り

組
み
は
、
従
来
の
旧
軍
財
産
の
転
活
用
と
い
う
政
策
課
題

に
と
ど
ま
ら
ず
、
歴
史
や
遺
産
と
い
っ
た
共
通
の
地
域
資

源
を
活
用
し
た
観
光
振
興
と
い
う
新
た
な
取
り
組
み
に
連

携
を
深
化
さ
せ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

遠
隔
型
連
携
の
課
題
と
対
処
方
策

だ
が
、
効
果
的
な
遠
隔
型
連
携
を
実
現
す
る
う
え
で
は

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
も
あ
る
。
そ
の
中
に
は
、「
意
思
決
定

の
ス
ピ
ー
ド
が
低
下
す
る
」「
責
任
の
所
在
が
不
明
確
に

な
る
」「
個
々
の
自
治
体
の
自
己
決
定
権
が
損
な
わ
れ
る
」

と
い
っ
た
自
治
体
間
連
携
一
般
に
共
通
す
る
課
題
も
あ
る

が
、
こ
こ
で
は
遠
隔
型
連
携
の
場
合
に
よ
り
特
徴
的
な
課

題
と
し
て
、
次
の
２
点
を
と
り
あ
げ
る
。

⑴
連
携
の
構
築
段
階
に
お
け
る
マ
ッ
チ
ン
グ

現
在
の
遠
隔
型
連
携
は
、
姉
妹
都
市
交
流
な
ど
従
前
か

ら
の
関
係
が
発
展
し
た
も
の
が
多
い
が
、
そ
う
し
た
何
ら

か
の
「
縁
」
が
な
い
場
合
に
、
ゼ
ロ
か
ら
連
携
体
制
を
構

築
し
て
い
く
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
地
域
活
性
化
セ
ン

タ
ー
が
２
０
１
４
年
に
実
施
し
た
調
査
に
よ
る
と
、
事
業

の
内
容
や
条
件
に
つ
い
て
交
渉
す
る
と

い
っ
た
こ
と
以
前
に
、
そ
も
そ
も
連
携

を
行
う
相
手
方
を
ど
の
よ
う
に
探
せ
ば

よ
い
の
か
に
悩
む
自
治
体
が
多
い
よ
う

で
あ
る
。
特
に
、
自
治
体
間
の
資
源
や

課
題
が
共
通
し
て
い
る「
共
通
課
題
型
」

の
連
携
よ
り
も
、
相
互
に
異
な
る
資
源

や
課
題
を
補
完
し
合
う「
機
能
補
完
型
」

の
連
携
に
お
い
て
、
こ
の
問
題
は
よ
り

顕
在
化
し
や
す
い
。

マ
ッ
チ
ン
グ
を
成
功
に
導
く
た
め
に

は
、
境
界
連
結
者
（
バ
ウ
ン
ダ
リ
ー
ス

パ
ナ
ー
）
の
存
在
が
重
要
に
な
る
。
境

界
連
結
者
と
は
、
組
織
外
部
の
情
報
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

保
有
し
、
異
な
る
組
織
同
士
を
結
び
つ
け
る
力
量
を
有
し

た
連
携
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
な
る
よ
う
な
人
材
で
あ
る
。

そ
う
し
た
役
割
を
担
う
の
は
、
組
織
内
部
の
職
員
（「
越

境
す
る
人
材
」
や
「
飛
び
出
す
公
務
員
」
な
ど
）
の
場
合

も
あ
る
が
、
大
学
教
員
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど
外
部
の
仲

介
者
に
協
力
を
求
め
る
こ
と
も
有
効
な
手
段
で
あ
る
。

⑵
調
整
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
コ
ス
ト

遠
隔
型
連
携
を
行
う
自
治
体
の
間
で
は
、
人
口
規
模
や

産
業
構
造
、
自
然
環
境
等
が
異
な
る
こ
と
に
加
え
て
、
自

治
体
間
の
組
織
体
制
や
財
政
状
況
、
事
務
の
執
行
方
法
等

に
関
し
て
も
、
隣
接
型
連
携
と
比
べ
て
よ
り
相
違
が
大
き

い
こ
と
が
通
常
で
あ
る
。そ
の
た
め
、遠
隔
型
連
携
の
構
築
・

維
持
に
要
す
る
調
整
コ
ス
ト
は
高
く
な
る
傾
向
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
地
理
的
・
空
間
的
な
隔
た
り
は
、
各
自
治
体
の

担
当
者
同
士
の
日
常
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
困
難

に
す
る
。
担
当
者
の
異
動
や
首
長
の
交
代
に
よ
る
事
業
の

停
止
や
中
断
の
リ
ス
ク
も
相
対
的
に
高
い
と
言
え
る
。

こ
う
し
た
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
は
連
携

自
治
体
間
で
「
顔
の
み
え
る
関
係
づ
く
り
」
を
行
う
た
め

に
、
こ
ま
め
な
打
ち
合
わ
せ
や
協
議
を
は
じ
め
と
し
た
実

務
レ
ベ
ル
で
の
調
整
と
交
流
が
不
可
欠
で
あ
る
（
こ
の
部

分
は
、
近
年
の
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
ツ
ー
ル
等
の
普
及
に
よ

っ
て
、
コ
ス
ト
は
以
前
よ
り
も
大
幅
に
低
下
し
て
い
る
）。

加
え
て
、
職
員
の
相
互
派
遣
な
ど
恒
常
的
な
人
的
交
流
の

仕
組
み
を
設
け
る
こ
と
も
検
討
さ
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

そ
れ
以
外
に
も
、
コ
ス
ト
を
抑
制
す
る
と
い
う
方
向
で

の
対
応
も
考
え
ら
れ
る
。
一
般
に
連
携
の
維
持
・
構
築
に

か
か
る
コ
ス
ト
は
、
連
携
の
相
手
方
や
対
象
分
野
が
広
が

る
ほ
ど
増
加
し
て
い
く
た
め
、
連
携
の
対
象
を
戦
略
的
に

図 3　日本遺産「鎮守府　横須賀・呉・佐世保・舞鶴」ポスター
出典：https://www.kyugun.jp/nihon_isan/index.html
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ま
た
、
連
携
す
る
行
政
分
野
に
つ
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な

も
の
が
考
え
ら
れ
る
。
先
に
挙
げ
た
人
材
育
成
・
移
住
や

地
域
産
業
、
観
光
以
外
に
も
、
例
え
ば
地
球
温
暖
化
対
策

の
よ
う
な
国
際
的
な
重
要
課
題
に
も
遠
隔
型
連
携
は
活
用

で
き
る
。
東
京
都
新
宿
区
で
は
、
長
野
県
伊
那
市
、
群
馬

県
沼
田
市
、
東
京
都
あ
き
る
野
市
と
連
携
し
て
区
外
の
公

有
の
森
林
を
整
備
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
増
加
し
た
Ｃ
Ｏ
２

の
吸
収
量
を
区
内
の
排
出
量
の
一
部
と
相
殺
さ
せ
る
カ
ー

ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た
意

欲
的
・
挑
戦
的
な
取
り
組
み
を
行
う
場
合
に
、
地
理
的
な

制
約
に
縛
ら
れ
ず
に
連
携
先
を
戦
略
的
に
選
択
で
き
る
こ

と
は
遠
隔
型
連
携
の
持
つ
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。

一
方
で
、
自
治
体
間
連
携
は
、
あ
く
ま
で
お
互
い
の

w
in-w

in

関
係
の
実
現
を
目
指
し
て
行
わ
れ
る
べ
き
も
の

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
仮
に
活
動
が
停
滞
し
た
り
事
業

が
う
ま
く
い
か
な
く
な
っ
た
り
し
た
場
合
に
は
、
連
携
を

解
消
す
る
と
い
う
あ
る
意
味
シ
ビ
ア
な
決
断
も
時
に
は
必

要
に
な
る
。
こ
の
点
で
も
、
隣
接
型
連
携
と
比
べ
て
相
対

的
に
し
が
ら
み
が
少
な
い
こ
と
は
遠
隔
型
連
携
の
強
み
で

あ
る
と
言
え
よ
う
。

日
本
が
本
格
的
な
人
口
減
少
社
会
に
突
入
し
て
い
く
中

で
、
限
り
あ
る
資
源
を
融
通
し
合
い
、
新
た
な
ア
イ
デ
ア

を
創
発
し
て
い
く
う
え
で
自
治
体
間
の
遠
隔
型
連
携
の
果

た
す
役
割
は
大
き
い
。
今
後
の
さ
ら
な
る
展
開
に
期
待
し

た
い
。

（
注
記
）

本
稿
は
、
公
益
財
団
法
人
日
本
都
市
セ
ン
タ
ー
が
２
０

１
７
年
３
月
に
発
行
し
た
報
告
書
『
自
治
体
の
遠
隔
型
連

携
の
課
題
と
展
望
―
新
た
な
広
域
連
携
の
可
能
性
―
』
の

内
容
を
基
に
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
理
論
面
の
記
述
に
つ

設
定
す
る
（
一
定
の
範
囲
内
に
限
定
す
る
）
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
逆
に
言
え
ば
、
多
数
の
自
治
体
が
参
加
す
る
遠

隔
型
連
携
の
場
合
、
調
整
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
か

な
り
丁
寧
に
行
わ
な
け
れ
ば
、合
意
形
成
が
難
航
し
た
り
、

合
意
は
で
き
た
と
し
て
も
肝
心
の
中
身
が
形
骸
化
し
て
し

ま
っ
た
り
す
る
危
険
は
大
き
い
。

ま
た
、
連
携
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
都
道
府
県
と
の
調

整
が
別
途
必
要
に
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
そ
の
際
に
は
、

事
務
処
理
特
例
に
よ
る
権
限
移
譲
の
状
況
の
差
異
や
、
遠

隔
型
連
携
に
対
す
る
各
都
道
府
県
の
態
度
の
相
違
な
ど

が
、連
携
を
進
め
る
上
で
の
障
壁
と
な
る
可
能
性
も
あ
る
。

最
終
的
に
は
地
方
分
権
改
革
な
ど
国
レ
ベ
ル
で
の
対
応
が

必
要
に
な
っ
て
く
る
場
合
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

今
後
の
展
望

以
上
の
よ
う
な
課
題
は
あ
る
も
の
の
、
自
治
体
間
の
遠

隔
型
連
携
は
今
後
も
拡
大
し
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
近
年
の
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の

普
及
に
よ
っ
て
、
連
携
を
実
質
化
・
円
滑
化
す
る
た
め
に

必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
壁
は
か
な
り
の
程
度
解

消
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
発
達
は
、

遠
隔
地
の
自
治
体
間
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
／
サ
ー

ビ
ス
の
共
同
利
用
や
共
同
実
験
の
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ

て
い
る
ほ
か
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
バ
ー
チ
ャ
ル
空
間
に
お

け
る
連
携
事
業
と
い
っ
た
新
た
な
連
携
の
形
を
生
み
出
し

て
い
く
可
能
性
も
あ
る
。
品
川
区
が
２
０
２
２
年
に
オ
ン

ラ
イ
ン
上
で
開
催
し
た「
交
流
都
市
地
方
物
産
展
」や
、「
恋

人
の
聖
地
」
を
有
す
る
14
市
町
村
の
連
携
に
よ
る
バ
ー
チ

ャ
ル
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
事
業
（「
恋
人
の
聖
地
Ｃ
Ｉ
Ｔ

Ｙ
」
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
）
な
ど
は
そ
の
萌
芽
で
あ
ろ
う
。

い
て
は
、
横
道
清
孝
論
文
（
第
１
章
）
及
び
伊
藤
正
次
論

文
（
第
２
章
）
に
多
く
を
負
っ
て
い
る
。
こ
の
テ
ー
マ
に

関
心
を
持
た
れ
た
読
者
は
、
ぜ
ひ
同
報
告
書
も
ご
参
照
い

た
だ
き
た
い
。
な
お
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
誤
解
や
誤

り
も
含
め
て
本
稿
に
関
す
る
一
切
の
責
任
は
筆
者
に
あ

る
。参

考
文
献

・
井
上
晶
子
（
２
０
２
２
）「
新
た
な
課
題
に
向
け
て
の

遠
隔
自
治
体
間
連
携
」『
地
方
財
務
』
２
０
２
２
年
８

月
号
。

・
小
川
勇
樹
・
戸
田
敏
行
（
２
０
１
９
）「
地
方
創
生
関

係
交
付
金
を
活
用
し
た
遠
隔
自
治
体
間
の
連
携
事
業
」

『
日
本
建
築
学
会
技
術
報
告
集
』
25
巻
59
号
。

・
嶋
田
暁
文
（
２
０
１
７
）「
自
治
体
間
連
携
の
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
力
」『
月
刊
ガ
バ
ナ
ン
ス
』
２
０
１
７
年
７

月
号
。

・
一
般
財
団
法
人
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
（
２
０
１
５
）

『「
遠
隔
自
治
体
間
連
携
」
の
現
状
と
課
題　

調
査
報
告

書
』
一
般
財
団
法
人
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
。

・
公
益
財
団
法
人
日
本
都
市
セ
ン
タ
ー
編
（
２
０
１
７
）

『
自
治
体
の
遠
隔
型
連
携
の
課
題
と
展
望
―
新
た
な
広

域
連
携
の
可
能
性
―
』
公
益
財
団
法
人
日
本
都
市
セ
ン

タ
ー
。

・「
農
業
の
間
口
広
げ
若
者
の
就
農
機
会
を
創
出
、
地
方

農
家
の
助
け
に
も
な
る
『
ア
グ
リ
ヘ
ル
パ
ー
』
は
農
業

の
新
た
な
形
と
な
る
か
？
泉
佐
野
ア
グ
リ
カ
レ
ッ
ジ

（

前

編

）」W
ireless W

ire N
ew

s

、https://
w

irelessw
ire.jp/2021/03/79200/

（
２
０
２
３
年

11
月
30
日
最
終
閲
覧
）。
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地
域
づ
く
り
2
月
号 

特
集
編
（
通
巻
４
１
6
号
）　

遠
隔
自
治
体
の
連
携
に
よ
る
地
域
活
性
化　

令
和
6
年
2
月
１
日　

一
般
財
団
法
人　

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
発
行


